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知つておいていただをたいこと 


I 本書の内容について 

本書はオプションを含むずべての装備の説明をしていまず。 

そのため、お客様の車にはない装備の説明び記載されている場合びあり 

まず。また、車の仕様変更により、内容びお車と一致しない場合びあり 

まずのでご了承ください。 

トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いに 

ついては、その商品に付属の取扱説明書をお読み<ださい。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様の車の装備と 

一致しない場合びありまず。 

1不正改造について 

• トヨタび国±交通省に届け出をした部品じ(外のちのを装着ずると、不 
正改造になることびありまず。 

♦車高を下げたり、ワイドタイヤを装着ずるなど、車の性能や機能に適 
さない部品を装着ずると、故障の原因となったり、事故を起こし、重 
大な傷害を受けるおそれびあ0危険でず。 

♦八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには SRS エア 
バッグび内蔵されているため、不適切に扱ラと、正常に作動しなくなっ 
たり、誤ってふくらみ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあ0まず。 

• なの場合はトヨタ販売店にご相談ください。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナットの交換 
異なった種類や指定 LU がのちのを使巧ずると、走行に悪影響をおよ 
ぼしたり、不正改造になることびありまず。 

-電装品-無線機の取り付け-取りはずし 
電モ機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故に 
つなびるおそれびあ0危険でず。 

• フ□ントウインドウガラス、および運転席-スライドドアのドアガラ 
スに着色フィルム（含む透明フィルム）などを貼り付けないでくださ 
し、視界をさまたげるばかりでなく、不正改造につなびるおそれびあ 
りまず。 
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^車両データの記録にっぃて 


お車には、車両の制御や操作に関ずるデータなどを記録ずるコンピュー 
ターび複数装備されており、主に次のよラなデータを記録しまず。 

-エンジン回転数 
-アクセルの操作状況 
-ブレーキの操作状況 
. 車谏 

-シフトポジション 

グレード • オプション装備により記録されるデータ項目は異なりまず。な 
お、コンピューターは会話などの音声や映像は記録しません。 
♦データの取0扱いについて 


トヨタはコンピューターに記録されたデータを車両の故障診断-研究 
開発-品質の向上を目的に取得-利巧ずることびありまず。 

なお、なの場合を除を、トヨタは取得したデータを第=ちへ開おまた 
は提供ずることはありません。 

-お車の使用者の同意 （ U —ス車は借をの同意）びある場合 
- 警察- 裁判所-政府機関などの法的強制力のある要請に基づ<場合 
-統計的な処理を行ラ目的で、使用ちや車両び特定されないよラに加 
エしたデータを研究機関などに提供ずる場合 
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日イベントデータレコーダー 


お車には、イベントデータレコーダー (EDR) び装備されていまず。 EDR 
は、一定の衝突や衝突に近い状態 （SRS エアバッグの作動および路上障 
害物との接触など）び発生した時に車両システムの作動状況に関ずる 
データを記録しまず。 EDR は車両の動をや安全システムに関するデータ 
を短時間記録ずるよラに作られていまず。 

EDR は次のよラなデータを記録しまず。 

-車両の各システムの作動状況 

•アクセ J レぺダ J しおよびブレーキぺダ J レの操作状況 

-車速 

これらのデータは、衝突や傷害び発生した状況を巧握ずるのに役立ちま 
す。 

を意： EDR は衝突び発生したとさにデータを記録しまず。通常走行時に 
はデータは記録されません。また、個人情報（例：氏名-性別-年齢 • 
衝突場所）は記録されません。ただし、事故調査の際に法執行機関など 
の第=ちび、通常の手続さとして収集した個人を特定でさる種類のデー 
夕と EDR データを組み合わせて使用ずることびありまず。 EDR で記録 
されたデータを読み出ずには、特別な装置を車両または EDR へ接続ずる 
必要びありまず。トヨタに<わえ、法執行機関などの特別な装置を巧ち 
する第=ちび車両または EDR に接続した場合でち情報を読み出ずことび 
でさまず。 

• EDR データの情報開示 

なの場合を除さ、トヨタは EDR で記録されたデータを第=ちへ開示 
することはありません。 

-お車の使用者の同意 （U —ス車は借をの同意）びある場合 
- 警察- 裁判所-政府機関などの法的強制力のある要請に基づ<場合 
-トヨタび訴訟で使用ずる場合 

ただし、トヨタは 

. データを車両安全性能の研究に使用ずることびありまず。 

-使用ち-車両び特定されないデータを調査目的で第=ちに開示ずる 
ことびありまず。 
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。巧罰および点検について 


保証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載 
していますので、併せてお読み<ださい。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施して< だ 
さい。（法律で義務付けられていまず） 
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本書の見方 


A 警告 


お守りいただかないと、お客様自身と周囲の人々び死 t、 ま 
たは重大な傷害につなびるおそれびあることを説明していま 


す。 


-A お守りいただかないと、車や装備品の故障や破損につなびる 

心 おそれびあることを説明していまず。 

[ins- 操作•作業の手順をおしていまず。番号の順に従ってくださ 
し、。 


〇押ず-まわすなど、していただ 
さたい操作を示していまず。 

〇フタび開<など、操作後の作動 
を术しています。 


ク^説明の巧まとなるをの-場所を 
术しています。 

0 "してはいけません""このよラ 
にしないでください""このよ 
ラなことを起こさないでくだ 
さい"といラ意味でず。 




機能や操作方法の説明 LU がで知っておいていたださたい、 
知っておくと便利なことを説明していまず。 















































検索のしかた 
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■ を状や音か5探ず 

-こんなとさは 

(症状別さくいん） . 

-車から音び鳴ったとさは 
、日さ\し、/ U). 


■タイトルか5探ず 

- g 次 . 


376 
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⑦ タイヤ .P. 264 
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★:仕様によ D 異なる装備やオプション装備 
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④ パーソナルランプ/インテリアランプ（前側）※2 . P . 220 
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図はフ□ントですび、 U ヤにを装着されています。 
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ま全 • まむのために 

〜化ずお読み<ださい〜 



1-1. 安全にお使いいただくために 


運転する前に . 22 

安全な ドライブのために . 24 

シートベルト . 26 

SRS エアバッグ . 33 

おモさまの安全のたがに . 41 

子供専用シート . 42 

チャイルドシートの 

取り付け . 已〇 

排気ガスに対するを意 . 已9 

1-2 .盗難防止装置 

エンジンイモビライヴー 
システム . 60 
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1-1. 安全にお使いいただくために 


運拓する前 I 


! 点検壁備 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施していただ 
くことび法律で義務付けられていまず。適切な時期に点検整備を実施し、 
お車に異常びないことを確認してください。 

曰常点検整備や点検項目などの詳細については、別冊「メンテナンスノート」を参 
照して < ださい。 

異苗び見つかった場合は、トヨタ販売店で化ず点検整備を受けて<ださい。 


フ□アマット 


専用のフ□アマットを、フ□アカーぺットの上にしっかりと固定してお 
使いください。 


日]固定フック（クリップ）にフ□ア 
マツト取り付け巧をはめ込む 


回固定フック（クリップ）上部のレ 
バーをまねして、フ□アマットを 
固定ずる 

※ A マークを必ず合わせてください。 



固定フック（クリップ）のお状はイラストと異なる場合びありまず。 
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A 警告 


なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、フロアマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わ 

めスピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそれび 

あります。 

■運転席に フ□アマットを敷くとき 

• トヨタ純正品であってち、他車種および異なる年式のフロアマットは使用しな 
い 

♦運転席 専巧のフロアマットを使用する 

参 固定フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する 

♦他の フ□アマット類と重ねて使用しない 

♦フロア マットを前後をさまにしたり、裏返して使用しない 

■運転ず る前に 

♦フ □アマットびすべての固定フック（ク 
U ッスで正しい位置にしっかりと固定さ 
れていることを定期的に確認し、特に洗車 
後は必ず確認を行5 

♦エンジン 停止およびシフトレバーび P の 
状態で、各ペダルを奥まで踏み込み、フロ 
アマットと干渉しないことを確認する 



霊•安むのために 
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1-1. 安全にお使いいただくために 


ままなドライブのために 


安全に運転ずるために、走行前にシートや5ラーなどを適切に調整して 
<ださい。 


しい運転姿勢について 

① まっすぐ座り、運転操作時に背ち 
たれから離れないよラ、背をたれ 
のち度を調整する（一 P . 1 03) 

② ペダルをしっかりと踏み込め、八 
ンドルを握ったときにひじび少 
し巧びるよラなシート位置にず 
る（一 P .103) 

③ へッ ドレストの中央び耳のいち 
ばん上のあた0になるよラにず 
るレ P . 11 0) 

④ シートベルトを正しく着巧ずる 
UP . 26) 



L ン- トベルトを正しく着用ずる 


すべての乗員は、走行前に必ずシートベルトを正しく着巧してください。 
(一 P ' 26) 

シートベルトを正しく着用でさないルさなおモさまを乗せるとさは、適 
切なモ供専用シートをご用意ください。（一 P . 42) 

1 ミラーを調壁ずる 

後方び確実に確認できるよラに、インナーミラー-ドアミラーを正しく 
調整してください。（一 P . 121, 122) 
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A 警告 


なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあ0ます。 

♦走行 中は運転席の調整をしないで<ださい。 

運転を誤るおそれびあります。 

♦背ち たれと背のあいだにクッシヨンなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとを、シートベルトやヘッドレ 
ストなどの効果び十分に発揮されないおそれびあります。 

♦フロン トシートの下にものを置かないでください。 

ちのび挟まるとシートび固定されず、思わめ事故や調整機構の故障の原因にな 
0ます。 

♦他の まや歩行者など、周囲の状況に常にま意を払い、安全運転をむびけて < だ 
さい。 

♦飲 ミ酉運転は絶対にしないでください。おミ酉を飲むとま意力と判断力びにぶり、 
思いびけない事故を引を起こすおそれびあります。また、眠気をちよおす薬を 
飲んだとさち運転を控えてください。 

♦運転 中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の 
状況などへのま意び不十分になり、大変を険です。八ンズフ1」一し:!がの自動車 
電話や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 

♦長距離 ドライブの際は、疲れを感じる前に定期的に化憩してください。 

また、運転中に疲労感やお気を感じたとさは、無理に運転せず、すみやかに休 
憩してください。 


.安むのた。 
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1-1. 安全にお使いいただくために 


シー トベルト 


走行前にすベての乗員は必ずシートベルトを正しく着用してください。 


1 正しく着用ずる 


• 肩部べルトを肩に十分かける 

首にかかったり、肩からはずれないよ 
ラにしてください。 

参腰部べルトを必ず腰骨のでさる 
だけない位置に密着させる 

♦背をたれを調整し、上体を起こ 
し、深く腰かけて座る 

• ねじれびないよラにずる 



BT011CU001 


着け方•はずし方（リヤ中央席を除 <) 


①ベルトを固定ずるには、"カチッ" 
と音びずるまでプレートをバッ 
クルに挿し込む 

(2) ベルトを解除ずるには、解除ボタ 
ンを巧ず 
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着け方（リヤ中央席） 


のプレートを取り出ず 


回ベルトを固定ずるには、プレート 
A 、 プレート日の順に"カチッ" 
と音びずるまでプレートをバッ 
クルに挿し込む 

①プレート A 、 バックル A 
⑤ プレート巨、バックル巨 



霊•安むのために 



































28 


1-1. 巧全にお使いいただくために 


a はずし方•格納の仕方（リヤ中央席) 


田バックル B の解除ボタンを巧し 
て、ベルトを解除ずる 


回キー、またはプレート日をバッ 
クル A に挿し込み、ベルトを分 
離する 

シートベルトを格納するとをは、ベル 
卜を持ちなび6ゆっくり巻をちどしま 
す。 


团プレート A 、 巨を図のよラにし、 
ちとにをどず 

確実に固定されるよラ、しっかりと奥 
まで挿し込みます。 
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田バックルをシートクッシヨンの 
巧に格納してください 


I ； ンートベルトプリテンシ ヨナー (フ□ント席) 

前方から強い衝突を受けたとさ、 

シートベルトを引さ込むことで適 
切な秉員巧束効果を確保しまず。 

前ちからの衝撃び弱いとをや、横やラ 
しろからの衝撃、横転のとをは通常は 
作動しません。 


U 知識 

■シートベルト□ックの解除ち法 

急停止や衝撃びあったとをベルトびロックされます。急に体を前に倒したり、 
シートベルトをすばやく引を出してちロックする場合びあります。シートベルト 
びロックしたまま引を出せないとさは、一度ベルトを強く引いてからゆるめ、 
ゆっくり動かせば、ベルトを引を出すことびでをます。 

また、助手席シートベルトび引を出せないとさは、一度、助手席背ちたれを前に 
倒すとシートベルトを引を出すことびでをます。 

■おモさまのシートベルトの使い方 

この車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を 
持った人用に設計されています。 

♦シートベルトび正しい位置で着用でをないルさなおテさまの場合は、お子さま 
の体に合ったチャイルドシートを使用してください。（一 P . 42) 

♦シートベルトび正しい位置で着用でをるおテさまの場合は、シートベルトの着 
用のしかたに従ってください。（一 P . 26) 

■ シー トベルトプリテン シヨナー について 

シートベルトプ U テンシヨナーは一度しか作動しません。玉突さ衝突などで連続し 
て衝撃を受けた場合でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動しません。 




霊•安むのために 
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1-1. 巧全にお使いいただくために 


A 警告 


急ブレーキや事故の際のけびを避けるため、なのことを必ずお守りください。 
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあ0ます。 

■シー トベルトの着用について 

♦全員び シートベルトを着巧する 
♦シートベルトを 正しく着巧する 

♦シー トベルトは一組につを一人で使用する 
おモさまでち一組のベルトを複数の人で使巧しない 

• 1」ヤシート左ち席シートベルトを使用するとをは、ベルト八ンガーにシートべ 
ルトびかかっていないこと 

♦お 子さまは1」ヤ席に座らせてシートベルトを着用させる 
♦背ち たれは必要し i (上に倒さず、上体を起こし、シートに深<座る 
♦肩部べ ルトを腕の下に通して着用しない 
♦腰部 ベルトはでさるだけ低い位置に密着させ着用する 

♦ 1」ヤ中央席のシートベルトを使巧すると 
をは、プレート A とバックル A および、 

プレート B とバックル B を結合する 


■女 壬娠中の女性の場合 

医師に注意事項を確認の上、必ず正し<着 
用してください。（一 P . 2己） 

通常の着用のしかたと同じよラに、腰部べ 
ルトび腰骨のでをるだけない位置にかかる 
よラにお腹のふくらみの下に、肩部ベルト 
は確実に肩を通し、お腹のふくらみを避け 
て胸部にかかるよラに着用してください。 

ベルトを正しく着巧していないと、衝突し 
たとをなどに、母体だけでな<胎児までび 
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあります。 
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A 警告 


■疾患の あるちの場合 

医師に注意事項を確認の上、必ず正しく着用してください。 

■お 子さまを柔せるとさ 

おテさまをシートベルトで遊ばせないでください。 

万ーベルトび首に巻を付いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場 

合死 t につなびるおそれびあります。 

誤ってそのよラな状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八ヴ= 

などでシートベルトを切断してください。 

■プリ テンシヨナー付きシートベルトについて 

シートベルトプ U テンシヨナーび作動すると 、 S RS エアバッグ/プ1」テンシヨ 

ナー警告灯び点灯します。その場合は、シートベルトを再使用することびでを 

ないため、必ずトヨタ販売店で交換してください。 

■シー トベルトの損傷-故障について 

♦ベル トやプレート•バックルなどは、シートやドアに挟むなどして損傷しない 
よラにしてください。 

♦シー トベルトび損傷したとさはシートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないで < ださい。 

♦プレートび バックルに確実に巧し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
ないかを確認してください。ラまく巧し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

♦ちし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でち、シー 
卜、シートベルトを交換してください。 

♦プ U テンシヨナー付をシートベルトの取り付けや取りはずし • 分解 .廃棄など 
は、トヨタ販売店しツ外でしないでください。 

不適切に扱ラと、正常に作動しなくなるおそれびあります。 


塞•安むのために 
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1-1. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


■助手席 シートベルトについて 

♦助手席 シートラしろのベルト巧にごみや 
異物などを入れないで<ださい。 

ごみや異物などび入ると、衝突したとをな 
どにシートベルトび十分な効果を発揮せ 
ず、生命にかかわる重大な傷害を受けるお 
それびあ〇を険です 

♦助手席 シートラしろのベルト巧付近に足 
などをのせないで < ださい。 

プ1」テンシヨナー付をシートベルトび作 
動したとを、やけどをするおそれびありを 
険です。 

♦助手席の 背ちたれを1」クライニングさせた状態で、ベルトび卷を取りにくいと 
きは、背ちたれを起こしてください。 

♦炎天下での 駐車後は、シートベルトのプレートび熱くなり、やけどをするおそ 
れびありを険です。熱くないことを確認してから使用してください。 

♦シー トベルトを背ちたれラしろのベルト 
巧から弓 I っ張り出したり、ベルトにものを 
引っ掛けたりしないでください。シートべ 
ルトび□ックしたまま引を出せなくなり 
ます。 

シートベルトびロックしてしまったとを 
は、なのよラに操作してください。 

-背ちたれび起さた状態でベルトび引を 
出せないとさは、いったん背ちたれを 
前に倒します。 

-テーブル状態でベルトびロックして、 

背もたれび起こせないとをは、背ちた 
れを途中まで起こしたあと、いったん 
倒し、その後、起こします。または、一 
度べルトを強く引いてからべルトをゆ 
るめ、再度ゆっくりと引を出します。 
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SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは乗員に重大な危害びおよぶよラな強い衝撃を受けた 
とさにふ< 5み、シートベルトび体を拘束する働さと併せて乗員への衝 
撃を緩和させます。 



® 運転席 SRS エアバッグ/目力手席 SRS エアバッグ 
(運転者と助手席乗員の頭や胸などへの衝撃を緩和） 

♦ SRS サイド&力ーテンシールドエアバッグ 

③ SRS サイドエアバッグ* * 

(フ□ント席乗員の陶などへの衝撃を緩和） 

⑥ SRS 力ーテンシールドエアバッグ ★ 

(フ□ント席と U ヤ外側席乗員のをに頭部への衝撃を緩巧) 


霊•安むのために 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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1-1. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


■ SRS エアバッグについて 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こにつなびるお 
それびあります。 

♦運転者と 乗員すべてびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのものです。 

♦助手席 SRS エアバッグは強い力でふくらむため、シートの背ちたれを調整し 
て、シートをでをるだけ SRS エアバッグから離し、まっすぐに座ってくださ 
い。 

♦お 子さまびルさくてシートベルトを使用でをないとさは、チャイルドシートで 
しっかり固定してくださし、お子さまは U ヤ席に乗せ、チャイルドシートまた 
はシートベルトを着用させることをおすすめします。（一 P . 42) 


参シー トの縁に座ったり、ダッシュボードに 
ちたれかかったりしない 


♦お 子さまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない 

♦運転ち および助手席乗員は、ひざの上に何 
ち持たない 


• SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテン 
シールドエアバッグ装着車；ドアやフロン 
トピラー-センターピラー- IJ ヤピラー- 
ルーフヴイ ドレールへ寄りかからない 
























1-1. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


ISRS エアバッグについて 

• SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテン 
シールドエアバッグ装着車:助手席や U ヤ 
シートでは、ドアに向かってひざをついた 
り、窓から顔や手を出したりしない 


> ダッシュボード.助手席アッパーボックス 
のフタの上•八ンドルのパッド部分などに 
は何も取り付けたり、置いたりしない 




BTO11CU061 


に RS サイドエアバッグ& SRS カーテン 
シールドエアバッグ装着車：ドア■フ□ン 
トガラス-ドアガラス■フ□ントピラー 
および U ヤピラー-ルーフサイドレール’ 
アシストグ U ップなどには何も取り付け 
ない（速度制限ラベルを除く ^ P . 328) 



霊•安むのために 

己 

3 _ 
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1-1. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


■ SRS エアバッグについて 

♦ SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ装着車: SRS サイ 
ドエアバッグびふくらむ場所を覆ラよラなシートアクセヴ U —を使用しない 
でください。エアバッグび展開する際、アクセヴ U —び干渉するおそれびあり 
ます。そのよラなアクセヴ U —びエアバッグび正常に作動するのをさまたげ、 
システムを不能にしたり、またはエアバッグび誤って展開したりするおそれび 
あります。 

♦ SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強<たた<など過度の力を加え 
ないで < ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

♦ SRS エアバッグびふくらんだ直後は、構成部品び熱くなっているため、ふれ 
ないで < ださい。 

♦ SRS エアバッグびふくらんだあとに、もし呼吸び苦しく感じたら、ドアやド 
アガラスを開けて空気を入れるか、ま全を確認して車がに出て<ださしん皮膚 
の炎症を防ぐため、残留物はでさるだけ早く洗い流してください。 

♦ SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ非装着車: SRS エ 
アバッグび収納されているバッド部に傷び付いていたり、ひび割れびあるとを 
は、そのまま使用せずトヨタ販売店で交換してください。 

♦ SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ装着車: SRS エア 
バッグび収納されているパッド部およびフロントピラーガーニッシュ部に傷 
び付いていたり、ひび割れびあるときは、そのまま使用せずトヨタ販売店で交 
換してください。 
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A 警告 


■改造 •廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、なの改造-廃棄をしないで<ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につながるおそれがあります。 

♦ SRS エアバッグの取りはずし-取り付け-分解-修理 

♦八ン ドル-インストルメントパネル-ダッシュボード•シート-シート表皮- 
フ□ントピラー-センターピラー- U ヤピラー-ルーフサイドレール周辺の修 
理■取りはずし■改造 

♦フ □ントフエンダー-フ□ントバンパー-車内側面部の修理-改造 

♦グ U ルガード（ブルバー-カンガルーバーなど）-除雪装置-ウインチなどの 
取り付け 

♦サスペンションの 改造 

♦ CD プレーヤー-無線機などの電化製品の取り付け 


□知識 


■ SRS エアバッグび作動すると 

♦ SRS エアバッグとの接触により、巧撲やすり傷などを受けることびあります。 
•作動音と共に白いガスび発生します。 

♦ SRS 力ーテンシールドエアバッグ非装着車：フロント席などだけでなくエア 
バッグ構成部品（八ンドルの八ブ■エアバッグカバー■インフレーター）も数 
分間熱くなることびあります。エアバッグそのちのち熱くなります。 

♦ SRS 力ーテンシールドエアバッグ装着車；フロント席.フ□ントピラー. U ヤ 
ピラー-ルーフサイドレールの一部分などだけでなくエアバッグ構成部品（八 
ンドルの八ブ.エアバッグカバー.インフレーター）ち数分間熱くなることび 
あります。エアバッグそのちのち熱<なります。 

♦フロントウインドウガラスび破損することびあります。 


霊•安むのために 
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■ SRS エアバッグび作動ずるとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

♦フロント SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値（移動も変おもしない固定さ 
れた壁に、車ま約20〜 30 km / h で正面衝突した場合の衝撃の強さに相当する 
値）し U 上の場合に作動します。 

ただし、なのよラな場合はエアバッグび作動する車速は設定値より高<なりま 
す。 


-駐車している車や標識のよラな衝撃によって移動やをおするちのに衝突した 
場合 

-ちぐり込むよラな衝突の場合（例えば、車両前部びちぐり込む、下に入り込 
む、トラックの下敷をになるなど） 

♦衝突条件によってはシートベルトプ1」テンシヨナーのみ作動する場合びありま 
す。 


■ SRS エアバッグび作動ずるとき （SRS サイド&力ーテンシールドエアバッグ) 


• SRS サイド&力ーテンシールドエアバッグは、衝撃の強さび設定値（約！.已 t 
の車両び約20〜 30 km / h の速度で客室へ直角に衝突した場合の衝撃の強さに 
相当する値）1；(上の場合に作動します。 

♦前面衝突時でも、とくに衝撃び大をい場合は左ちの SRS カーテンシールドエア 
バッグび開 <場合びあります。 

■衝突がで作動ずるとを 

なのような状況で車両下部に強い衝撃を受けたときも、フロント SRS エア)又ッヴ. 
SRS カーテンシールドエアバッグび作動する場合びあります。 

♦縁石や歩道の端など、固いちのにぶつかっ 
たとを 

♦深い巧や溝に落ちたり、乗りこえたとを 

♦ジャンプして地面にぶつかったり、道路か 
ら落下したとを 
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ISRS エアバッグび作動しないとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

フ□ント SRS エアバッグは、側面や後方からの衝撃-横転-または化までの前 
ちからの衝撃では、通常は作動しません。ただし、それらの衝撃び前方への減速 
を十分に引を起こす場合には、フ□ント SRS エアバッグび作動することびあり 
ます。 

♦側面からの衝突 
♦後方からの衝突 
♦横転 



ISRS エアバッグび作動しないとき （SRS サイド&力ーテンシールドエアバッグ） 

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分し i (がの側面に衝撃を受けたとをには、 
SRS サイド&カーテンシールドエアバッグび作動しない場合びあります。 

• 客室部分しツ外の側面への衝撃 
♦斜めからの衝撃 



SRS サイド&カーテンシールドエアバッグは、前方や後ちからの衝撃.横転•ま 
たは化までの側面からの衝撃で作動するよラには設計されていません。 

♦前ちからの衝突 
♦後ちからの衝突 
♦横転 



霊•安むのために 
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■ トヨタ販売店に連絡び必要な場合 

なのよラな場合には、修理•点検等び必要になります。でさるだけ早くトヨタ版 
売店へご連絡 < ださい。 

♦いずれかの SRS エアバッグびふ< らんだとを 


♦フロント SRS エアバッグはふくらまな 
かったび、事故で車両の前部を衝突したと 
を、または破損•変おなどびあるとを 


► SRS サイドエアバッグび内蔵されている 
シート表面び傷付いたり、ひび割れたり、 
その他の損傷を受けたとを 



• SRS サイド&力ーテンシールドエアバッ 
グはふくらまなかったび、事故でドアおよ 
び、その周辺部分を衝突したとを、または 
破損-変巧などびあるとを 


>八ンドルのパッド部分.ダッシュボードの 
助手席 SRS エアバッグ付近び傷付いたり、 
ひび割れた0、その他の損傷を受けたとを 




BTO11CU062 



BTO11CU063 


• SRS 力ーテンシールドエアバッグび内蔵 
されているフロントピラー部. U ヤピラー 
部-ルーフサイド部び傷付いたり、ひび割 
れたり、その他の損傷を受けたとを 



















































1-1 .安全にお使いいただくために 41 


おモさまのををのために 


お子さまを栗せるとさは、次のことをお守りください。 

• おモさまにち必ずシートベルトを着用させてください。シートベルト 
を正し<着用でさないルさなおモさまを乗せるとさは、適切なモ供専 
用シートをご用意ください。（一 P . 42) 

• 運転装置にふれるのを防ぐため、おモさまは U ヤシートに乗せること 
をおすすめします。 

• 走行中にドアを開けたり、パワーウインドウを誤操作したりしないよ 
うに、チャイルドプ□テクター (一 P . 8日）-ウインドウ □ッ クス イッ 
チ （一 P . 124)をご使用ください。 

• ルさなおモさまには、パワーウインドウ-ボンネット-スライドドア- 
バック ドアやシートなど、体を挟まれるおそれびある装備類を操作さ 
せないで < ださい。 


A 警告 


♦お 子さまをまの中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射 
病や脱水症状にな0、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあ0ます。 

また、お子さまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、発炎筒 
などでやけどしたり、運転装置を動かして、思わめ事故につなびるおそれびあ 
0を険です。 

♦車に おテさまを乗せる場合は、おテさまの安全を確なするための注意事項や 
チヤイルドシートの取り付け方などをまとめた「チヤイルドシートの取り付 
け」を参照してください。（一 P . 已 0) 


.安むのた。 
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モ供き用シー 


子供専用シートの固定機構を使用して、子供専用シートを固定すること 
びでさまず。 


■知って おいていたださたいこと 


• 車の仕様やおモさまの年齢-体格に合わせて、適切なモ供専用シート 
をお選び < ださい。 

• モ供専用シートの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれのモ 
供専用シートに付属の取り扱い説明書をお読みください。 

♦この車は200日年10巧1曰施行のイ呆安基準に適合した IS 0 FIX 対応 
チャイルドシート固定専巧バーを標準装備していまず。 

1 子供専用シートの適合性一覧表について 

■ 質量グループについて 

ECE R 44 ^の基準に適合ずるモ供専用シートはおモさまの体重によ 
0次の已種類に分類されまず。 

グループ0: 10 kg まで 
グループ0 + : 13 kg まで 
グループ I :日〜1 8 kg 
グループロ：1已〜2已 kg 
グループ in : 22〜3日 kg 

この本では代表的な;欠の 3 種類の子供専用シートをシートベルトで固 
定する方法を紹介します。 

* ECE R 44 は、テ供専用シートに関する国際法規です。 

■ サイズ等級、固定具について 

モ供専用シートに表おされる分類記号と、それにとちなラ取り付け器 
具の記号にな0まず。 
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子供専用シートの種類 


► ベビーシート 

ECE R 44 基準のグループ0、 
0+にホ目当 


チヤイルドシート 

ECE R 44 基準のグループ0 
I に相当 




ジュニアシート 

ECE R 44 基準のグループロ、の 
に相当 



ま全-安むのために 
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シート位置別子供専用シート適合性一覧表 
(シートベルトでの取り付け） 


質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

フロントシート 

U ヤシート 

助手席 

左ち席 

中央席 

0 (10 k 巨まで） 

X 

U 

X 

0+ (13 k 巨まで） 

X 

U 

X 

I (目〜 18 k 旨） 

ラしろ向さ 

X 

前向さ 

UF 

U 

X 

n ( 1 己〜 2 己 kg ) 

UF 

U 

X 

m に2〜36喊 

UF 

U 

X 


•上記に記入する文字の説明 


U :この質量グループでの使用を許巧された況用（ユニバーサル）カテコ’リーの 
子供専用シートに適しています。 

UF :この質量グループでの使用を許巧された況用（ユニバーサル）カテコ‘リーの 
前向さ子供専用シートに適しています。 

X :子供専用シートを取り付けることはできません。 

表に記載されていないモ供専用シートを使用する場合は、子供専用シート製造業ち 
または販売業ちにご相談ください。 

モ供専用シートの装着に隙しては子供専用シートの取扱説明書ちご確認<ださい。 
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シー ト位置別子供専用 シー トの適合性 一 覧表 
( ISOFIX 対応トップテザーアンカーでの取り付け） 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

車両に日 FIX 位置 

U ヤシート左ち席 

へッ ドレスト 
調整式 

ヘッドレスト 
非調整式 

キヤ1」コット 

F 

IS 0/ L 1 

X 

X 

G 

IS 0/ L 2 

X 

X 

0 (10 k 目まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 1 ※'心2 

IL 2 

0+ (13 k 巨まで） 

E 

に日/ R 1 

IL 1 ※、心2 

IL 2 

D 

IS 0/ R 2 

IL 2 

IL 2 

C 

IS 0 /R 吕 

IL 2 

IL 2 

I (目〜 18 k 邑） 

D 

IS 0/ R 2 

X 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

X 

巨 

IS 0/ F 2 

IUF 、 IL 2 

IUF 、 IL 2 

巨1 

IS 0/ F 2 X 

IUF 、 IL 2 

IUF 、 IL 2 

A 

IS 0/ F 3 

IUF 、 IL 2 

IUF 、 IL 2 

n ( 1 己〜 2 己 k 邑） 


(1) 

X 

X 

皿 (22-36 kg ) 


(1) 

X 

X 


上記に記入する文字の説明 

(1) :サイズ等級表示 （ A から G ) のない子供専用シートの各シート位置での 
に日 FIX 対応子供専用シート固定機構の取り扱いについては、子供専用シー 
卜製造業者または販売業ちにご相談<ださい。 

IUF :この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテコ’リーの 
に日 FIX 対応の前向を子供専用シートに適しています。 

IL 1 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正 NEO G-Child ISO 
baby 」 に適しています。 

IL 2 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正 NEO G - Child に日 
leg 」 に適しています。 

X :に日 FIX 子供専用シートを取り付けることはでさません。 

X ’子供専用シートを取り付ける際は、へッドレストをはずしてください。 

表に記載されていない子供専用シートを使用する場含は、子供専用シート製造業者 

または販売業ちにご相談ください。 

子供専用シートの装着に隙しては子供専用シートの取扱説明書ちご確認<ださい。 


ま全-安むのために 
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■ iSOFIX 子供専用シートのリスト 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

旧0円 X テ供専用シート 

カテ j ’ u — 

0 (10 k 巨まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 日 G-Child 
ISO baby 

準ミ化用 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 日 G-Child 
ISO leg 

準況用 

0+ (13 kg まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 日 G-Child 
ISO baby 

準況用 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 日 G-Child 
ISO leg 

準ミ化用 

D 

IS 0/ R 2 

C 

IS 0 /R 吕 

I (目〜 18 k 邑） 

臣 

IS 0/ F 2 

トヨタ純正 NE 日 G-Child 
ISO leg 

準況用 

巨1 

IS 日/ 
F 2 X 

A 

IS 0/ F 3 


曰知識 


■旧0円X対応チャイルドシート固定専用バーについて 

この車に標準装備されている侶 0 FIX 対応チャイルドシート固定専用バーは、 
ECE R 44 に適合している子供専用シート取り付け専用です。それしが1のものを 
使用することはでをません。 

■子供専用シートの還巧、使巧について 

♦お子さまに最適なテ供専用シートについては、テ供専用シート製造業者、また 
は販売業者にご相談ください。 

♦お子さまび成長し、適切にシートベルトび着用でさるよラになるまでは、お子 
さまに合ったテ供専用シートを使用してください。 

♦体び十分大をく、子供専用シートび不必要なおテさまは、 U ヤシートに乗せて 
車のシートベルトを使巧してください。 

■シートベルトで取り付けるタイプの子供専用シートの還巧について 

「シート位置別テ供専巧シート適合性一覧表」（一 P . 44) を参照し、子供専用シー 
卜を取り付け可能な位置と、対応するテ供専用シートの種類（記号）をご確認の 
上、適したものを選択してください。 
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■ ECE R44 適合の旧0円X対応子供専用シートの選巧について 

「シート位置別モ供専巧シートの適合性一覧表」（一 P . 45) を確認して、適切な 
シートを選択してください。 

己]おテさまの体重から、該当する「質量グループ」を確認する 

(例 1) :体重び 12 k 呂の場合、質量グループは「〇+」になります。 

(例 2) ；体重び1已 kg の場合、質量グループは「 I 」になります。 

[ T ] サイズ等級を選択する 

手順田で確認した「質量グループ」から該当するサイズ等級を確認します。& 

(例 1) :質量グループび「0 +」の場合、サイズ等級は忙」■の」 • に」び該 
当します。 

(例 2) :質量グループび「 I 」の場合、サイズ等級は 「 A 」 '旧」' 旧1」 ' に」' 
「0」び該当します。 

* ただし、該当のサイズ等級でち適合性一覧表の「車両旧 0 FIX 位置」に「 X 」 
と記載されているちのは選択でをません。 

团テ供専用シートに表示されているマーク/ 

ラベルを確認して、基準に適合したシート 
であることを確認する 

沉用（ユニバーサル）テ供専用シートに 
は、なに示すマーク-ラベル類び表示され 
ています。 

表示されている位置' 記号などは、商品に 
より異なります。 


①侶0円 X 巧応テ供専用シートであること 
を W す表术 

サイズ等級び示されています。（表示さ 
れる文字は、製品により異なります） 

手順回で確認したサイズ等級に適合し 
ているちのを選択してください。 



.安むのた^ 
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③況巧（ユニバーサル）テ供専用シートの 
認可 マーク 

UNIVERSAL はミ化用品の認可であるこ 
とを表し、併せて、対象となるお子さま 
の体重の範囲び記載されています。 


③トップ テヴー(一 P . 已 1) を示す マー ク 

商品の取り付け装置の位置により、意匠 
は異なります。 



■旧0円X対応子供専用シートの種類（サイズ等級別) 


A - IS 0/ F 3 

全高前向を幼お用チャイルドシート 

B - IS 0/ F 2 

ほ型前向を幼お用チャイルドシート 

B 1- IS 0/ F 2 X 

ほ型前向を幼児用チャイルドシート 
( B - IS 0/ F 2 と別あ状のもの） 

C - IS 0/ R 3 

大型後向を幼お用チャイルドシート 

D - IS 0/ R 2 

ル型後向を幼児巧チャイルドシート 

E - IS 0/ R 1 

後向を乳お用チャイルドシート 

F - IS 0/ L 1 

左向を位置用チャイルドシート（キャ U コット） 

G - IS 0/ L 2 

ち向を位置用チャイルドシート（キャ U コット） 
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■助手席に子供専用シートを取り付けるとき 

やむを得ず助手席にテ供専用シートを取り付ける場合には、助手席シートをなの 
よラに調整し、テ供専用シートを前向をに取り付けてください。 

♦シートをいちばん5しろにさげる 


♦背もたれをいったん前に倒し、1段目の固 
定位置まで起こし、10段目の固定位置ま 
で調整する 

の1段目 
@10段目 


■キヤ U コツ トについて 

キヤ1」コツトは横向をに取り付けることのでをるベビーシートのことです。詳し 
<はテ供専用シート製造業者または販売業者におたずね<ださい。 


A 警告 


■子供 専用シートを使用しない場合 

♦子供 専巧シートを使用しないとをであってち、シートに適切にしっかりと取り 
付けた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内に置くことは避けてくださ 
い。 

♦子供 専用シートの取りはずしび必要な場合は、車両からはずしてな管するか、 
ラゲージルーム内に容易に動かないよラに収納してください。 




.安むのた。 
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1-1. 安全にお使いいただくために 


チャイルドシートの取り付け 


シートベルトを正しく着用でさないルさなおモさまを麦せるとさは、 
チャイルドシートをお使いください。おモさまの安全のために、チャイ 
ルドシートは U ヤシートに取り付けてください。 

取り付け方法は、商品に付属の取扱説明書 I こ必ず従つて<ださい。 


シートベルトによる取り付け 
卜 P . 已 2) 


ISOFIX 対応チヤイルドシート固定 
専用パ'-(一 P . 已 3) 

U ヤが側シートに装備されています。 
(固定専用バーび装備されていること 
を示すタグびシートに付いています） 


















1-1. 巧全にお使いいただくために 


已1 


トップテヴーアンカー(一 P . 已 3) 

テヴーべルトを固定するとをに使いま 
す。 

トツプテヴーアンカーは U ヤシートの 
それぞれの座席に装備されています。 


FF 車（非調整式へッドレスト装 
着車） 



FF 車（調整式へッドレスト装着 
車） 




霊•安むのために 
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1 -1. 巧全にお使いいただくために 


U シートベルトで固定ずる 


田へッドレストをいちばん下まで 
下げる（一 P . 110)* 


间 チャイルドシートにシートベル 
卜を取り付け、プレートをバック 
ルに"カチッ"と音びずるまで挿 
し込む。ベルトびねじれていない 
よラにずる 

チャイルドシートに付属の取扱説明書 
に従い、シートベルトをチャイルド 
シートにしっかりと固定させてくださ 
し'!。 

团チャイルドシートにシートベル 
卜の固定装置び備わっていない 
場合は、□ッキングク U ップ（別 
売）を使用して固定ずる 

□ ッキングク1」ップの購入にあたって 
は、トヨタ販売店にご相談ください。 
(□ツキングク U ップ品ま： 73119- 
22010 ) 





取り付け後はチャイルドシートを前後左ちにゆずり、しっかりと固定さ 
れていることを確認してください。 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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I 


ISOFIX 対応チヤイルドシート固定専用バ ー& トップテザーアンカーで 
固定ずる 


► 非調整式へツドレスト装着車 

の ISOFIX 対応チヤイルドシート固 
定専用ノ（一の位置を確認ずる 

固定専用バーは、シートクッションの 
奥にあります。 


间 チヤイルドシートをシートに取 
り付ける 

チヤイルドシートの取り付け金具を 
チヤイルドシート固定専用バーに取り 
付けます。 

取り付けち法は、それぞれのチヤイル 
ドシートに付属の取扱説明書に従って 
ください。 

团トップテヴーアンカーにフック 
を固定し、テヴーベルトを締める 

テヴーベルトをピンと張り、フックび 
しっかり固定されていることを確認し 
ます。 




霊•安むのために 
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1 -1. 巧全にお使いいただくために 


► 調整式へッドレスト装着車 

]] U ヤシート U クライニング調整機構装着車は、背ちたれを直立（スト 
ライカ A で固定）状態にずる（一 P .106) 


回へッドレストをいちばん上まで 
上げる（一 P . 11 □) 


团 IS 0 FIX 対応チャイルドシート固 
定専用ノ（一の位置を確認ずる 

固定専用バーは、シートクッションの 
奥にあります。 


圧!チヤイルドシートをシートに取 
り付ける 


チャイルドシートの取り付け金具を 
チャイルドシート固定専用バーに取り 
付けます。 

取り付け方法は、それぞれのチャイル 
ドシートに付属の取扱説明書に従って 
ください。 
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互トップテヴーアンカーにフック 
を固定し、テヴーベルトを締め 
る 

テヴーベルトをピンと張り、フックび 
しっかり固定されていることを確認し 
ます。 


团取り付けたチヤイルドシートを 
前後左ちにゆずり、固定されてい 
ることを確認ずる 


► FF 車 





霊•安むのために 
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1-1. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


■チャイルド シートについて 

♦事故 や急停止の際、効果的にお子さまをな護するために、おずお子さまの年齢 
や体の大ささに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してくだ 
さい。お子さまを腕の中に抱くのはチャイルドシートのかわりにはなりませ 
ん。事故の際、お子さまびフロントガラスや乗員、車内の装備にぶつかり、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死こにつなびるおそれびあります。 

♦お 子さまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用して、|」ヤシー 
卜に取り付けてください。 

♦チ ャイルドシートに座らせている場合でも、ドア.シート'フロントピラー- 
U ヤピラー•ルーフサイドレール付近におテさまの頭や体のどの部分ちちたれ 
かけないよラにしてください。 SRS エアバッグびふくらんだ場合、大変を険 
であり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦チャイルドシートに よっては、取り付けびでをない、または取り付けび困難な 
場合びあります。必ずチャイルドシートに付属の取扱説明書をよ<お読みの 
上、確実に取り付け、使用方法をお守り<ださい。使用ち法を誤ったり、確実 
に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■チ ャイルドシートを取り付けるとき 

♦お 子さまをシートベルトで遊ばせないで<ださい。万一べルトび首に巻を付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八サミ 
などでシートベルトを切断してください。 

• シートベルトのプレートとバックルびしっかり固定されて、ベルトびねじれて 
いないか確認してください。 

♦チャイルドシートを 前後左右にゆすって、しっかり固定されているか確認して 
<ださい。 

♦チャイルドシートを 固定したあとは、シートを調整しないでください。 





1-1. 巧全にお使いいただくために 


A 警告 

■チ ャイルドシートを取り付けるとき 

♦運転席と チャイルドシートび干渉し、チャ 
イルドシートび正しく取り付けられない 
場合は、助手席側の U ヤ席に取り付けてく 
ださい。 

♦助手席 シートとチャイルドシートび干渉 
しないよラに、助手席シートを調整してく 
ださい。 

♦やむ を得ず助手席に前向をにチャイルド 
シートを取り付ける場合には、助手席シー 
卜をいちばんラしろにさげて取り付けて 
ください。 

助手席 SRS エアバッグはかなりの速度と 
力でみくらむので、お守りいただかない 
と、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 



.安むのた。 
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1 -1. 巧全にお使いいただくために 


A 警告 


■チ ヤイルドシートを取り付けるときは 

♦やむ を得ず助手席にチヤイルドシートを取り付ける場合には、チヤイルドシート 
を5しろ向をに取り付けないでください。 

うしろ向きに取り付けていると、事故などで助手席 SRS エアバッグびふくらん 
だとを、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こにつなびるおそれびあります。 
助手席側のサンバイヴーに、同内容のラベルび貼られています。併せて参照して 
<ださい。 



♦ジュニア シートを使用している場合は、肩部べルトび常におテさまの肩の中む 
にくるよラにしてください。ベルトを首から離すと共に肩から落ちないよラに 
して<ださし、お守りいただかないと、事故や急ブレーキの際に重大な傷害に 
およぶか、最悪の場含死 t につながるおそれがあります。 

♦に 日 FIX 対応チャイルドシート固定専巧バーを使巧するとさは、周辺に障害物 
がないか、シートベルトが挟まっていないかなどを確認して<ださい。 
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が気ガスに巧する注意 


排気ガスには吸引ずると人体に有害な物質び含まれています。 


A 警告 


排気ガスには無色-無臭で有害な一酸化炭素 （ C 0) び含まれているため、なのこ 
とを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、排気ガスび車内に侵入し、多量の排気ガスび眠気を招を 
事故の原因となるほか、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 

■走行 中の留意事項 

バ'ックドアを閉じて < ださい。 

バックドアび閉じているのに車内で排気ガス臭びするとをは、ドアガラスを開 
けて空気を入れかえ、すみやかにトヨタ販売店で点検整備を受けて<ださい。 

■駐車ず るとを 

♦ま 庫内など換気び悪い場所や囲まれた場所では、エンジンを停止して<ださ 
い。 

♦長時間 エンジンをかけたままにしないでください。 

やむを得ないとさは、開かれた場所に車を停め、排気ガスび車内に入ってこな 
いことを確認してください。 

♦降雪 時や雪び積もった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。 
まわりに積ちった雪で排気ガスび滞留して、車内に侵入するおそれびありま 
す。 

■排気管に ついて 

排気管は定期的に点検する必要びあります。排気管等の腐食などによる穴や亀 
裂、および継ざ手部の損傷、また、排気音の異常などに気付いた場合は、おず 
トヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 


.安むのた。 













60 1-2. 盗難防止装置 


エンジンイモビライザーシステム* * 


キーに信号発信機び内蔵してあり、あ日かじめ登録されたキーじ(外では 
エンジンを始動でさません。 

車両から離れる場合は、車内にキーを残さないで<ださい。 


エンジンスイッチを OFF にずると、 
システムの作動を知5せるために 
セキュリティー表示灯び点滅しま 
す。 

登録されたキーを携帯し、エンジンス 
イッチをアクセヴ U —モードまたはイ 
グニッシヨン ON モードにするとシス 
テムび解除され、セキュ U ティー表示 
なび消なします。 


曰知識 

■メンテナンスについて 

エンジンイモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 

■システムび正常に作動しないとを 
♦キーび金属製のちのに接したり、覆われているとを 

♦キーび他の車両のセキュ U ティシステム用キー（信号発信機内蔵キー）と重なつ 
ているとさや接近しているとを 



A ま意 

■エンジン イモビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。 
システムび正常に作動しないおそれびあります。 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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メーターの 見方 


2. 計器の見方 

警告灯/表示灯 . 62 

計器類 . 65 

マルチインフオメーシヨン 
ディスプレイ . 67 
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2 .計器の見方 


警告な/表巧な 


メーター内の警告'灯/表示'灯でお車の状況をお知5せしまず。 

次のイラストは、説明のためずベての警告灯/表示巧を示していまず。 


























2. 計器の見ち 
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警告灯 


システム異常などを警告しまず。 


(©) 花 sTsr 口 


。 充電警告好（一 P . 309) 


油圧警告打 
UP . 309) 


4WD 


Id 


の 

OFF . 


4 WD 警告：0^ 

(一 P . 310,31 1) 

デイスチャージ 
へッドランプ 
オートレべ U ング警告灯'^ 
(一 P . 310) 

Stop & Start キャンセル 
表示な* (一 P . 310) 


エンジン警告な 
に3 (一 P . 31 0) 


み 


半ドア警告な（一 P . 31 1) 


_ * SRS エアバッグ/ 

参 f I プ U テンシヨナー警告灯 


(©) 


(^ P . 310) 


ABS &ブレーキアシスト 
警告な (^ P . 310) 


图 


パワーステア U ング警告な 
给！ UP . 310) 


ぶ 


ス1」ップ表示な 
レ P ' 310) 


_奇 スマートエント U -& 

スタートシステム表示な ★ 
横. E 3/ (一 P ' 310,31 2) 

緑色） 

シートベルト非着用警告な 
レ P ' 31 1) 




高水温警告灯 
(一 P . 309) 


% 


燃料残量警告灯 
OP . 31 1) 


作動確認のためにエンジンスイッチを " ON " ★またはイグニッシヨン ON モー 
ド'^ にすると点なし、 数秒後またはエンジンをかけると消なします。点なしな 
い場合や点なしたままのとをはシステム異常のおそれびあります。トヨタ販売 
店で点検を受けて < ださい。 


メ-夕 I の見ち 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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2. 計器の見ち 


0^示灯 

システムの作動状況を表示しまず。 



方向表术口 

UP . 149) 

13551 


八イ ビーム 表术口 
(^ P . 1 52) 

ぷ ] 

1 〇 

の 


4 WD オートモード表示口'^ 
(^ P . 171) 


A 偏 

内 

の 

OFF 

ぷ ] 

VSC OFF 表示灯 
(^ P . 1 74) 

ぷ ] 

OFF 

图 


TRC OFF 表示な 

UP .173) 


TRC 

OFF 

巧 




P 

シフトポジション表示な 
(^ P . 147) 

る 


縮色） 

% 2 



追 

イ氏水温表示な 



エコ ドライブ 
インジケーターランプ 
(^ P . 1 30) 

Stop & Start 表示口 ★ 
(^ P . 1 64) 


Stop & Start キャンセル 
表示ロマ （^ P . 16目） 


ス U ップ表示な 
(一 P .173) 


セキュ U ティー表示灯 ★ 
(^ P . 目日） 


スマートエント U — Si 
スタートシステム表示口 ★ 
(^ P . 141) 


※1作動確認のためにエンジンスイッチを" ON " ★またはイグニッシヨン ON モー 
ド にすると点灯し、 数砂後またはエンジンをかけると消なします。点なしな 
い場合や点灯したままのとをはシステム異常のおそれびあります。トヨタ販売 
店で点検を受けてください。 

※吕エンジン;令却水温び化いとを点なします。 


A 警告 


■ を全装置の警告なが点なしないとを 

ABS や SRS エアバッグなどのま全装置の警告なび、エンジンを始動してち点 
巧しない場合や点なしたままの場合は、事故にあったとさに正しく作動せず、 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。ただち 
にトヨタ販売店で点検を受けてください。 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 





















2 .計器の見ち 


6已 


計器類 


►タイプ A 



►タイプ B ►タイプ C 





メ-夕 I の見ち 
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2 .計器の見方 


①スピード > (ー ター 

車両の走行速度を示します。 

® 表示切0かえボタン 

オドメーター/卜 U ップーター/マルチインフオーシヨンディスプレイ表示 
の切0かえびでさます。 

③ク□ックセットボタン 
-^ P . 239 

@マルチインフオメーシヨンディスプレイ 

時計やが気温、走行に関する様々な情報を表示します （^ P . 日 7) 


A ミち意 


■エンジン や構成部品への損傷を防ぐために 

この 車両には、水温計のかわりに高水温警告灯（一 P . 309)び装備されていま 
す。高水温警告灯び点滅または点灯したとさは、オーバーヒートのおそれびあ 
るため、ただちに安全な場所に停車して<ださい。完全に;令えたあと、エンジ 
ンを確認してください。（一 P . 349) 

■メー ターまわりの清掃をずるときは 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチを " LOCK " にしてください。 

" ACC " または、 " ON " のままメーター内のスイッチを押してしまうと時計や 
マルチインフォメーションディスプレイ表示を U セットしてしまラなどのおそ 
れび友0ます。 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 
エンジンスイッチを OFF にしてください。 

ア クセヴ U —モードまたは、イグ ニッシ ョン ON モードのままメーター内のス 
イッチを押してしまラと時計やマルチインフォメーションディスプレイ表示を 
U セットしてしまラなどのおそれびあります。 





2 .計器の見ち 
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マルチインフオメーシヨンディスプレイ 


I 表示内容 

マルチインフォメーションディスプレイは、外気温や走行に関ずるさま 
ざまな情報を表おしまず。 

• 時計表示 

時刻を表示します。 


I 卜 U ップインフオ^ーシヨン 

(^P. 68) 

オド X —ターや卜 U ップ X —ター、航 
続巧能距離、燃費などを表示します。 

I 外気温表示 

外気温を表示します。 

一40むから已〇むのあいだで表示さ 
れます。 

I 照度調整表示 （^ P . 69) 

車幅灯点灯時に、ーター照度を表示 
しよ!^ 〇 

I 燃料計 

燃料残量を示します。 



BT020CU026 


表示の切りかえ 


表示切0かえボタンを押すごとに切0かわ0ます。 



メ-夕 I の見ち 
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2 .計器の見方 


■トリップインフォメーシヨン 


■オドメーター 



走行した総距離を表おします。 

表示中に表示切 D かえボタンを長押しすることで、 
エコドライブインジケーターランプユーヴーカス 
タマイズ画面に切りかわります。（一 P . 70) 


■ 卜 U ップメータ ー A 《 



U セットしてからの走行距離を表おしまず。 

U セットするには、卜1」ップメータ ー A の表示中に 
表示切りかえボタンを1秒し i (上押します。 


■ 卜 U ップメーター 

U セットしてからの走行距離を表おしまず。 

U セットするには、卜1」ップメータ ー B の表示中に 
表お切りかえボタンを1秒し i (上押します。 



’ X ’区間距離は、卜1」ップ A 、 卜 U ップ B の2種類で使い分けることびでをます。 

■ アイドリングストップ時間* 

エンジンスイッチを " ON " ★から "LOCK ★、ま 
たはイグニッシヨン ON モード★か 50 FF ★にず 
るまでのアイド U ングストップ時間 （Stop & 
Start システムによるエンジン停止時間）を通算 
で表术します。 



■ 総アイドリングストップ時間* 

U セットしてか5のアイド U ングストップ時間 
(Stop & Start システムによるエンジン停止時 
間）を通算で表おしまず。 

U セットするには、総アイド U ングストップ時間表 
示中に表示切0かえボタンを1秒し i (上押します。 


ECO 0 D 0 

巧'ご0 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 










■ 瞬間燃費 


2. 計器の見ち 
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現在の瞬間燃費を表おしまず。 


平均燃費 



U セットしてからの平均燃費を表おしまず。 

- U セットするには、平巧燃費表示中に表示切りか 
えボタンを1砂し i (上押し続けます。 

-表おされる平均燃費は、参考として利用してくだ 
さい。 


航続可能距離 


さご0 

RANGE km 


現在の燃料残量で走行でさるおよその距離を表 
术します。 

-表示される距離は過去の平均燃費をちとに算出さ 
れるため、表示される距離を実際に走行でをない 
場合びあります。 

-燃料給ミ由量び少量の場合、表示び更新されないこ 
とびおります。 

給油のあとはエンジンスイッチを "LOCK" ★、ま 
たは OFF A にしてくださし、。万一、エンジンスイッ 
チを "LOCK" ★、または OFF* * にせず給油した場 
合、表示び更新されないことびあります。 


照度調壁表示 



車幅打点な時にメーターの照度を表示しまず。 
表示中に表示切りかえボタンを長押しすることで、 
メーターの照度を調整でをます。 


メ-夕 I の見ち 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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2. 計器の見ち 


I [エコドライブインジケーターランプユーザーカスタマイズ画面 



エコドライブインジケーターランプの点な/消 
巧をキャンセルずるには、エコドライブインジ 
ケーターランプユーヴーカスタマイズ画面表示 
中に表お切りかえスイッチを巧しまず。 

エコドライブインジケーターランプユーヴーカス 
タマイズ画面を表示させるには、オドメーター表示 
中に表示切りかえボタンを已秒し:!上押します。 
カスタマイズ後は表示切りかえボタンを2秒し i (上押 
して、オドメーター画面にもどります。 


口知識 

■夕'!•気温表术 I しついて 

なの場合は、正しいが気温度び表示されなかったり、温度表示の更新び遅<なっ 
たりすることびありますび、故障ではありません。 

♦停車しているときや、低速走行（約 20km/h し U 下）のとき 
♦外気温度び急激に変化したとを佳庫-トンネルの出入り□付近など） 

■バッテリー端テの脱着をしたとき 

バッテ U —端子の脱着を行5とを、なのデータは U セットされます。 

♦平均燃費 
♦航続可能距離 

■カスタマイズ機首目 

エコドライフインジケーターランプの設定を変更でをます。 

(カスタマイズー覧： 一 P. 366) 


A 警告 

■ ほ温時の画回表术について 

画面の温度び極めておいとをは、画面表示の切0かえび遅れる場合びあります 
ので、車室内を暖めてからご使用ください。 
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各部の操作 



3-1 .キー 

キー . 72 

3-2. ドアの開閉、□ックのしかた 

スマートエント U — St 

スタートシステム . 7已 

ワイヤレスリモコン . 84 

運転席側ドア（フ□ント 

ドァ. U ャドァ） . 87 

スライドドア . 90 

ノくックドア . 99 

3-3. シートの調整 

フ□ントシート . 103 

U ヤシート . 105 

へッドレスト . 110 

シートアレンジ . 112 

3-4 .八ンドル位置•ミラー 

八ンドル . 120 

インナー S ラー . 121 

ドァ巧一 . 122 

3-5. ドアガラスの開閉 

パワーウインドウ . 124 
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3-1 .キー 



■キーについて 


お客様へ;欠のキーをおミ度しします。 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

@キー（ワイヤレス機能装着） 

-ワイヤレス機能の作動 
(一 P ' 84) 

② キー（ワイヤレス機能非装着） 

③ キーナンバープレート 




③ 


► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 

① 電モキー 

-スマートエント U — Si スター 
トシステムの作動（一 P . 7己） 

-ワイヤレス機能の作動 
(^ P . 84) 

② メカニカルキー 

③ キーナンバープレート 



























































3-1 .キー 
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I メカニカルキーを使うには（スマートエントリ ー& スタートシステム装 
着車） 

メカニカル キーを 取り出ずには、解 
除 レバーを スライドして キーを 取 
り出ず 

使用後はちとにちどし、電モキーと一 
緒に携帯してください。電子キーの電 
油び切れたとをやスマートエント U — 

&スタートシステムび正常に作動しな 
いとき、メカニカルキーび必要になり 
ます。 （^P. 342) 


曰知識 


■キー(スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車）またはメカニカルキー 
(スマートエントリ ー& スタートシステム装着車）を紛失したとき 

キーナンバープレートに巧刻されたキーナンバーと残りのキーから、トヨタ販売 
店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることびでをます。 

キーナンバープレートは車の中な外の安全な場所（財布の中など）にな管して< 
ださい。 

■腑空機に柔るとき 

航空機にキーを持ち込む場合は、航空機内でキーのスイッチを押さないで<ださ 
し、。また、かばんなどに保管する場合でち、簡単にスイッチび押されないよラに 
な管してください。スイッチび押されると電波び発信され、航空機の運行に支障 
をおよぼすおそれびあ0ます。 



き部の操作 
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3-1 .キー 


A ミち意 

■キーの 故障を防ぐために 

♦落としたり、 強い衝撃を与えたり、曲げたりしない 

♦温度の 高いところに長時間放置しない 

♦めら した D 超音波洗浄器などで洗ったりしない 

♦キーに 金属製または磁気を帯びた製品を取り付けたり、近付けたりしない 
♦分解し ない 

♦電子 キー表面にシールなどを貼らない 

♦テレビ やオーディオ • 電磁調理器などの磁気を帯びた製品や、化周波ミ台療器な 
どの電気医療機器の近くに置かない 

■キー 取り扱いのミち意 

ワイヤレスキー-電子キーは電波法の認証に適合しています。必ずなのことを 
お守り < ださい。 

♦電池 交換時しツかは、不用意に分解しないで<ださい。 

分解-改造したちのを使巧することは法律で禁止されています。 

♦必ず 日本国内でご使用ください。 

参 認証マークを削らないで < ださい。認証マークのないちのの使用は禁止されて 
います。 

■キーを 携帯ずるとを 

電源を入れた状態の電化製品とは1 0 cm しツ上離して携帯してください。1 0 cm 
しツ内にあると電化製品の電波と干渉し正常に機能しない場合びあります。 

■スマー トエントリ ー& スタートシステムの故障などで販売店に車両を持つてい 
<とさ 

車両に付属しているすべての電子キーをお持ちください。 

■キー を紛失したとき 

キーを紛失した状態で放置すると、盗難のを険性び極めて高<なります。車両 
に付属している残 D のキーをすべてお持ちのラえ、ただちにトヨタ販売店にご 
相談ください。 





3-2. ドアの開閉、□ックのしかた 


7已 


ス7—トエント U —&スタートシステム A 


|機能概要 

電モキーをポケットなどに携帯ずると、次の操作び行えまず。（おず運転 
ちび携帯して < ださい） 



③エンジンを始動ずる（一 P . 141) 

U 知識 
■作動の合図 

ドアの解錠-施錠を、ブヴーと非常点滅なの点滅で巧らせます。（施錠は1回、 
解錯は2回） 

■ 解錠操作のセキュリティ機能 

解綻操作後、約30秒し U 内にドアを開けなかったとさは、盜難防止のため自動的に 
施綻されます。 

セキュ U ティ機能で施錠されたとを、電子キーの位置によって室内の作動範囲内 
に電子キーびあると検巧されると、再度解錠されることびあります。 


き部の操作 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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3-2. ドアの開閉、□ックのしかた 


Q ドアの解錠-施錠（運転席ドアパンドル-スライドドアパンドル) 


□ック/アン□ックスイッチを巧 
して解錠する 

スイッチを確実に巧してください。 


□ック/アン□ックスイッチを巧 
して施錠する 

スイッチを確実に巧してください。 



Q バックドアの解錠•施綻 

バックドアオープンスイッチを巧 
して解綻ずる 

スイツチを確実に巧してください。 



□ックスイッチを押して施綻ずる 
スイッチを確実に巧してください。 














































































3-2. ドアの開閉、□ックのしかた 
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アンテナの位置と作動韓囲 


I アンテナの位置 

の車内がアンテナ 
③車内アンテナ 
⑤ラ ゲージルーム 外アンテナ 


■作動範囲（電子キーの検知エリア) 

0 :ドアの解錠-施錠時 

ドア八ンドルか6周囲約 70 cm 政 
内で電モキーを携帯している場合に 
作動します。（電子キーを検知してい 
るドア八ンドルのみ作動します） 

0:エンジン始動時またはモード 
切0かえ時 

車内で電子キーを携帯している場合 
に作動します。 

運転席シート座面から高さ已 0 cm 
内、助手席シート座面から高さ 
1已 cm 政内、 U ヤシート座面から高 
さ1已 cm LU 内で電子キーを携帯し 
ている場合に作動します。 




_BT032CV007 


き部の操作 
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3-2. ドアの開閉、□ックのしかた 


曰知識 

■警告音と警告なについて 

誤操作などによる予期せめ事故や盗難を防ぐため、警告音び鳴った0、警告打び 
点打することびあります。 

警告巧び点なした場合、状況に応じて適切に対処してください。（一 P . 312) 
警告音のみび鳴る場合の状況と対処方法はなのとおりです。 


敢化立 
言□曰 

状況 

対処方法 

車内から"ピー"と 

1回鳴る 

車外から"ピー"と 
己秒間鳴る 

車内に電子キーを置いた 
まま、フ□ントドアを開 
さ、 □ックレバーを施錠 
側にしてドア八ンドルを 
引いたままドアを閉めて 
施錠しよラとした 

車内から電子キーを取り 
出したあと、再度施錠す 
る 

車外から"ピー"と 
已砂間鳴る 

車内に電子キーを置いた 
まま、スマートエント 

U —&スタートシステム 
でドアを施錠しよラとし 
た 

車内から電子キーを取 D 
出したあと、再度曲錠す 
る 

いずれかのドアが開いて 
いるとをにスマートエン 
卜 U —&スタートシステ 
ムでドアを施錠しよラと 
した 

全ドアを閉めたあと、再 
度施錠する 

車内から"ピー"と 
鳴り続ける 

シフトレバーが Plil 外の 
状態でエンジンスイッ 
チを OFF にせず運転席 
ドアを開いた 

シフトレバーを P にする 

車内から"ピ ー、 ピー"と 
鳴り続ける 

運転席ドアび開いている 
状態でエンジンスイッ 
チをアクセヴ U —モード 
にした（アクセヴ U - 
モードのとを運転席ドア 
を開いた） 

エンジンスイッチを 
OFF にしたあと、運転席 
ドアを閉める 













3-2. ドアの開閉、□ックのしかた 
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■節電機能 

長期駐車時に電子キーの電池あびりを防止したいとをは節電機能に設定して< 
ださい。節電機能は;欠の操作で設定でをます。 

電子キーのにを可を押しなびら、を2回押し、電子キーのインジケーター 
び4回点好することを確認します。 

♦節電機能の設定中はスマートエント U -& スタートシステムを使用でさませ 
ん。 

♦節電機能を解除するには電子キーのいずれかのボタンを押してください。 

■機能び正常に働かないおそれのある状況 

スマートエント U -& スタートシステムは微弱な電波を使用しています。なのよ 
ラな場合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、スマートエント U — &スタート 
システムやワイヤレスリモコン、エンジンイモビライヴーシステムび正常に作動 
しない場合びあります。畑処方法： 一 P . 342) 

♦電子キーの電池び消耗しているとを 

♦近くにテレビ塔や発電所-ガソリンスタンド-放送局-大型ディスプレイ -空 
港びあるなど、強い電波やノイズの発生する場所にいるとを 

♦電子キーび、なのよラな金属製のちのに接していたり、覆われたりしているとを 

-アル5迫などの金属の貼られたカード 
-アル5迫を使用したタバコの箱 
-金属製の財布やかばん 
-ル銭 
-カイ □ 

- CD や DVD などのメディア 
♦近くで他の電波式ワイヤレス U モコンを使用しているとを 
♦電子キーを、なのよラな電波を発信する製品と同時に携帯しているとを 

-無線機や携帯電話-コードレス式電話などの無線通信機器 
-他の車の電モキーや電波式ワイヤレスリモコン 
-パソコンや携帯情報端モ （ PDA など） 

-デジタルオーディオプレーヤー 
-ポータブル ゲーム 機器 

♦ U ヤガラスに金属を含むフィルムなどび貼ってあるとを 
♦充電器など電子機器の近<にキーを置いた場合 


き部の操作 
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3-2. ドアの開閉、□ックのしかた 


■ご留意いただきたいこと 

♦電子キーび作動範囲内（検巧エ U ア内）にあってち、なのよラな場合は正しく 
作動しないことびあります。 

-ドアの解錠•施錠時に電子キーびドアガラスやドア八ンドルに近付をすざる、 
または地面の近<や高い場所にある場合 

♦電子キーをポケットに携帯していてち、ポケットの位置やお状によっては、正 
しく作動しないことびあります。（作動範囲： 一 P . 77) 

♦インストルメントパネル上面-ドアポケット付近に電子キーを置いたまま車外 
に出ると、電波の状況によっては車外アンテナに検巧されて車がからのドア 
□ックび可能になる場合びあり、電子キーび車内に閉じ込められるおそれびあ 
るためま意してください。 

♦電モキーび作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人し:!がでち解錠•施 
錯でさます。ただし、電子キーを検巧しているドアし i (かでは、解錠でさません。 
場合によっては、解錠操作を行ったドアと反対側のドア付近に電子キーびある 
場合でち、電モキーを検巧し、解錠されることびあります。 

♦まがでちドアガラスに近い位置に電子キーびあるとをは、エンジンの始動び可 
能になる場合びあります。 

♦電子キーび作動範囲内にある場合、洗車などで水圧にてドア八ンドル表面にあ 
るロック/アンロックスイッチび押され、ドアび解錠-施錠することびありま 
す。（解錠された場合でち、ドアの開閉操作びなければ約30秒後に自動的に施 
錠されます） 

♦車室内または車両に近い位置に電子キーびあるとをにワイヤレス U モコンなど 
で陆錯を行ラと、スマートエント U -& スタートシステムによる解錠びでさな 
くなることびあります。（ワイヤレス U モコンで解錠すると復帰します） 

■施錠時の留意事項 

♦電子キーを携帯して洗車などで高圧な水をドア八ンドル表面にある□ック/ア 
ンロックスイッチにかけた場合、解錠•施錠動作をくり返すことびあります。そ 
の場合はキーを車両から 2 m し U 上離れた場所にな管して、洗車などをして<だ 
さい。（キーの盗難に注意してください） 

♦車内に電子キーびあるとをに、洗車機で洗車するなどして高圧な水をドア八ン 
ドル表面にある□ック/アンロックスイッチにかけた場合、車がのブヴーび吹 
鳴することびあ D ます。 

• ドア八ンドル表面にあるロック/アンロックスイッチに氷や雪、ミ尼び付着した 
場合、□ック/アンロックスイッチび押せない場合びあります。押せない場合 
は表面に付着した氷や雪、ミ尼を取り除いて再度操作して<ださい。 

♦ □ック/アン□ックスイッチを操作するとをに、 m びドアにあたる場合びあり 
ます。ドアを傷付けたり、 m を割ったりしないよラま意してください。 



3-2. ドアの開閉、□ックのしかた 
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■解錠時の留意事項 

• ドア八ンドル上の□ック/アンロックスイッチを押しなびらドア八ンドルを引 
いたとをは、解錠されない場合びあります。その場合は、ドア八ンドルを一度 
もとの位置にもどしてから再度ロック/アン□ックスイッチを押し、解錠され 
たことを確認してからドア八ンドルを引いてください。 

♦電モキーを携帯して洗まなどで高圧な水をドア八ンドル表面にあるロック/ア 
ンロックスイッチにかけた場合、解錠'施錠動作をくり返すことびあります。そ 
の場合はキーを車両から 2 m しツ上離れた場所に保管して、洗車などをして<だ 
さい。（キーの盗難にま意してください） 

♦作動範囲内に他の電子キーびあるとをは、□ック/アンロックスイッチを押し 
てから解錠するまでの時間び少し長くなる場合びあります。 

♦ ロック/アン□ックスイッチを操作するとをに、 m びドアにあたる場合びあり 
ます。ドアを傷付けたり、 m を割ったりしないよラを意してください。 

■長期間運面しないとき 

♦盜難防止のため、電子キーを車両から 2 m しツ上離しておいてください。 

♦あらかじめスマートエント U -& スタートシステムを非作動にすることびでを 
ます。 

詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせください。 

■システムを正しく作動させるために 

電モキーを必ず携帯した上で作動させて<ださい。また、車外から操作する場合 
は電子キーを車両に近付けすざないよラにしてください。 

作動時の電モキーの位置や持ちちによっては、電子キーび正し<検知されず、シ 
ステムび正しく作動しないことびあります。（誤って警報び鳴ったり、キー閉じ 
込み防止機能び働かないことちあります： 一 P . 78) 

■スマートエントリ ー& スタートシステムび正常に作動しないとを 

♦ドア.バックドアの解錠-施錠： 一 P . 342 

♦エンジンの始動： 一 P . 343 

♦節電機能び設定されている： 一 P . 7日 


き部の操作 
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■電池の消耗について 

♦電池の標準的な寿命は1〜2年です。 

♦電池残量び少なくなると、エンジンを停止した際に車内から警告音び鳴 D ます。 
( 一 P' 313) 

♦電子キーは常に電波を受信しているため、使用していないあいだでち電池び消 
耗します。なのよラな状態になったとさは、電池び消耗している可能性びあり 
ます。新しい電池に交換してください。 

-スマートエント U -& スタートシステムやワイヤレス U モコンび作動しない 
-作動範囲び狭<なった 
-電子キーの LED び点なしない 

♦電池の著しい消耗を防ぐため、なのよラな磁気を発生する電化製品の Im しツ内に 
電モキーを保管しないでください。 

• TV 

-パソコン 

-携帯電話やコードレス電話機、および充電器 
-電気スタンド 
-電磁調理器 

■電池び切れたとを 

一 P . 2己8 

■販売店で設定可能な機能 

スマートエント U —&スタートシステムを非作動にするなどの変更びでをます。 
(カスタマイズー覧； 一 P . 3日 4) 

■販売店でスマートエントリ ー& スタートシステムを非作動にしたとき 

• ドアの解錠-施錠：ワイヤレス機能、またはメカニカルキーを使ってドアの解 
錯-随錠びできます。（一 P . 84, 342) 

♦エンジンの始動.エンジンスイッチのモード切りかえ： 一 P . 343 
♦エンジンの停止： 一 P . 142 
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A 警告 


■電波が およぼず該響について 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている 
ちは、車内外アンテナ • 車内アンテナ • ラゲ—ジル—ム外アンテナ （一 P . 77) 
から約 22 cm し U 内に近付かないようにしてください。電波により植え込み型 
む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器の作動に影響を与えるおそれ 
び友 D ます。 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器し U がの医療用電気 
機器をお使いのちは、電波による影響について医療用電気機器製造業者などに 
事前に確認して < ださい。電波び医療用電気機器の動作に影響を与えるおそれ 
び友 D ます。 

スマートエント U -& スタートシステムを非作動にすることもでをます。 

詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせください。 
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ワイヤレスリモコン 


1機能概要 

ドアを解錠-施錠でさまず。 

► スマートエント U —&スタートシステム非装着車 

① 全ドアを施錠ずる 

② 全ドアを解錠ずる 

③ パワースライドドア開閉 
(約]砂長巧し） 

ドア解錠時に作動させることびでを 
ぶ9 〇 

販売店で設定することにより、施錠 
時でち開作動させることがでをま 
す。 （^ P . 3目目） 

► スマートエント U — &スタートシステム装着車 
( J ) 全ドアを施錠ずる 

② 全ドアを解錠ずる 

③ パワースライドドア開閉 
(約1秒長巧し） 

ドア解錠時に作動させることびでを 
ぶ9 〇 

販売店で設定することにより、施錠 
時でも開作動させることびで去ま 
す。 (^ P . 3目己） 









































曰知識 
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8已 


■作動の合図 

ブヴー（スマートエント1」一&スタートシステム装着車）と非常点滅灯の点滅で 
巧らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

■半ドア警告ブザー（スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

ドアび完全に閉まっていない状態でドアを施錠しよ5とすると、ブヴーび鳴りま 
す。 

ドアを完全に閉めてから、ち5—度施錠してください。 

■予約□ック機能 

スライドドアを除くすべてのドアび閉まっている状態で、パワースライドドアび 
自動開作動中にワイヤレス U モコンで施錠操作を行ラと、スライドドアを除くす 
ベてのドアび施錠され、スライドドアも閉まると同時に施錠されます。 

■ 解錠操作のセキュリティ機能 

► スマー トエント U -& スター トシステム非装着車 

解錠操作後、約30砂しツ内にドアを開けなかったとをはを難防止のため自動的に 
施銳されます。 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 
一 P ' 7已 

■機能び正常に働かないおそれのある状況 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

なのよラな場合、ワイヤレス U モコンび正常に働かないおそれびあります。 
♦ワイヤレス1」モコンの電池び消耗しているとを 

♦近<でテレビ塔や発電所-放送局-空港など強い電波を発生する設備、電波式 
のオーディオ機器など電波を発生する電モ機器-大型ディスプレイびあるとを 

•無線機や携帯電話-コードレス電話などの無線通信機器を携帯しているとを 
♦ワイヤレス1」モコンび金属製のちのに接したり、覆われているとを 
♦近くで電波式ワイヤレス1」モコンを使用しているとを 
♦ 1」ヤガラスに金属を含むフィルムなどび貼ってあるとを 
► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 
一 P ' 79 
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■ワイヤレスリモコンび正常に作動しないとを 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
ドアの解錠.施錠： 一 P . 87 
► スマートエント U -& スタートシステム装着車 
ドアの解錠.施錠： 一 P . 342 

■電池の消耗について 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
♦電池の標準的な寿命は1〜2年です。 

参ワイヤレス U モコンを使用しなくても電池は消耗します。 

なのよラな状態になったとさは、電池び消耗している可能性びあります。新し 
い電池に交換してください。 

-ワイヤレス U モコンび作動しない 
-作動範囲び狭<なった 

► スマートエント U -& スタートシステム装着車 
一 P ' 82 

■電池が切れたとを 

一 P . 2己8 

■ キー登録本数の確認について 

車両に登録されたキーの本数を確認することびでをます。詳し<はトヨタ販売店 
へご相談ください。 

■販売店で設定可能な機能 

ワイヤレス U モコンを非作動にするなどの変更びでをます。 

(カスタマイズー覧： 一 P . 3日己，3日日） 


么 ミち意 


■予約 □ック機能について 

予約ロック機能使用時、施錠操作をしたあとに、ワイヤレス U モコンを車内に 
もどすと、車内にワイヤレス U モコンび閉じ込められます。 

予約ロック機能を使用するとをは、必ずワイヤレス1」モコンを携帯した状態で 
行ってください D 
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運おお側ドア（フロントドア • リヤドア） 


ドアの解錠/施錠 


スマートエント U -& スタートシステムやワイヤレス機能、キー、ドア 
□ックスイッチを使って解淀-施錠できまず。 

♦ スマートエント U — &スタートシステム ★ 


一 P ' 7已 
ワイヤレス機能 


一 P ' 84 

♦ キー（運転席） 


キーを操作すると、ドアび下記のよラに作動しまず。 
► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
©全ドアを解錠ずる 


③全ドアを施錠ずる 



► スマートエント U -& スタートシステム装着車 

メカニカルキーを使ってドアを解錠-施錠できまず。（一 P . 342) 
► ドア□ックスイッチ 

① 全ドアを解錠ずる 

② 全ドアを施錠ずる 



き部の操作 


* ■' 仕様により異なる装備やオプション装備 
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□ックレバー 


①ドアを解錠ずる 

③ドアを施錠ずる 

運転席ドアは、□ックレノ（一び施錠 
側になっていても、車内のドアレ 
バーを引 < と開をます。 



1キーを使わずに外側か5運転席ドアを施錠ずるとき 

田□ックレノ（一を施錠側にずる 
回ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

キーびエンジンスイッチに挿し込まれているとさは施錠されませ 
ん。 

► スマートエント U — &スタートシステム装着車 

エンジンスイッチがアクセサ U —モードまたはイグニッシヨン ON 
モードのとさや、車内に電モキーが放置されているとさは施錠され 
ません。 

キーが正し<検知されずに施錠される場合びあります。 
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1チャイルドプ□テクター(リヤ席ドア) 

施錠側にずると、 U ヤ席ドアび車内 
から開かな<なりまず。 

①解綻 

(2) 施綻 

お子さまび車内か5 U ヤ席ドアを開け 
られないよラにでをます。 


U 知識 

■チヤイルドプ□テクター使用時のドアの開けち 

ドアを解錠して車外のドア八ンドルを引くと開をます。万一、車内から開ける場 
合は、ドアガラスを下げて手を出し、車外のドア八ンドルを引いてください。 


A 警告 


■事故を 防ぐために 

運転中はなのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、不意にドアび開を、重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

♦すべての ドアを確実に閉め、施錠する 

♦走行 中はドア内側のドアレノ（一を弓め、ない 

ドアび開を車外に放り出されるおそれびあります。 

特に、運転席はロックレバーび施錠側になっていてちドアび開 < ため、を意し 
て < ださい。 

♦お 子さまを U ヤ席に乗せるとさは、チャイルドプ□テクターを使用して車内か 
らドアび開かないよラにする 

■ ドアを開閉ずるときの留意事項 

傾斜地' ドアと壁などのあいだび狭い場所•強風など、周囲の状況を確認し、 
予期せめ動さにち対処でさるよラ、ドア八ンドルを確実に保持してドアを開閉 
してください。 
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スライドドア 


I ドアの解錠/施錠 

ドア八ンドルやパワースライドドアスイッチ、ワイヤレス機能を使って 
開閉することびでさまず。 

♦ スライドドア八ンドル 


①開く 
感 閉じる 

□ックび解除するまで確実にドア八ン 
ドルを引をます。 


♦インサイドドア八ンドル、 □ックレバー 



①解綻 
⑤施錠 
③開く 
® 閉じる 


♦ ワイヤレス機能 



一 P' 84 





























♦ パワースライドドアスイッチ 
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スイッチ（約1砂長押し） 

開閉作動中に再度スイッチを押すと、 
反転作動します。 

ただし、作動開始から約1秒間は反転 
作動に切りかわりません。 


1パワースライドドアを使用ずるときは 

パワースライドドア六インスイッチを ON にする 
① ON 

ON にすると、スイッチ上部にオレン 
ジ色の マークび 表れます。 

③ OFF 




き部の操作 
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曰知識 


■総由ロストッパー 

給ミ由□び開いているとをは、パワースライドドアは作動しません。 

■中間ストッパー 

♦スライドドアのドアガラスび大をく開いていたり、給油□び開いていると、ス 
ライドドアは途中までしか開をません。（中間ストッパー位置で停止します） 

•中間ストッパー位置で停止したスライドドアを全開にするとをは、ドアガラス 
および給ミ由□を閉じ、し b たんスライドドアを全開にしてから、再度スライド 
ドアを開けて < ださい。 

■スライドド アイージーク□-ザー 

スライド ドアび半 ドア状態になったとを、 イージークローヴーび作動し、スライ 
ドドアび自動で完全に閉まります。 

♦エンジンスイッチび " LOCK または OFF >になつていてち、イージークロー 
ヴーは作動します。 


♦ま內や車外のドア八ンドルを引いたままドアを閉めたとさは、イージークロー 
ヴーび作動しないことびあります。 


♦イージークローヴーび 作動中でち、車内のドア レバー や車がのドア八ンドルを 
引いてドアを開けることびでをます。（□ックレバーび施錠側のとをを除く） 

■パワースライドドアの作動可能を件 

パワースライドドアメインスイッチび ON で、なの作動を件をすべて満たしてい 
るとをに、自動で開閉でをます。 

♦スライドドアのドアロックび解錠されている 
♦給ミ由□び閉じている 

♦エンジンスイッチび "ON ’’ ★またはイグニッシヨン ON モード★のとをは上記 
に加え、車速び 3 km / h し U 下かつなのいずれかの条件を満たしていることび必 
要です。ただし、ワイヤレス U モコンによる開閉はでをません。 

-シフトレバーび P のとを 
-バーキングブレーキびかかっているとを 
. ブレーキペダルを踏んでいるとを 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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■パワースライドドアの作動について 

♦パワースライドドアメインスイッチび ON のとを、八ンドルを操作してブヴーび 
鳴る位置まで操作すると自動で作動します。 

♦作動開始時にフヴーび鳴ります。また、開作動中はフヴーび断続的に鳴 D ます。 

♦パワースライドドアメインスイッチび OFF のとをは、パワースライドドアは作 
動しませんび、手動で開閉でをます。 

♦パワースライドドアの自動開閉中に、連続して3回しツ上反転作動させると、ブ 
ヴーび鳴り、その位置で作動を停止します。 

♦パワースライドドアの自動開閉中に、人や異物などにより異常を感知すると、ブ 
ヴーび鳴り、その位置から自動的にドアは反対ち向に動をます。ただし、自動 
で開けているとをに全開位置から約 20 cm 手前の範囲で異常を感知すると 、そ 
の位置で作動を停止する場合びあります。 

♦連続して2回し U 上異常を感知すると、ブヴーび鳴り、手動操作に切りかわります。 
このとき約12砂間スライドドアにブレーキをかけ、ドアの速度を抑制しまず。 
もう一度ドアを自動で作動させるときは、メインスイッチを OFF にしたあと、 
ドアをいったん手動で全開または全開にしてから行ってください。 

■給油□開警告ブザー 

パワースライドドア開閉中に給油□を開けるとフヴーび鳴り、手動操作に切りか 
わります。このとを約12砂間スライドドアにブレーキをかけ、ドアの速度を抑 
制します。 

■バッテリーを再接続したとさは 

パワースライドドアを適切に作動させるために、下記の初期設定を行ってくださ 
い。 

♦スライドドアのドア八ンドルを操作して、手動で一度全閉にします。 

■挟み込み防止機構 

パワースライドドアの前端部には、センヴー 
( 0 ) び付いています。ドアを自動で閉め 
ているとさに、挟み込みなどによりセンサー 
び押されると挟み込み防止機構び作動し、そ 
の位置からドアは自動的に反対ち向に動を、 

全開位置で停止します。 


■カスタマイズ機首目 

パワースライドドアに関する設定を変更でをます。 
(カスタマイズー覧： 一 P . 364) 



き部の操作 
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A 警告 


■走行 中の警告 

走行中は;欠のことをお守りください。 

お守りいただかないと思いもよらずドアび開を、外に投げ出されるなどして、 

重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦シー トベルトを必ず着巧する 

♦すべての ドアを施錠する 

♦すべての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを操作しない 

■お 子さまを柔せているときは 

走行中はなのことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 

それびあります。 

• お子さまを車内に残さないでください。 

誤って開じ込められた場合、熱射病などを弓 I を起こすおそれびあります。 

♦お 子さまにはスライドドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にパワースライドドアび作動したり、閉めるときに手、頭、首などを挟ん 
だりするおそれびあります。（パワースライドドアメインスイッチを OFF に 
する。もしくは、スライドドアのドアロックを施錠することでパワースライド 
ドアは作動しません） 

■スライド ドアの操作にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして生命にかかわる重大な傷害につなび 

るおそれびあります。 

♦スライ ドドアを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

• ドアガラスを開けた状態でスライドドアを開閉するとをは、窓から手、足、顔 
などを出さないで < ださい。 

♦人び いるとをはま全を確認し動かすことを巧らせる r 声かけ」をしてください。 

♦スライド ドアを開けるとさは、必ず全開位置まで開を固定してください。（全 
開にするとスライドドアびストッパーで固定されます)半開状態ではスライド 
ドアび確実に固定されないため、傾斜地などで不意に動を出すおそれびありま 
す。 

♦スライ ドドアび給油□ストッパーの位置で停止した場合、スライドドアは固定 
されません。坂道などではドアび不意に動を出すおそれびあ D ますので、十分 
ま意してください。 





3-2. ドアの開閉、□ックのしかた 


9已 


A 警告 


♦傾斜した 場所ではスライドドアの開閉 
スピードが速くなります。ドアが体にあ 
たったり挟んだ D しないよラにま意し 
てください。 

♦下り坂で 乗り降りするとをは、スライド 
ドアを全開にしておいてください。ま 
た、途中でドア八ンドルを操作しないで 
ください。ドアび突然動を出すおそれび 
あります。 


♦スライド ドアを閉めるとさは、指などを 
挟まないよ5十分ミ主意してください。 


♦スライド ドアの アーム （①）や レール 
(②）やピラー部（③）および配線部 
(@)には、手足をかけないでください。 
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3-2. ドアの開閉、□ックのしかた 


A 警告 


■スライド ドアイージーク□-ザーについて 

♦スライド ドアび半ドア状態になったと 
を、イージーク□ーヴーび作動し自動 
で完全に閉まります。また、作動し始 
めるまでに数秒かかります。指などを 
挟まないよラに注意してください。骨 
巧など重大な傷害を受けるおそれびあ 
ります。（一 P . 92) 


♦イー ジークローヴーは、パワースライドドアメインスイッチび OFF であって 
ち作動するため、指などの挟み込みには十分ま意してください。 

♦ □ックレノ（一び施錠側のとを、イージーク□-ヴー作動中にインサイドドア八 
ンドルを引いてち作動は停止しません。指などを挟まないよラにま意してくだ 
さい。骨折など重大な傷害を受けるおそれびあります。 

■パ ワースライドドアについて 

パワースライドドアの操作時は、なのことを必ずお守りください。 

お守0いただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 

それびあります。 

• ドア八ンドルを使ってパワースライドドアを開閉するとをは、操作後すぐにド 
ア八ンドルから手を離してください。ドア八ンドルを握ったままスライドドア 
び作動すると、手' 指' 腕などに無理な力びかかるおそれびあるので十分ミ主意 
してください。 

♦周辺の ま全を確かめ、障害物びないか、身のまわりの品び挟み込まれるを険び 
ないか確認してください。 

♦人び いるとをは、作動させる前にま全を確認し、動かすことを知らせる「声か 
け」をしてください。 

♦自動 開閉中にパワースライドドアメインスイッチを OFF にすると、作動び停 
止し手動操作に切りかわります。この場合、傾斜した場所では、スライドドア 
び急に開いたり開じたりするおそれびあるので、十分ミ主意してください。 

♦自動 開閉中に作動可能を件（一 P . 92) を満たさなくなったときは、ブヴーび 
鳴り、作動び停止し手動操作に切りかわる場合びあります。 

この場合、坂道などの傾斜した場所ではスライドドアび急に開いたり開じたり 
するおそれびあるので、十分ま意してください。 

♦傾斜した 場所では、開いたあとにドアび閉まる場合びあります。ドアは必ず全 
開で静止していることを確認してください。 


















3-2. ドアの開閉、□ックのしかた 
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A 警告 


♦なのよ ラな場合、システムび異常と判断して自動作動び停止し、手動操作に切 
りかねることびあります。この場合、傾斜した場所では、スライドドアび急に 
開いたり閉じたりするおそれびあるので、十分ま意してください。 

-自動作動中、障害物に干渉したとを 

-エンジン停止時でバワースライドドアび自動作動しているときに、エンジン 
スイッチを " ON " >またはイグニッシヨン ON モード★にしたりエンジン 
を始動したりして、バッテ U —電圧び急にな下したとさ 
♦タイヤ 交換などをする際は、バワースライドドアメインスイッチを OFF にし 
てください。 OFF にしないと、いたずらや誤ってスイッチにふれたとさにス 
ライドドアび動を、指や手などを挟んでけびをするおそれびあります。 

• ドアガラスを開けた状態で自動開閉するとをは、絶対に窓から手足や顔などを 
出さないでください。 

■挟み込み 防止機宜目 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦挟み込み 防止機構を故意に作動させよ5として、体の一部を挟んだりしないで 
ください。 

♦挟み込み 防止機能は、スライドドアび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動し 
ない場合びあります。指などを挟まないよラにミち意してください。 

♦挟み込み 防止機能は、挟まれるもののあ状や挟まれかたによっては作動しない 
場合びあります。指などを挟まないよラにミち意してください。 


き部の操作 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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3-2. ドアの開閉、□ックのしかた 


A ミち意 


■スライド ドアについて 

♦スライ ドドアを開閉する前に、運転者はスライドドアび安全に開閉でさるよラ 
に車がおよび車内のスライドドア付近の状態を必ず確認してください。 

♦走行 するとをやドアを開閉するとさは、ジュースなどび入っている紙コップや 
ガラス製のコップなどを収納しないでください。 

♦スライド ドアの U ヤステップ下のロー 
ラー滑走面に、石などの異物び入り込ま 
ないよラにミち意してください。異物び入 
り込んだままスライドドアを開閉する 
と、スライドドアの故障の原因になりま 
す。 


♦スライド ドアを開けるとさは縁石や壁 
などにあたらないよラにま意してくだ 
さい。スライドドアを損傷するおそれび 
あります。 


■パ ワースライドドアについて 


パワースライドドア前端部のセンサー 
(①）を刃物などの鋭利なちので傷付けな 
いよラま意してください。センサーび切断 
されると自動で閉めることびでをなくなり 
ます。また、自動で閉めているとをにセン 
ヴーび切断されると、ドアはただちに停止 
します。 




































バックドア 


3-2. ドアの開閉、□ックのしかた 
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バックドアは次の方法で解錠-施錠および開けることびでさまず。 

1ドアの解錠/施錠 

スマートエント U -& スタートシステムやワイヤレス機能、キー、ドア 
□ックスイッチを使って解綻-施錠できまず。 

♦ スマートエント U — &スタートシステム ★ 

一 P ' 7已 

♦ ワイヤレス機能 
一 P ' 84 
♦ キー 
一 P ' 87 

♦ ドア□ックスイッチ 

一 P ' 87 

1 車外か5バックドアを開ける 

バックドアオープンスイッチを巧 
したまま、バックドアを持ち上げる 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 



き部の操作 























100 


3-2. ドアの開閉、□ックのしかた 


Q バックドアを閉めるときは 


バックドア八ンドルを持ってバッ 
クドアを引さ下げ、必ず外から巧し 
て閉めて < ださい。 



A 警告 


なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

■走行ず る前に 

♦走行 麵こバックドアび閉まっていることを確認してください。 

完全に閉まっていないと走行中に突然開さ、車がのちのにあたった D 、 荷物び 
巧げ出されたりして思わめ事故につなびるおそれびあ0ます。 

♦ラ ゲージルームで お子さまを遊ばせないでください。 

誤って開じ込められた場合、熱射病などを弓 I を起こすおそれびあります。 

♦お 子さまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアび開いたり、閉めるとさに手•頭-首などを挟んだりするお 
それびあ0ます。 

■走行 中の留意事項 

♦走行 中はバックドアを閉めてください。 

開けたまま走行すると、バックドアび車がのちのにあたったり荷物び巧げ出さ 
れたりして、思わめ事故につなびるおそれびあります。 

♦ラ ゲージルームには 絶対に人を乗せないでください。 

急ブレーキ • 急旋回をかけたとをや衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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A 警告 


■バック ドアの操作にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につなびるおそれびあり 

を険です。 

♦バック ドアを開ける前に、バックドアに貼り付いた雪や氷などの重量物を取り 
除いてください。開いたあとに重みでバックドアび突然閉じるおそれびありま 
す。 

♦バック ドアを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

♦人び いるとをは、安全を確認し動かすことを知らせる「声かけ」をしてくださ 
い。 

♦強風 時の開閉には十分ま意してください。 

パックドアび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれびありま 
す。 

♦半開 状態で使用すると、バックドアび突然 
閉じて重大な傷害を受けるおそれびあり 
ます。特に傾斜地では、平坦な場所よりち 
バックドアの開閉びしにくく、急にバック 
ドアび開いたり閉じた0するおそれびあ 
ります。必ずバックドアび全開で静止して 
いることを確認して使用してください。 


♦バック ドアを閉めるときは、指などを挟ま 
ないよラ十分ま意して < ださい。 

♦バック ドアは必ず外から軽く押して閉め 
てください。バックドア八ンドルを持った 
ままバックドアを閉めると、手や腕を挟む 
おそれびあ0ます。 


♦バック ドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶらさびったりし 
ないで < ださい。 

手を挟んだり、バックドアダンバーステーび破損したりして、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ0ます。 

♦バック ドアにトヨタ純正品しツがのアクセヴ1」一用品を付けないでください。 
バックドアの重量び重くなり、開けたあとにバックドアび突然閉じて、手' 
頭-首などを挟むおそれびあります。 



き部の操作 
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3-2. ドアの開閉、□ックのしかた 


A ま意 


■ダン パーステーについて 

バックドアにはバックドアを支えるためのダンパーステーび取り付けられてい 
ます。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐため;欠のことをお守りください。 

• ビニール片.ステッカー-粘着材などの異 
物をステーの□ッド部（棒部）に付着させ 
ない 

♦ロッ ド部を軍手などでふれない 

♦バック ドアにトヨタ純正品し U 外のアクセ 
ヴ U —巧品を付けない 

♦ステ ーに手をかけたり、横ち向に力をかけ 
たりしない 















フロント シー 


3-3. シートの調整 
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調壁のしかた 


分割タイプ 




0前後位置調整 

② U クライニング調整 

③ シート全体の上下調整 
(運転席のみ） 
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3-3. シートの調整 


► ベンチタイプ 



0前後位置調整 
③ U クライニング調整 
③シート全体の上下調整 
(運転席のみ） 


A 警告 

■シ ートを調整ずるとき 

♦同乗者び シートにあたってけびをしないよラにま意してください。 

• シートの下や動いている部分に手を近付けないでください。 

指や手を挟み、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

■ リクライニング調舊について 

走行中は背ちたれを必要し i (上に倒さないで < ださい。 

必要しツ上に倒しすざると、事故のとをに体びシートベルトの下にちぐり、腹部 
などに強い圧迫を受けたり肩部べルトび首にかかるなどして、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■前後 調整の操作をずるとき 

足元のスペースを確なし足を挟まないよラに注意して < ださい。 











■ J ヤシ— 


3-3 .シートの調整 


10已 


BT033CU007a 

① U クライニング調整* 


各部の操作 



* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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クライニングのしかた A 

のシートを前倒しずる（一 P . 1 06) 



Q 前倒しのしかた 


の左ち席のシートベルトをベルト 
八ン ガーに かける 



回中央席シートベルトを分離ずる（一 P . 28) 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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3中央席シートベルトのバックル 

1 



をポケットに格納ずる 

1 




づ 




团へッドレストをいちばん下まで下げる（一 P . 11 0) 
回背ちたれを倒ず 
► 一体巧倒式 

固定ノブを引さ、背ちたれを前方 
に倒ず 

ちどすとさは背ちたれを起こし、固 
定してください 



な 



► 分割巧倒式 

固定ノブを引さ、背ちたれを前方 
に倒ず 

左ち分割して倒します。 

ちどすとさは背ちたれを起こし、固 
定してください 
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3-3. シートの調整 


a チップアップのしかた A 

己]シートクッシヨン下のチップ 
アップストラップを引さ□ック 
を解除し、クッシヨンを持ち上げ 
る 

ちち分割してチップアップします。 


回シートクッション裏面にあるポ 
ケットからシート固定ベルトを 
取り出し、フックをへッドレスト 
ステーにかける 



A 警告 


■チップ アップ時の走行について 

走行するとをはチップアップした状態で、中 
央のシートに座らないでください。 

事故のとをにシートクッション部び体を十 
分に支えされず、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 



■シ ートを調整ずるとき 

♦同乗者び シートにあたってけびをしないよラにま意してください。 

♦シートの 下や動いている部分に手を近付けないでください。 

指や手を挟み、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 






















3-3 .シートの調整 
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A 警告 


■ リクライニング調整について 

走行するとをは背ちたれを、シート固定スト 
ライカ ー A (一 P .106) で固定している状 
態で使用してください。 

背もたれを倒していると、事故のとをに体び 
シートベルトの下にちぐり、腹部などに強い 
圧迫を受けたり肩部べルトび首にかかるな 
どして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ D ます。 

■背ち たれを前倒しずるとを 

なのことを必ずお守りください。 

お守 D いただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦走行 中に前倒しをしない 

♦平坦な 場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーを P にする 
♦操作 するとをに、可動部や結合部に手や足などを挟まないよラにま意する 
♦倒 した背ちたれの上やラゲージルームに人を乗せて走行しない 
♦お 子さまびラゲージルームに入らないよラ注意する 

■背 もたれをちとの位置にちどしたあとは 

なのことを必ずお守りください。 

お守 D いただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦シートを 前後に軽くゆさぶり、確実に固定されていることを確認する。 
♦シートベルトを 巻を込まないよラに、左ち 
席のシートベルトを八ン ガーに かけてく 
ださい。（一 P .106) 

また、シートベルトをシート□ック部に挟 
み込まないよラにしてください。 

シートベルトび傷付くおそれびあります。 


♦ロック 解除ノフの赤ラベルび見えていな 
いことを確認する 





き部の操作 
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3-3. シートの調整 


ぺッドレス 


■フ□ント席/リヤ外側席* 


上下調整 

① 上げる 

② 下げる 

下げるとさは、解除ボタンを押しな 
びら操作します。 



I リヤ中央席 

①上げる 
③下げる 

下げるとさは、解除ボタンを巧しな 
び6操作します。 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 



I BT033CU002 












曰知識 


3-3. シートの調整 
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I へッドレストを取りはずずとき 

解除ボタンを押しなびらへッドレストを引 
を上げます。 



I へッドレストの高さについて 

必ずへッドレストの中むび両耳のいちばん 
上のあたりになるよ5調整してください。 



■リャ中央席について 

使用するとさは、常に格納位置から一段上げた位置にしてください。 


乂警告 


I へッ ドレストについて 

なのことをお守り <ださい。 

お守0いただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦へッ ドレストは、それぞれのシート専用のものを使用する 
♦へッ ドレストを必ず正しい位置に調整する 
♦へッ ドレストを調整したあとは、固定されていることを確認する 
♦へッ ドレストをはずしたまま走行しない 


き部の操作 
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3-3. シートの調整 


シートアレンジ 


♦ トライアングルモード 


目力手席をいちばんラしろまで移動ずる（一 P . 1 14) 



目力手席を前倒しずる（一 P . 1 14) 



♦ フ U - スペースモード 
(一 P ' 11已） 













































♦ □ングラゲージモード ★ 


3-3. シートの調整 
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(一 P ' 1 16) 



♦ I -ールラゲージモード ★ 

U ヤシートをチップアップずる（一 P .108) 



♦ ビッグスペースモード ★ 
(一 P . 11 6) 




* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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3-3. シートの調整 


I トライアングルモードにずるには 


■ 助手席をいちばんラしろまで移動ずる 

のスライドストツパーをはずず（一 P . 1 ] の 
[2] レバーを引を、 シー トをスライ 
ドずる 

スライドするとをはシートに手をそ 
えて < ださい。 


1テーブル モー ドにずるには 

■ 助手席を前倒しずる 

田助手席シートベルトのバック 
ルを格納する 


回レバーを引さ、背ちたれを前に 
倒ず 

前に倒すとさはシートに手をそえて 
ください。 
























3-3. シートの調整 


11已 


A ミち意 


■テーブル モード時の助手席の前後位置について 

なのことをお守り <ださい。 

お守りいただかないと、シートの故障などの原因につなびるおそれびあります。 

♦助手席を 前倒しする時は、シートびダッ 
シュボードなどと干渉しないよラにシー 
卜の前後位置に注意してください。 

♦テーブル モード使用中はシートびダッ 
シュボードなどと干渉する位置で使用し 
ないで < ださい。 


1フリースぺースモードにずるには 


の助手席シートベルトのバックルを格納ずる（一 P . 1 14) 

回目力手席へッドレストをはずず（一 P . 11 0) 

取りはずした へッ ドレストは走行の支障にな6ないよララゲージルームなどにな 
管して < ださい。 

因助手席を前倒しずる（一 P . ] M ) 

团レバーを引さ、シートをスライド 
する 

スライドするとをはシートに手をそえ 
て < ださい。 





き部の操作 
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Up ングラゲージモードにずるには ★ 

田目力手席を前倒しずる（一 P . 1 14) 

回 U ヤシートを前倒しずる（一 P . 10日） 

1 ビッグスペースモードにずるには ★ 

田助手席をフ U - スペースモードの状態にずる（一口. 1] 已) 
回 U ヤシートをチップアップずる（一 P . 10助 


曰知識 


I テーブルモー ド時の助手席 シー トバック ボー ドについて 

図のようにカップホルダー、買い物フックと 
して使用でをます。 



* 仕様により異なる装備やオプション装備 










3-3 .シートの調整 
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A 警告 


■シ ートアレンジについて 

なのことをお守り <ださい。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦必ず 平坦な場所でシフトレノ（一を P に入れて、ノ f ーキングブレーキを確実にか 
けて < ださい。 

♦走行 中はシートアレンジ操作をしないでください。 

♦シート アレンジをしたあとは、シートを軽くゆさぶり確実に固定されているこ 
とを確認してください。 

♦シ ートの間にシートベルト、バックルび挟みこまれていないか確認してくださ 
し、。 

■背ち たれの前倒しについて（リヤシート） 

♦倒した 背ちたれの上に人をのせて走行しないでください。 

ブレーキをかけたとをや衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の 
場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦倒した 背ちたれの上には絶対に乗らないでください。シートび損傷したり、思 
わめけびをするおそれびあります。 

♦背 もたれを倒すとを、もどすとさはシート 
ベルトを巻を込まないよラに左ち席の 
シートベルトを八ン ガーに かけてくださ 
し、。（一 P ' 106) 

また、シートベルトをシートロック部に挟 
み込まないよ5にしてください。 

シートベルトび傷付くおそれびあ0ます。 


■テーブル モードについて 

♦走行 中はテーブルとして使用しないでください。 

テーブルの上に置いている物び飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそ 
れびあ0を険です。 

♦テーブルの 上には絶対に乗らないでください。シートび損傷したり、思わめけ 
びをするおそれびあ0ます。 



き部の操作 
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3-3. シートの調整 


A ま意 


■シ ートアレンジについて 

♦操作を するとをに、可動部や結合部に手や足などを挟まないよラに注意してく 
ださい。 

♦シー トに人び柔っている状態でシートアレンジ操作をしないでください。 
♦シート レールの上にマットなどを敷かないでください。 

■背ち たれの前倒しについて 

背ちたれをもどすとさは、背ちたれを押さえなびら U クライニング調整を行っ 
て < ださい。 

■テーブル モードについて 

♦助手席 シートの前後調整をするとをは、シートびインストルメントパネルにあ 
たらないよラに注意してください。 

♦背ち たれを前倒しするとをは、シートべル 
卜のバックルを収納してください。シート 
にあとび残ることびあります。 

♦背ち たれを前倒しするとをは、シートべル 
卜のプレートの向をにま意してください。 

シートにプレートのあとび残ることびあ 
0ます。 

♦シー トベルトび□ックし背もたれび起こせないときは、背もたれを途中まで起 
こし、いったん倒し、再度背もたれを起こしてください。 

または、一度シートベルトを強く引いてからゆるめ、再度ゆっくりと引を出し 
て < ださい。 



g [スライドストッパー 


スライ ドストッパーを使用ずるこ 
とで、助手席をラしろに移動した 
際、 U ヤシートに乗車している人の 
脚などを挟み込むのを防止しまず。 



己 T033CU345 














3-3. シートの調整 
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曰知識 

■スライドス トッパーについて 

ストッバーを取りはずすと、助手席の前後位置調整範囲をあ大することびでをまず。 
♦ストッパーを取り付けるときは、ストッパーのツメをレール内の巧に挿し込み 
ます。 A 部び車両の前ちに向くよラに取り付けてください。 



♦取りはずしたストッパーは、ラゲージルーム内の工具などと一緒に収納してく 
ださい。（一 P . 31己） 


A 警告 


■スライ ドス トッパーについて 

B 溝にストッバーを巧し込まないでください。 

巧し込んだまま助手席を動かすと車両の損傷におよぶか、なのよラなおそれび 
あります。 

• B 溝には助手席シートの配線び通っているため、断線-ショートによる車両火 
災につなびるおそれびあ D 危険です。 

また、車両衝突時にシートベルトプ U テンショナーび作動しなかったり 、 SRS 
サイドエアバッグ装着車はエアバッグび展開しないなど、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


♦助手席を ラしろに移動した際、ストッパーび正しく固定されていないため 、 U 
ヤシートに乗ましている人の脚などを挟み込んだりして、重大な傷害を受ける 
おそれびありを険です。 



き部の操作 
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3-4 .八ンドル位置.ミラー 


八ンドル 


1調壁のしかた 


の八ンドルを持ち、レバーを下げ 
る 


回八ンドルを上下に動かし、適切 
な位置にずる 


位置びミ央定した6、レバーを上げて 
八ンドルを固定してください。 



A 警告 


■走行 中の留意事項 

走行中は八ンドル位置の調整をしないで<ださい。 

運転を誤り、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0 
ます。 

■ A ンドル位置を調舊したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと八ンドルの位置び突然かわり、思わめ事故につなび0、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 






































インナーミラー 


3-4 .八ンドル位置-=ラー 
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後方を十分に確認でさるよラに5ラーの位置を調整ずることびでさま 
す。 


上下調壁のしかた 


インナーミラー本体を持って、上下 
方向に調整ずる 



防眩機能 


レバーを操作することで、後続車のへッドランプによる反射光を減少さ 
せます。 


® 通常使用時 
③防眩時 



A 警告 


運転中は5ラーの調整をしないでください。 

運転を誤って、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 


き部の操作 
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3-4 .八ンドル位置- 5ラー 


田調整するミラーを遇ぶには、ス 
イッチを巧ず 

①左 

③も 


回ミラーの鏡面を調整ずるにはス 
イッチを巧ず 




ドア巧- 


I 調壁のしかた 


上ち下左 

①③ 
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U 知識 
■作動を件 

► スマー トエント U -& スター トシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のとき 
► スマー トエント U -& スター トシステム装着ま 

エンジンスイッチびアクセヴ U —モードまたはイグニッシヨン ON モードのと 
を 

■ 5 ラーび量ったとを （S ラーヒーター装着車） 

U ヤウインドウデフォッガーを作動させると、5ラーヒーターび同時に作動し、 
曇りを取ることびできます。（一 P . 19己） 


A 警告 

■走行 中の留意事項 

走行中はなのことを必ずお守りください。 

お守 D いただかないと、運転を誤って重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあ0ます。 

♦5 ラーの調整をしない 
• ドア5ラーを格納したまま走行しない 

♦走行 前に必ず、運転席側および助手席側の5ラーをちとの位置にちどして、正 
し<調整する 

■5 ラーび動いているとさ 

手を&れないでください。 

手を挟んでけびや、5ラーの故障などの原因になるおそれびあります。 

■ 5 ラー ヒーターび作動しているとを （S ラー ヒーター装着車） 

鏡面び熱くなるのでみれないでください。 


き部の操作 







124 


3-5. ドアガラスの開閉 


パワーウイン 


I 開閉のしかた 

スイッチでドアガラスを開閉でさまず。 

スイッチを操作ずると、ドアガラスを次のよラに動かしまず。 
@閉める 

② 自動全閉（運転席）& 

③ 開ける 

の 自動全開（運転席）& 

X ’途中で停止するとをは、スイッチを 
反対側へ操作します。 



■ウインドウ□ックスイッチ 


スイツチを巧ずと運転席 LU がのド 
アガラスび作動不可にな0まず。 

お子さまび誤ってドアガラスを開閉す 
ることを防止でをます。 



□知識 
■作動を件 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが " ON " のとを 
► スマートエント U — &スタートシステム装着車 
エンジンスイッチがイグこッシヨン日 N モードのとさ 




















3-5. ドアガラスの開閉 


12已 


■エンジン停止をの作動 

► スマートエント U-& スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを "ACC " または " LOCK" にしたあとでも、約4已秒間は 
ドアガラスを開閉でをます。ただし、そのあいだに運転席ドアを開閉すると作動 
しなくなります。 

► スマー トエント U-& スター トシステム装着車 

エンジンスイッチをアクセヴ U- モードまたは OFF にしたあとでも、約4已砂 
間はドアガラスを開閉でをます。ただし、そのあいだに運転席ドアを開閉すると 
作動しなくなります。 

■挟み込み防止機旨目（運転席） 

ドアガラスを閉めているとをに、窓砕とドアガラスのあいだに異物び挟まると、 
作動び停止し、少し開をます。 

■パワーウインドウを閉めることげできないとき 

挟み込み防止機能び異常に作動してしまい、ドアガラスを閉めることびでさない 
ときは、閉めることびでをないドアのパワーウインドウスイッチで、下記の操作 
を行ってください。 

♦車を停止し、エンジンスイッチを "ON" ★またはイグニッシヨン ON モード ★ 
の状態で、パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引を続けること 
でドアガラスを閉めることびでをます。 

♦上記の操作を行ってちドアガラスび閉まらない場合、挟み込み防止機能の初期 
化をなの手順で実施して < ださい。 

己]ウインドウロックスイッチをアン□ック（押していない状獻にする 

回パワーウインドウスイッチを「自動全開」または「開ける」の位置で押し続 
け、ドアガラスを全開にしたあとX’1、さらにスイッチを1秒じ(上押し続ける 

团パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引を続け’X气ドアガラス 
を閉めたあと、さらにスイッチを1砂しん h 引を続ける 

すでにドアガラスび全開になっている場合でも、パワーウインドウスイッ 
チを1秒し^上「自動全開」または「開ける」の位置で押し続けてください。 

& 2「自動全開」の位置で引を続ける操作は途中でやめないでください。 

ドアガラス作動途中でスイッチから手を離すと、最初からやり直しとなります。 
し义 h の操作を行ってち反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検を受け 
てください。 


き部の操作 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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3-5. ドアガラスの開閉 


A 警告 


なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあ0ます。 

■ ドアガラスを開閉ずるとを 

• ドアガラスを開閉するとをは、柔員の手- 
腕' 頭' 首などを挟んだり巻を込んだ0し 
ないようにしてください。特におテさまへ 
は手などを出さないよラ声かけをしてく 
ださい。 

♦お 子さまには、ドアガラスの操作をさせな 
いで < ださい。 

ドアガラスに挟まれたり巻を込まれたり 
するおそれびあります。 

■挟み込み 防止機宜目 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、乗員の手'腕'頭-首などを挟ん 
だ0しないで< ださい。 

♦挟み込み 防止機能は、ドアガラスび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
い場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引き続けた状態で 
は作動しません。指などを挟まないよラにミち意してください。 
















4-1 .運転にあたって 

運転にあたって . 128 

荷物を積むと去のを意 . 137 

4-2 .運転のしかた 

エンジン（イグニッション） 
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System 

(SMART STOP).164 

4WD オートモード 
スイッチ . 171 

運転を補助する装置 . 172 

4-日.運転のアドバイス 

寒冷時の運転 . 177 





















128 


4-1. 運転にあたって 


運乾にあたって 


安全運輯をむびけて、次の手順で走行して<ださい。 


I エンジンをかける 

一 P ' 138,141 


1発進ずる 

日]ブレーキペダルを踏んだまま、シフトレバーを D にずる（一 P .147) 
回パーキングブレーキを解除ずる（一 P . 1已 0) 

団ブレーキペダルから徐々に足を離し、アクセルペダルをゆっくり踏み 
発進する 


1停車ずる 

田シフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む 
回必要に応じて、パーキングブレーキをかける 

長時間停車する場合は、シフトレバーを P または N にします。 （^P. 147) 


1駐車ずる 

田シフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む 
回パーキングブレーキをかける 
団シフトレバーを P にずる（一 P .147) 

坂道の途中で駐車をする場合は、化要に応じて輪止め’Xを使用してください。 
^輪止めはトヨタ販売店で購入することびでをます。 

团エンジンを停止ずる 

エンジンスイッチを " LOCK " ★または OFF * にしまず。 

回キーを携帯していることを確認し、ドアを施綻ずる 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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129 


1上り坂の発進のしかた 

田パーキングブレーキをしっか0かけ、シフトレバーを D にずる 
回アクセルペダルをゆっくり踏む 

団車び動さ出ず感触を確認したら、パーキングブレーキを解除し発進ず 
る 


曰知識 

■雨の曰の運転について 

♦雨の曰は視界び悪<なり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなった 
りするので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の曰の高を走行などでは、タイヤと路面のあいだに水膜び発生し、八ンドル 
やブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにしてくださ 
し、。 

■走行中のエンジン回お数について 

なの場合、走行中にエンジン回転数び高<なることびあります。これは走行状況 
にあわせてシフトアップの制限、またはシフトダウンの実施を自動的に行ラため 
で、急加速を示すちのではあ D ません。 

♦車両び上り坂、または下り坂を走行していると判断したとを 
♦アクセルペダルを離したとを 

■運転標識の取り付け 

磁石式の初む運転者標識や高齢運転者標識などを樹脂バンパーやアル S 部分に 
取り付けることはでをません。 

■才ーパ‘ーヒートについて 

なのよラなをびしい走行状況ではオーバーヒートになるおそれびあ D ます。 



顯 


♦暑い日に長い上り坂を走行する 


♦高を走行直後に急減をや急停止をする 
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4-1. 運転にあたって 


■環境に配慮した運転 


環境に配慮した運転をしているとを、エコ 
ドライブインジケーターランプび点なしま 
す。必要!;(上にアクセルペダルを踏んだと 
さや停車中は消なします。 

なの場合エコドライブインジケーターラン 
プは作動しません。 


♦シフトレバーび D し U がのとを 



♦きをび約100 km/h し义!:のとき 

エコドライブインジケーターランプの作動 
/非作動を設定でをます。（一 P. 70) 
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A 警告 


なの警告をお守りください。お守 D いただかないと重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

■発進ず るとを 

エンジンびかかったまま停車しているとさは、常にブレーキペダルを踏んでく 
ださい。ク U —プ現象で車び動を出すのを防ざます。 

■運 面ずるとさ 

♦踏み 間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を把握しな 
い状態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなびるおそれびあ D ます。 

-後退するとをは体をひねった姿勢となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にでをるよラ注意してください。 

-車を少し移動させるとさち正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるようにしてください。 

. ブレーキ ペダルはち足で操作して<ださい。左足での ブレーキ 操作は緊急 
時の反広び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
♦燃え やすいちのの上を走行したり、可燃物付近に車を停めたりしないで<ださ 
い。 

排気管や排気ガスは高温になり、可燃物び近くにあると火災になるおそれびあ 
0を険です。 

♦通常 走行時は、走行中にエンジンを停止しないでください。走行中にエンジン 
を停止してち八ンドルやフレーキの操作は可能ですび、操作力補助びな<なり 
ます。その場合は八ンドルとフレーキの操作び困難になるため、安全を確認し 
た上で、すみやかに道路協に停車してください。 

なお、通常の方法で車両を停止することびでさないよ5な緊急時は、 P. 302 
を参照してください。 

♦急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使いすざると、ブレーキびオーバーヒートして正常 
に機能しなくなります。（一 P .147) 

♦走行 中は八ンドル•シート-ドア5ラー-インナ ー5 ラーの調整をしないでく 
ださい。 

運転を誤るおそれびあります。 

♦すべての 乗員は頭や手、その他の体の一部を車から出さないよラにして < ださ 
い。 



顯 





132 


4-1. 運転にあたって 


A 警告 


なの警告をお守りください。お守 D いただかないと重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

■ずべ りやずい路面を運転ずるとき 

♦急 ブレーキ-急加速-急パンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びでさな 
<なるおそれびあります。 

♦急激な アクセル操作、シフトチェンジによるエンジンブレーキやエンジン回転 
数の変化は、車び横すべりするなどのおそれびあります。 

♦水たまり 走行後はブレーキペダルを軽く踏んでブレーキび正常に働 < ことを 
確認してください。ブレーキパッドびめれるとブレーキの効をび悪くなった 
り、めれていない片方だけび効いたりして八ンドルをとられるおそれびありま 
す。 

■シフ トレバーを 操作ずるとき 

♦シフト レバーを前進側のシフトポジションに入れたまま惰性で後退したり、 R 
に入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてください。 

エンジンび停止し、ブレーキの効をび悪くなったり、八ンドル操作び重くなっ 
た0して、思わめ事故や故障の原因となるおそれびあ D ます。 

♦車両び 動いているあいだは、シフトレバーを P に入れないでください。 

トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコント□-ルびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦車両び 前進しているあいだは、シフトレバーを R に入れないでください。 
トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコント□-ルびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦車両び 後退しているあいだは、シフトレバーを D に入れないでください。 
トランス=ッションにダメージを与えたり、車両のコント□-ルびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦走行 中にシフトレバーを N にすると、トランスミッションとエンジンの動力伝 
達び解除され、エンジンブレーキび効かな<な D ます。 

♦アクセル ペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。 
シフトレバーび P しツがにあると、車び急発進して思わめ事故につなびるおそ 
れびあ D を険です。 
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A 警告 


■継続のに ブレーキ付近か5警告音（キーキー音）び発生したとき 

でさるだけ早< トヨタ販売店で点検を受け、ブレーキパッドを交換して<ださ 
い。 

必要なとさにパッドの交換び行われないと、ディスク□ーターの損傷につなび 
る場合びあります。 

パッドや□ーターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗していをます。摩耗 
の限度をこえて走行すると故障を引を起こすばかりでなく、事故につなびるお 
それびあります。 

■停車ず るとさ 

♦空ぶ かしをしないでください。 

シフトレバーび P または N しツがにあると、車び急発進して思わめ事故につな 
びるおそれびありを険です。 

♦車び 動を出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中は常にブレーキぺダ 
ルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。 

♦巧 道で停まするときは、前後に動き出して事故につなびることを防ぐため、常 
にフレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけて<ださ 
い。 

♦停車 中に空ぶかしをしないでください。 

排気管び過熱し、可燃物び近<にあると火災につなびるおそれびありを険で 
す。 

■駐車ず るとを 

♦炎天下では、 メガネ-ライター-スプレー宙や炭酸飲料の宙などを車内に放置 
しないでください。 

放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれびありを険です。 

-ライターやスプレー宙からガスびちれたり、出火する 
-プラスチックレンズ•プラスチック素材のメガネび、をおまたはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料の宙び破裂して車内を巧したり、電気部品びショートする原因に 
なる 

♦ラ イターを車内に放置したままにしないでください。ライターを収納装備など 
に入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込んだり 
シートを動かしたとさにライターの操作部び誤作動し、火災につなびるおそれ 
びあ D を険です。 
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4-1. 運転にあたって 


A 警告 


♦ウインドウ ガラスなどには吸盤を取り付けないでください。また、インストル 
メントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないで<ださ 
い。 

吸盤や容器びレンズの働ををして、車両火災につなびるおそれびあ0を険で 
す。 

♦シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ 
ンドウを開けたまま放置しないでください。 

直射日光び曲面ガラスの内側に反射し、レンズの働きをして火剣こつなびるお 
それびあ〇を険です。 

♦車から 離れるとさは、必ずパーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P に入 
れ、エンジンを停止し、施錠してください。 

エンジンびかかつているあいだは、車から離れないでください。 

♦エンジン 回転中またはエンジン停止直後は排気管にふれないでください。 
やけどをするおそれびあります。 

■仮 旧ずるとき 

必ずエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク 
セルペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による火災び発生 
するおそれびあります。さらに、風通しの悪い場所に停めると、排気ガスび車 
内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

■ブレーキを かけるとさ 

♦ブレーキび めれているとさは、普段よりちま意して走行してください。 
ブレーキびめれていると、制動距離び長くな D、 フレーキのかかりに、左ちの 
違いび出るおそれびあります。また、パーキングブレーキびしっかりとかから 
ないおそれちあります。 

♦ブレーキ 倍力装置び機能しないとをは、他の車に近付いたりしないでくださ 
し、。また、下り坂や急カーブを避けてください。 

この場合ブレーキは作動しますび、通常よりち強<踏むお要びあります。また 
制動距離ち長<なります。 

♦ブレーキ システムは二つの独立したシステムで構成されており、一方の油圧シ 
ステムび故障してち、ちラーちは作動します。この場合、ブレーキペダルを通 
常より強<踏むぶ、要びあり、制動距離び長<なります。一方のブレーキシステ 
ムしか作動していない状態で走行しないで < ださい。ただちにブレーキの修理 
を受けてください。 
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13已 


A 警告 


■万一脱輪した ときは （4 WD 才ートモード作動時 ★) 

いずれかのタイヤび苗に浮いているとをは、むやみに空転させないでください。 
駆動系部品の損傷や、車両の飛び出しによる思わめ事故につなびるおそれびあ 
D を険です。 

脱出でをないとさは、トヨタ販売店または専門業者へご連絡ください。 


A ミち意 

■運転して いるとき 

♦運転 中にアクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏まないでください。 
アクセルペダルとフレーキペダルを同時に踏むと、駆動力を抑制する場合びあ 
0ます。 

♦坂道で 停車するために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー 
キペダルを同時に踏んだりしないでください。 

■駐車ず るとき 

必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておかないと、車び動を出した 
り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだとをに急発進するおそれびあります。 

■部品の 損傷を防ぐために 

♦パワー ステア U ングモーターの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいにまねし 
た状態を長く続けないで<ださい。 

♦ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとをは、でさる 
だけゆっくり走行してください。 

■走行 中にタイヤびパンクした5 

なのよラなとさはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっかり 
持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

♦八ン ドルびとられる 
♦異常な 音や振動びある 
♦車両び 異常に傾く 

タイヤびパンクした場合の対処法は P. 31己，32已を参照してください。 
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* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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4-1. 運転にあたって 


A ま意 

■冠水 お走行に関ずるを意 

大雨などで冠水した道路では、なのよラな重大な損傷を与えるおそれびあるた 
め、走行しないでください。 

♦エンス トする 

♦電装 品びショートする 

♦水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとをはおずトヨタ販売 
店で;欠の点検をして < ださい。 

♦ブレーキの 効を具合 

♦エンジン. トランスアクスル.トランスファ ー(4WD 車）.デイファレンシャ 
ルなどのオイルやフルードの量および質の変化 

♦プロペラ シャフト (4WD 車）•各ベア U ング•各ジョイント部などの涵滑不良 





巧物を積むとまの注意 


4-1. 運粒にあたって 
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安全で快適なドライブをするために、荷物を積むとさは次のことをお守 
り < ださい。 


A 警告 


■積んで はいけないちの 

なのよラなちのを積むと引火するおそれびありを険です。 

♦燃料び 入った容器 
参 スプレー宙 
■荷物を 積むとき 
なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、ブレーキペダル-アクセルペダルを正しく操作でをな 
かったり、荷物び視界をさえざったり、荷物び乗員に衝突したりして、思わめ 
事故につなびるおそれびありを険です。 

♦でさる だけ荷物はラゲージルームに積んでください。 

♦なの 場所には荷物を積まないで<ださい。 

-運転席足元 

-助手席や U ヤ席（荷物を積み重ねる場合） 

-インストルメントパネル 
. ダッシュボード 

♦室内に 積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。 

♦シート 背ちたれより高いものをラゲージルームに積まないでください。 

♦ U ヤ席のシート背もたれを巧りたたんで、寸法び長い荷物を積むときは、でき 
るだけ前席シート背ちたれの真ラしろには積まないでください。 

♦ラ ゲージルームに人を乗せないで<ださい。乗員用には設計されていません。 
乗員は適切にシートベルトを着用させ、座席に座らせてください。 

■荷物の 重量-巧重のかけちについて 

♦荷物を 積み過ぎないで<ださい。 

♦荷重を 不均等にかけないよラにしてください。 

これはタイヤに負担をかけるだけでな<、八ンドル操作性やブレーキ制御のほ 
下によ0思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあります。 
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エンジン（イグニツシヨン）スイツチ 

(スマートエントリ ー& スタートシステムが装着ま) 


■エンジンのかけ方_ 

田正しい運転姿勢（一 P . 24) びとれるよラにシートの位置を調整し、 
ペダルの各位置を確認ずる 

回パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
団シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる 
日]ブレーキペダルをしっかり踏む 
回エンジンスイッチを " START " の位置にまねず 

[エンジンスイッチの位置の切りかえ 

① " LOCK " ( OFF ) 

-ステア U ングロックびかかり 
ます。 

-キーを抜さ挿しすることがで 
さます。 

(シフト レバーが P のとさ、 キー 
を抜さ挿しでをます） 

(2) " ACC " 

オーディオなどの電装品が使用でを 
ぶ9 〇 

③ " ON " 

すべての電装品が使用でをます。 

④ " START " 

エンジンが始動でさます。 
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曰知識 

■キーを " ACC " か5 " LOCK " にまわずには 

m シフトレノ（一び P の位置にあることを確認する 

のキーを押し込みなびら " LOCK " までま 
ねす 


■ステアリング□ックを解除ずるには 

八ンドルを左ちに動かしなびら、エンジン 
スイッチをまわして < ださい。 


■キー巧を忘れ警告ブザー 

キーび挿してあり、エンジンスイッチび " ACC " または " LOC にのとき、運 
転席ドアを開けると警告ブヴーび鳴ります。 




A 警告 


■エンジンを 始動ずるとさ 

必ず運転席に座って行ってください。このとをましてアクセルペダルは踏まな 
いで < ださい。 

思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

■走行 中の警告 

走行中はエンジンスイッチを " LOCK " にしないでくださし、。 

緊急時は走行中にエンジンを切り、 " ACC " にしてください。走行中にエンジ 
ンび停止すると思わめ事故につなびるおそれびあ D ます。（一 P . 302) 
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4-2 .運転のしかた 


A ミち意 

■バッテリー あがりを防止ずるために 

エンジンびかかっていないときは、エンジンスイッチを " ACC " または "ON ’’ 
にしたまま長時間放置しないでください。 

■エンジンを 始動ずるとさ 

♦一度に 30秒し iUi スターターをまわさないでください。 

♦エンジンび をえた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただち 
にトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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エンジン（イグニツシヨン）スイツチ 
(スマートエントリ ー& スタートシステム装着車) 


電モキーを携帯して;欠の操作を行ラことで、エンジンの始動またはエン 
ジンスイッチのモードを切りかえることびでさまず。 


エンシンのかけ方 

田正しい運転姿勢（一 P . 24) びとれるよラにシートの位置を調整し、 
ペダルの各位置を確認ずる 

团パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
向シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる 


团ブレーキペダルをしっかり踏 
む 

スマー トエント U-& スター トシス 
テム表示なび緑色に点なします。 
緑色に点なしていないと、エンジン 
はかかりません。 


回エンジンスイッチを押ず 

エンジンび始動するまで最大30秒 
間 スターターび 回転します。 

完全にエンジンび始動するまでブ 
レーキペダルを踏み続けて<ださ 
し、。 

エンジンスイッチのどのモード 
(一 P.142) か6でちエンジンを始 
動でをます。 
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4-2 .運転のしかた 


[|エンジンの停止のしかた 

田車両を完全に停止させる 
回シフトレバーを P の位置にずる 
団パーキングブレーキをかける（一 P . 巧 0) 

因エンジンスイッチを巧ず 

回ブレーキペダルか5足を離した状態にして、スマートエント U — & 
スタートシステム表示巧び消打していることを確認ずる 

U エンジンスイッチ①モード切りかえ 

ブレーキペダルを踏まずにエンジンスイッチを巧ずと、モードを切りか 
えることびでさまず。（スイッチを巧ずごとにモードび切りかわりまず。） 

の OFF 《 

非常点滅なび使用でさます。 

⑤ アクセサ U —モード 

オーディオなどの電装品び使用でを 
ぶ9 〇 

スマ ー トエント U —& スター トシス 
テム表示灯び緑色にゆつ < りと点滅 
しぶす。 

⑤イグニッション ON モード 

すべての電装品び使用でさます。 

スマ ー トエント U —& スター トシス 
テム表示灯び緑色にゆつ < りと点滅 
しぶす。 

* シフトレバーび P しツ外のとをはア 
クセヴ U- モードになり、 OFF に 
なりません。 
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■シフトレバーが P じ(外でエンジンを停止したとき 


シフトレノ（一び P じ(外でエンジンを停止させた場合、エンジンは停止し 
ますび、エンジンスイッチのモードは OFF になりません。じ(下の手順 
で OFF にしてください。 

田パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
团シフトレバーを P の位置にずる 

团スマートエント U — &スタートシステム表示巧び緑色にゆっくりと 
点滅していることを確認し、エンジンスイッチを1回巧ず 

团スマートエント U — &スタートシステム表示巧び消打していること 
を確認ずる 


口知識 _ 

■電モキーはポケットなどに携帯してください ■ 

電モキーびフ□ア 上、 ダッシュボード 上、 ドアポケット内、カップホルダー内、 ■ 
ラゲージルーム内、ル物入れなどにあるとをは、スマートエント U-& スタート ■ 
システムび正常に作動しません。（作動範囲： 一 P. 77) I 

■自動電源 OFF 機首目 

シフトレバーび P にあるとを日0分し义 h アクセヴ U- モードまたはイグニッシヨ 
ン ON モード（エンジンびかかっていない状態）にしたままにしておくと、エン 
ジンスイッチび自動で OFF になります。 

ただし、自動電源 OFF 機能は、バッテ U- あびりを完全に防ぐものではありま 
せん。エンジンび始動していないとをは、エンジンスイッチをアクセヴ U —モー 
ドまたはイグニッシヨン ON モードにしたまま長時間放置しないでください。 

■ 電子キーの電池の消耗について 

一 P' 82 

■スマートエントリ ー& スタートシステムび正常に働かないおそれのある状況 

一 P' 79 

■ご留意いたださたいこと 


一 P. 80 
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■エンジンび始動しないとを 

♦エンジンイモビライヴーシステムび解除されていない可能性びあります。 
レ P. 60) 

トヨタ販売店へご連絡 < ださい。 

♦シフトレバーび P の位置にあるか確認して 
ください。エンジンを始動するとをに、シ 
フトレバーび傾いたり、 P し U 外の位置にす 
るとステア U ング□ック機能び作動しエ 
ンジンを始動することびでをないことび 
あります。 

シフトレバーに物をかけないで<ださい。 



■ステアリング□ツクについて 


エンジンスイッチを OFF にしたあとにドアを開閉すると、ステア U ングロック 
機能により八ンドルび固定されます。エンジンスイッチを操作すると、ステア U 
ングロックは自動で解除されます。 


■ステアリング□ックび解除できないとき 


スマー トエント U-& スター トシステム表 
示なび1已秒間緑色にまく点滅します。シフ 
トレバーび P の位置にあることを確認し 
て、八ンドルを左ちにまわしなびら再操作し 
て < ださい。 



■ステアリング □ックモーターの 才 一/ ヒート 防止について 

短時間にエンジンの始動-停止をくり返すと、モーターのオーバーヒート防止の 
ために作動制限することびあります。その場合は操作を控えてください。 

2砂〜10秒程度でちとの状態にちどります。 

■スマートエントリー&スタートシステム表示なが黄色に点滅したときは 

システムに異常びあるおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて 
<ださい。 
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■ 緊急時のエンジン始動ち法 

シフトレバーを P にしてパーキングブレーキをかけ、エンジンスイッチびアク 
セヴ U —モードの状態でブレーキペダルを踏みエンジンスイッチを1已砂 UUi 
押し続けることにより、エンジンび始動でをる場合びあります。 

■電子キーの電池が切れたときは 

一 P. 2己8 

■エンジンスイッチの操作について 

参エンジンスイッチを操作する際は、短く確実に押してください。確実に押せて 
ない場合は、モードの切りかえやエンジンの始動びでさない場合びあります。ま 
た、確実に操作すれば押し続ける必要はありません。 

♦エンジンスイッチ OFF 後、すぐに再始動した場合は、エンジンび始動しない場 
合びあります。エンジンスイッチ OFF 後の再始動は、数砂待ってから操作し 
て < ださい。 

■販売店でスマートエントリ ー& スタートシステムを非作動にしたとをは 

一 P. 342 


A 警告 


■エンジンを 始動ずるとを 

必ず運転席に座って行ってください。このとさみしてアクセルペダルは踏まな 
いでください。 

思わめ事故につなび0、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

■走行 中の警告 

エンジンの停止などで車両滑走状態になったとさは、車両び安全な状態で停止 
するまでドアを開けたり、□ック操作をしたりしないでください。ステア1」ン 
グ□ック機能び作動し、思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■ 緊急時のエンジン停止ち法 

走行中にエンジンを緊急停止したい場合には、エンジンスイッチを3秒しツ上押 
し続けるか、素早く 3回し i (上連続で押してください。（一 P. 302) 

ただし、緊急時し:!かは走行中にエンジンスイッチにふれないでください。走行 
中にエンジンを停止してち八ンドルやフレーキの操作は可能ですび、操作力補 
助びなくな D ます。その場合は八ンドルとブレーキの操作び困難になるため、 
ま全を確認した上で、すみやかに道路脇に停車して<ださい。 



顯 
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A ミち意 


■バッテリー あがりを防止ずるために 

♦エンジンび かかっていないとをは、エンジンスイッチをアクセヴ U —モード 
またはイグニッシヨン ON モードにしたまま長時間放置しないでください。 

♦エンジンび かかっていないとをに、スマートエント U-& スタートシステム表 
示なび消なしていないとをはエンジンスイッチび OFF になっていません。エ 
ンジンスイッチを OFF にしてから車両を離れてください。 

♦シフト レバーび P 1；(がでエンジンを停止させないでください。シフトレバー 
び P 1；(がでエンジンを停止させた場合、エンジンスイッチびアクセヴ U — 
モードとなるため、そのまま放置するとパッテ U —あび D の原因となります。 

■エンジンを 始動ずるとき 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただち 
にトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■エンジン スイッチの操作について 

エンジンスイッチ操作時に引っかかりなどの違和感びあるとをは、故障のおそ 

れびあります。すみやかにトヨタ販売店にご連絡ください。 
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オート7チックトランスミッ 


■シフトレバーの動かし方 



^ エンジンスイッチび " ON " ★またはイグニッシヨン ON モード*の " 

状態で、ブレーキペダルを踏んだまま操作しまず。 te 

P と□のあいだの操作は、ブレーキペダルを踏み、車を完全に止めてか6行つ 
て < ださい。 


■シフトポジションの使用目的 


シフトポジション 

目的 

P 

駐車またはエンジンの始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行^ 

S 

坂道走行 

臣 

急な下り坂走行 


燃費向上や騒音の化減のために、通常は D ポジションを使用してください。 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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曰知識 

■ リバース警告ブザー 

シフトレバーを R に入れるとフヴーび鳴り、 R にあることを運転萄こ巧らせます。 

■シフトレバーを P か6シフトできないとき 

一 P' 341 


A 警告 

■ずべ りやずい路面を走行ずるとき 

急なアクセル操作や、シフト操作を行わないでください。エンジンブレーキカ 
の急激な変化び横すベ D やスピンの原因になりますのでミ主意してください。 







方向指示レバー 
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呆作のしかに 

レバーは操作したあと、ずぐにちとの位置にちどりまず。 

①左折 
(2) も折 

③ 左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまで左側方向指示なび 
点;厕します。 

④ ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまでち側ち向指示なび 
点;厕します。 


■ ち左巧後に方向指示巧の点滅び停止しない場合や、点滅を中止させた 
いとき 

レノ（一を逆方向の⑤または ( D の位置に操作して< ださい。レノ（一を 
①または②の位置まで操作ずると、選択した方向指示巧び点滅しま 
す。 
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口知識 

■作動を件 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ON " のとを 
► スマートエント U -& スタートシステム装着ま 
エンジンスイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 
■ 表示むの点滅び異常に速くなったとを 
方向指示なの電球び切れていないか確認して < ださい。 
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4-2 .運転のしかた 


パーキングブレーキ 


操作のしかた 


パーキングブレーキをかけるには、 
ち足でブレーキぺダ;レを踏みなび 
ら、左足でパーキングブレーキぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込む（再度踏 
み込むと解除される） 



□知識 

■冬季のパーキングブレーキの使用について 

一 P' 178 

■ , くーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー 

一 P. 309 


A ミち意 


■走行 前のま意 

パーキングブレーキを完全に解除して<ださい。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、ブレー 
キの効をび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあります。 






















ーン（警音お) 
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白知識 — 

■ A ンドル位置を調舊したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だとホーンび鳴らない場合びあります。（一 P .120) 
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ランプスイツ 


自動または手動でへッドランプなどを点なでさまず。 


操作のしかた 


①®車幅灯-尾灯-ま号灯•イ 
ンストルメントパネルラン 
プを点灯 

(2) ID 上記ランプとへッドランプ 
を点な 

③ AUTO ヘッドランプ-車幅灯など 
を自動点な-消な A 
(エンジンスイッチび" ON " 
*、またはイグニッシヨン 
ON モード★のとさ） 



[^\イビームに ずる 

① ランプ点灯時八イビームに切0 
かえ 

レバーをちとの位置へちどすと□一 
ビームに ちどります。 

② レバーを引いているあいだ、八イ 
ビームを点打 

ランプび消なしていてち、八イビーム 
び点なします。レバーを離すと、□一 
ビームにちどる、または消なします。 



* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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手動光軸調壁ダイヤル（八□ゲンへッドランプ装着車） 


乗車人数や荷物の量などによる姿勢の変化に合わせて、へッドランプの 
光軸を調整することびでさまず。 

① 上向さに調整 

② 下向さに調整 



BT043CU003 


目盛り設定の目を 


柔員と荷物の条件 

ダイヤル位置 

柔員 

荷物 

運転者 

なし 

0 

運転者と助手席柔員 

なし 

日.己 

全柔員 

なし 

吕 

全乗員 

ラ ゲージルーム 満載時 

3.5 

運転者 

ラ ゲージルーム 満載時 

己 
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曰知識 

■ライトセンサー ★ 


センサーの上にものを置いたり、センサーを 
&さぐよラなちのをウインドウガラスに貼 
らないでください。周囲からの光びさえざら 
れると、自動点な•消灯機能び正常に働かな 
くな D ます。 



■ランプ消し忘れ防止機能（ランプ自動点な•消なシステム装着車/寒冷地仕様車) 

► スマートエント U-& スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを "ACC " または " LOCK" にして運転席ドアを開けると 
へッドランプと尾灯び消灯します。 

再びランプを点灯する場合は、エンジンスイッチを "ON" にするか、一度ラ 
ンプスイッチを OFF にもどし、再度 ♦ または iD の位置にします。 

► スマー トエント U-& スター トシステム装着ま 
エンジンスイッチをアクセヴ U- モードまたは OFF にして運転席ドアを開け 
るとへッドランプと尾灯び消灯します。 

再びランプを点灯する場合は、エンジンスイッチをイグニッシヨン ON モード 
にするか、一度ランプスイッチを OFF にもどし、再度 ♦ または ID の位置に 
します。 


■ランプ消し忘れ警告ブザー（ランプ自動点な-消なシステム装着車を除く/寒を 
地仕様車を除 <) 

へッドランプ-尾なび点なしている状態で運転席ドアを開けると、ランプ類の消 
し忘れを警告するブヴーび鳴ります。 

■才ートレべリングシステム（ディスチャージへッドランプ装着車） 

通行人や対向車びまぶし<ないよラに、乗車人数-荷物の量などによる車の姿勢 
の変化に合わせて、へッドランプの光軸を自動で調整します。 

■販売店で設定可能な機能 

ライトセンサーの感度の設定などを変更でをます。 

(カスタマイズー覧： 一 P. 3日己） 


A ま意 

■バッ テリーあがりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でランプ類を長時間点なしないでください。 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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" INT " を還択しているとき、間欠作動の時間を調整ずることびできまず。 
次のよラにレバーを操作して、ワイパーの作動を選択しまず。ワイパー 
の間欠時間を調整でさまず。 


① 間欠作動 （ INT ) 

② 低速作動 ( L 0) 

③ 高速作動 （ HI ) 

④ 一時作動 ( MIST ) 


© 間欠ワイパーの作動頻度（減) 
® 間欠ワイパーの作動頻度（増) 
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4-3 .ランプのつけち.ワイパーの使い方 


の ウォッシャー液を出す 

ワイノ く一び連動して作動します。 



曰知識 
■作動条件 

► スマートエント U-& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび "ON " のとを 
► スマートエント U-& スタートシステム装着車 
エンジンスイッチびイグニッション ON モードのとを 

■ウォッシャー液げ出ないとき 

ウォッシャー液量び不足していないのにウォッシャー液び出ないときは、ノズル 
のつまりを点検してください。 


A 警告 


■ウ ォッシャー使用時の警告 

寒を時はフ□ントウインドウガラスび温まるまでウォッシャー液を使用しない 
でください。ウォッシャー液びフ□ントウインドウガラスに凍り付を、視界不 
良を起こして思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こ 
につなびるおそれびあります。 
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A ミち意 


■フ □ントウインドウガラスが乾いているとき 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあ0ます。 

■ウォ ッシャー液が出ないとき 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルび つまったとき 

ノズ j レびつまったとをはトヨタ販売店へご連絡ください。 
ピンなどで取り除かないでください。 

ノズ) レび損傷するおそれびあります。 
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4-3 .ランプのつけ方.ワイパーの使い方 




□知識 
■作動条件 

► スマートエント U-& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび "ON " のとを 
► スマートエント U-& スタートシステム装着車 
エンジンスイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

■ウォッシャー液が出ないとき 

ウォッシャー液量び不足していないのにウォッシャー液び出ないとをは、ノズル 
のつまりを点検してください。 
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A ミち意 


■ リヤウインドウガラスが乾いているとき 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあ0ます。 

■ウォ ッシャー液が出ないとき 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルび つまったとき 

ノズ j レびつまったとをはトヨタ販売店へご連絡ください。 
ピンなどで取り除かないでください。 

ノズ) レび損傷するおそれびあります。 





160 4-4 .給油のしかた 


給油□の開け方 


I 給油ずる前に 

• ドアとドアガラスを閉めて、エンジンスイッチを " LOCK " ★または 
OFF ★にしてください。 

• 燃料の種類を確認してください。 


□知識 — 

■燃料の種類 
無鉛レギ ユラー ガソ U ン 

■エタノール混合燃料について 

エタノールミ居合燃料（エタノールの混合率3%し U 下、含酸素化合物の含酸素率 
1.3%しッ下）ち使用することびでをます。 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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A 警告 


■給油ず るとをは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと火災を引を起こすなど、重大な傷害におよぶか、最悪の 
場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦給油 前にボデーなどの金属部分にふれて体の静電気を除去して < ださい。除去 
したあとは給油び完了するまで、車内にちどったり、他の人やちのにふれない 
でください。また、給油□に静電気を除去していない人を近付けないでくださ 
し、。 

静電気を帯電した人び給油□に近付くと、放電による火花で燃料に引火するお 
それびあります。 

♦キャップは ツマ5部分を持ち、ゆっくりと開けてください。 また' キャップを 
ゆるめたときに、"シュー"という音びする場合は、その音び止まるまでキャッ 
プをな持してください。 

すぐに開けると、気温び高いとをなどに、給油□から燃料び噴を出るおそれび 
あります。 

♦気化した 燃料を吸わないよラにしてください。 

燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのちあります。 

♦喫煙し ないでください。 

♦ふを こぼれを防ぐためなの点にミち意してください。 

-給ミ由□にノズルを確実に挿入する 
-縱ざ足し給ミ由をしない 

♦正常に 給ミ由でをない場合は、スタンドの係員を呼んで指示に従って<ださい。 



顯 
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4-4. 給油のしかた 


A ま意 

■給油ず るとさ 

指定のガソ U ンを使用してください。 

指定し U 外のガソ1」ンや他の燃料（粗悪ガソ1」ン-軽ミ由-巧ミ由-高濃度アルコー 
ル含有燃料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。 

なのよラな状態になるおそれびあります。 

♦ガソ 1」ンエンジンの始動性び悪くなる 

♦エンジンからの 異音や振動など（ノッキング）び発生する 

♦エン ジンの出力び化下する 

♦排気 制御システムび正常に機能しない 

♦燃料 系部品び損傷する 

♦塗装び 損傷する 


QlS 油□の開け方 

















団キャップをホルダーにはめ込む 
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1給油□を閉める 


キャップを"カチッ"と音びずるま 
でまわして閉める 

手を離すと、キャップびをち向に少し 
わど0ます。 




A 警告 


■キャップび 正常に閉ま S ないとさ 

おずトヨタ販売店へご連絡<ださい。 

正常に閉まらないキャップをそのまま使用したり、純正品し U 外のキャップを使 
用すると、火災などを引を起こし、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こに 
つなびるおそれびあります。 
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Toyota Stop & Start System 
(SMART STOP) A 


赤信号や交差点などの一時的な停車中、燃費向上やアイド U ング騒音ほ 
下のため、エンジンスイッチを操作ずることなく、ブレーキペダルまた 
はシフトレバーの操作によってエンジンを停止-再始動させるシステム 
です。 

!□ - S レンジアイドリングストップ 

■ エンジンが停止ずる 

シフトレバーを D または S で走 
行中、ブレーキペダルを踏み車両 
を完全に停止させると、エンジン 
び自動的に停止ずる 

エンジンび停止し 、 Stop & Start 
表示なび点なします。 


■ エンジンが再始動ずる 

ブレーキペダルから足を離ずと、エンジンび再始動ずる 
エンジンび巧始動し 、 Stop & Start 表示口び消なします。 



* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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P • N レンジアイドリングストップ 
■ エンジンび停止ずる 


田 ブレーキ ペダルを踏み、車両を 
完全に停止させる 

回シフトレバーを P または N にず 
ると、エンジンび自動的に停止 
する（一 P . 147) 

Stop & Start 表示なび点なします。 

D または S レンジアイド U ングストツ 
プの状態で、シフトレバーを P または 
N にしてち、エンジンの停止状態は継 
続されます。 

■ エンジンが再始動ずる 



シフトレバーを D • S •巨 • R のいずれかにずると、エンジンび再始動 

する（一 P . 147) 

シフトレノ（一の操作はブレーキペダルを踏んで行つてください。 

エンジンび巧始動し、 Stop & Start 表示なび消なします。 



顯 
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4-5. 運転支援装置について 


Stop & Start システムを非作動にずるには 


Stop & Start システムを非作動に 
するにはスイッチを巧ず 

stop & Start キャンセル表示口び点 
なします。 

ちラー度スイッチを巧すと、作動巧能 
状態にちどります。 



■ Stop & Start キャンセルスイッチを押したとき 

• Stop & Start システムによるエンジン停止中、 Stop & Start キヤ 
ンセルスイッチを巧ずとエンジンび再始動しまず。 


参 Stop & Start システムび非作動のとき、もう一度 Stop & Start 
キャンセルスイッチを巧ずと、 Stop & Start システムび作動巧能 
状態にもどりまずび、エンジンは停止しません。 

次に車両び停止したときに （Stop & Start システムび作動巧能状 
態にもどる）、 Stop & Start システムによって、エンジンび停止し 
ます。 


1坂道発進補助機能 （D • S レンジアイドリングストッス 


Stop & Start システムによって坂道でエンジン停止後の発進の際、ブ 
レーキペダルを離してエンジンを再始動し駆動力び発生ずるまでのあい 
だ、ブレーキ油圧（ブレーキの効さ）を一時的に保持して車両び後退ず 
るのを抑制し坂道発進を容易にしまず。 

駆動力び発生ずると、保持していたブレーキ油圧（ブレーキの効さ）を 
自動的に解除しまず。 
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曰知識 
■作動を件 

♦なのを件びすべて満たされたとき 、 Stop & Start システムび作動可能状態にな 
ります。 


-エンジンび十分暖まっているとを 
-バッテ U —状態（充電•温度など）び良好であるとを 
-運転席ドアび閉まっているとを 
-運転席シートベルトを着用しているとを 
-ボンネットび閉まっているとを 
-アクセルペダルを踏んでいないとを 
-シフトレバーび R . B しツ外のとを 


♦なの状況では 、 Stop & Start システムによるエンジン停止び行われない場合び 
ありますび、異常ではありません。 


-エンジン;令却水温やトランス5ッシヨン油温び化いとを、または高すざると 


さ 

車内温度び高いとさに、エアコンを使用しているとを 

バッテ U —び十分に充電されていないとを、および定期的な充電中 

おおなどで、断続的に停車するとを 

ブレーキぺ夕 V レを踏む力び弱いとを 

勾配び急な坂道で停車したとを 

ブレーキ倍力装置の負圧び低下したとを 

消費電力び大をいとを 

標高び高いとを 

外気温度び化いとを 


オートエアコン作動中に 



を押してフロントウインドウガラス曇り取 


りを作動させているとを（オートエアコン装着車） 

ブレーキぺ夕 V レを強く踏み込み、急減連で停車したとを 


• stop & Start システムによるエンジン停止中、;欠のときはエンジンび自動的に 
再始動する場合びあります。 


-ポンピング ブレーキを する、または ブレーキ ペダルをさらに強く踏み込んだ 
とを 

-エアコンを使用しているとを、またはオンにしたとを 
-バッテ U - び十分に充電されていないとを 
-傾斜などで車両び動を出したとを 
-アクセルペダルを踏んだとを 
-消費電力び大をいとを 
-運転席ドアを開けたとを 
-運転席シートベルトをはずしたとを 



顯 
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♦なの状況では、 S 扣 P & Start システムび作動するまでに時間びかかる場合びあ 
ります。 


-バッテ U —び放電しているとを 

. バッテ1」 一 交換などにより、バッテ U —端子をはずしたあと 
-エンジン;令却水温び低いとを 

■ Stop & Start システムの自動再開 

Stop & Start システムを Stop & Start キャンセルスイッチによって非作動に 
していても、一度エンジンスイッチを " LOCK " ★にまわし3砂し U 上な持してか 
ら " START " ★にまわす、または OFF ★にして3砂し iLh 経過してからイグニッ 
シヨン ON モード★にすることによって 、 Stop & Start システムは自動的に作 
動可能状態にちどります。 

■ Stop & Start システム巧護機首目 

大音量でオーディオを使用しているとを 、 Stop & Start システムをな護するた 
めにオーディオを自動的にオフにする場合びあります。 

そのよラな状態になった場合は、エンジンスイッチを " LOCK " ★にまねし3秒 
し iU : 保持してから " ACC " A または " ON " A にまねす、または OFF A にして3 
秒し:!上経過してからアクセヴ U - モード★またはイグニッシヨン ON モード★に 
することによってオーディオを再開させてください。 

■ボンネットを開けたとさは （D . S レンジアイドリングストップ） 

Stop & Start システムによるエンジン停止中にボンネットを開けた場合、エン 
ジンは自動で再始動しません。エンジンスイッチでエンジンを始動させてくださ 
い。 

■巧道発進補助機能について （D • S レンジアイドリングストップ） 

♦勾配び急な上り坂では、坂道発進補助機能び解除されたあと、車両び後退する 
ことびあります。このよ5な場所では、パーキングブレーキをかけたり、ブレー 
キペダルを操作して発進してください。 

♦坂道だけでな<、平坦な場所でち作動します。 

♦ Stop & Start システムによるエンジン停止中に、ブレーキペダルの踏力びかね 
る場合びあ D ますび、異常ではありません。 

♦ Stop & Start システムによるエンジン再始動後、アクセルペダルを踏むと坂道 
発進補助機能び解除されます。 

■ Stop & Start システムについて 

Stop & Start システムは赤信号や交差点などの一時的な停車のとをに使用し、 
長時間停車する場合などには、エンジンを停止してください。 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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■警告ブザーについて 

Stop & Start システムによるエンジン停止中、なのようになったときは警告ブ 
ヴーび鳴ると同時に Stop & Start 表示なび点滅します。 

♦ D • S レンジアイド U ングストップ：運転席ドアび開いたとを 

■ Stop & Sta けキャンセル表示なが点滅したままのときは 

システムに異常びあるおそれびあります。トヨタ販売店で点検を受けてくださ 
い。 


■ Stop & Sta けシステムによるエンジン停止中のエアコンについて 


Stop & Start システムによるエンジン停止中、エアコン（を房.暖房.除湿機 
齡びオフになり、送風になります。また、オートエアコン作動時のみ送風び停 
止する場合びあります。（オートエアコン装着車）エアコンびオフにならないよ 
うにするには 、 Stop & Start キャンセルスイッチを押し 、 Stop & Start シス 
テムを 非作動にしてください。 


■ Stop & Start システムによるエンジン停止中、ウインドウガラスが量ったとき 


Stop & Start キャンセルスイッチを押してエンジンを再始動してください。そ 


してエアコンの 



または 



を ON にして曇りを取ってくださし、。 


また、オートエアコン作動中に 



を押してフロントウインドウガラス曇り取 


りを作動させるとエンジンび再始動し、曇りを取ることびでをます。（オートエ 
アコン装着車） 

断続的にウインドウガラスび曇るときは 、 Stop & Start キャンセルスイッチを 
押し 、 Stop & Start システムを非作動にしてください。 


■ Stop & Sta けシステムによるエンジン停止中に、エアコンのさ出し□か6臭いび 
発生したとさは 


Stop & Start キャンセルスイッチを押して Stop & Start システムの作動を停 
止します。 



顯 


■アイドリングストップ時間表示と総アイドリングストップ時間表示 

一 P' 日8 

■バッテリーを交換ずるとき 

装着されているバッテ U - は 、 Stop & Start システム専用品です。同等の性能 
のちのと交換してください。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 
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A 警告 


■ stop & Start システムが作動しているとさ 

♦ S じ IP & Start システムによるエンジン停止中は、ブレーキペダルを踏み、お 
要に応じてパーキングブレーキをかけてください （Stop & Start 表示打び点 
打しているあいだ)。 

エンジンび自動的に始動するため、思わめ事故につなびるおそれびありを険で 
す。 

♦ Stop & Start システムによるエンジン停止中、車から離れないでください 
(Stop & Start 表示打び点灯しているあいだ)。 

エンジンび自動的に始動するため、思わめ事故につなびるおそれびあり危険で 
す。 

♦換気び 悪い場所では 、 Stop & Start システムを非作動にしてください。 
エンジンび自動的に再始動するため、排気ガスび充満し、重大な健康障害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 


A ミち意 


■ stop & Start システムを正常に作動させるために 

なのようなとをは Stop & Start システムび正常に作動しないおそれびありま 

す。トヨタ販売店で点検を受けてください。 

♦運転席 シートベルトを着巧しているとをに、メーター内のシートベルト非着用 
警告灯び点滅するとを 

♦運転席 シートベルトをはずしているとさに、メーター内のシートベルト非着用 
警告灯び点なしないとを 

♦運転席 ドアを閉めているとをに、メーター内の半ドア警告なび点なする、また 
はインテ U アランプのスイツチびドアポジシヨンのとをにインテ U アランプ 
び点なするとを 

♦運転席 ドアを開けているとをに、メーター内の半ドア警告灯び点なしない、ま 
たはインテ U アランプスイツチびドアポジシヨンのとをにインテ U アランプ 
び点灯しないとを 
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4WD 才ートモードスイツ 


走行の安全性や運転性能を高めるため、走行状況に応じて F F (前輪駆 
動）走行と 4 WD (4 輪駆動）走行を自動的に切りかえまず。 


14 WD 才ートモードを使用ずる 


スイツチを巧ず 

4 WD オートモード表示巧び数 
回点滅後、点なしまず。 

もラー度スイッチを巧ずと、解除 
されます。 



曰知識 


■ 4 WD オートモード表示なについて 



•4WD オートモードで走行中、前後輪の回転速度の差び大をい状態び長時間続い 
た場合などには、 4WD オートモード表示なび消なし、 4WD 警告なび点滅しま 
す。（一 P' 31 1) 

警告灯の点滅中は駆動系部品のな護のため、後輪への駆動力配分を体止し、 FF 
モードとな0ます。 

この場合は、エンジンをかけたまま;欠の対応を行ってください。 

-警告巧び消灯するまで車速を落とす。 

-警告巧び消なするまでエンジンをかけたまま停車する。 

•4WD システムに異常び発生したときには、 4WD オートモード表示灯び消灯す 
ることびあります。この場合には、 4WD オートモードスイッチの状態にかか 
ねらず FF モードとなります。 

■4 WD 才ートモードを使用しないとさは 

スイッチを押し、 FF モードにしてください。 FF モードにすることにより燃費性 
能を高めます。 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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運おを捕巧する装置 


走行の安全性や運転性能を高めるため、走行状況に応じて次の装置び自 
動で作動します。ただし、これらのシステムは補助的なをのなので、過 
信せずに運転には十分に注意してください。 


♦ ABS (アンチ□ックブレーキシステム） 

急ブレーキ時やすべ0やずい路面でのブレーキ時にタイヤの□ックを 
防ぎ、ス U ップを抑制しまず。 

♦ ブレーキアシスト 

急ブレーキ時などに、よ〇大をなブレーキカを発生させまず。 

♦ VSC (ビークルスタビ U ティコント□-ル） 

急な八ンドル操作や、ずべりやずい路面で旋回ずるとさに横ずベりを 
抑え、車両の姿勢維持に寄与しまず。 

♦ TRC (トラクシヨンコント□-ル） 


すべりやすい路面での発進時や加速時にタイヤの空転を抑え、駆動力 
を確保します。 


♦ EPS (エレクト U ックパワーステアリング） 

電気式モーターを利巧して、八ンドル操作を補助しまず。 

♦ 坂道発進お助機能 

坂道での発進性を補目力ずるため、駆動力び発生ずるまでのあいだブ 
レーキ油圧（ブレーキの効さ）を一時的に保持して、車両び後退ずる 
のを抑制し、お道発進を容易にしまず。（一 P .166) 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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■ tRC - VSC び作動しているとき 


TRC • VSC び作動しているときは、 
ス U ップ表示打び点滅しまず。 



Itrc を停止ずるには 


めかるみや新雪などから脱出ずるときに、 TRC び作動していると、アク 
セルペダルを踏み込んでをエンジンの出力び上びらず、脱出び困難な場 
合びありまず。このよラなときに TRC を停止ずることにより、脱出しや 
すくなる場合びありまず。 


TRC を停止ずるには磊を巧 
す 

TRC OFF 表示なび点なします。 
ちう一度1を巧すと、システム 




顯 


作動巧能が態にちどります。 
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口知識 

■ TRC と VSC を停止ずるには 


TRC と VSC を停止するには、停車時に 
を押し3砂攻上保持して<ださい。 

VSC OFF 表示口が点なし、 TRC 日 FF 表 

おなが点なします。 

" " 

ち ラー度く I を押すと、システム作動可 
能状態にちどります。 

■ VSC OFF スイッチを巧さなくても TRC OFF 表示なが点なしたとき 

TRC び作動でをない状態になっています。トヨタ販売店にご相談ください。 

■ ABS • ブレーキアシスト. VSC • TRC の作動音と}忘動 

♦エンジン始動時や発進直後、ブレーキペダルをくり返し踏んだとさに、エンジ 
ン) レームから作動音び聞こえることびありますび、異常ではありません。 

♦上記のシステムび作動すると、なのよラな現象び発生することびありますび、異 
常ではありません。 

-車体や八ンドルに振動を感じる 

-車両停止後ちモーター音が聞こえる 

- A 目 S の作動時に、ブレーキペダルがル刻みに動< 

- ABS の作動終了後、ブレーキペダルがかし與に入る 

■ EPS モーターの作動音 

八ンドル操作を行ったとを、モーターの音 （ "ウイーン"といラ音）が聞こえる 
ことがありますが、異常ではありません。 

















4-5. 運転支援装置について 
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■TRC や VSC の自動復帰について 

TRC や VSC を作動停止にしたあと、なのとをは作動可能状態にもどります。 
♦エンジンスイッチを " LOCK ^”、 または OFF ★にしたとを 

• ( TRC のみを作動停止にしている場合）車まび高くなったとき 
ただし、 TRC と VSC の作動を停止している場合は、車速による自動復帰はあ 
りません。 


■ EPS の効果び下びるとを 

停車中か極な速走行中に長時間八ンドルをまわし続けると、 EPS システムのオー 
パ'-ヒートを避けるため、 EPS の効果び下びり八ンドル操作び重く感じられる 
よラになります。 

その場合は、八ンドル操作を控えるか、停車し、エンジンを停止してください。 
10分程度でもとの状態にもどります。 


A 警告 

■ ABS の効まを発揮できないとき 

♦タイヤの グ U ップ性能の限界をこえたとを(雪に覆われた路面を過剰に摩耗し 
たタイヤで走行するとをなど） 

♦雨で めれた路面やすべりやすい路面での高速走行時に、八イド□プレーニング 
現象び発生したとを 

■ ABS が作動ずることで、制動距離び通常よりち長くなるとき 

ABS は制動距離を短くする装置ではありません。なの状況では、常に速度を控 
えめにして前車とま全な車間距離をとってください。 

♦ミ 尼-砂利の道路や積雪路を走行しているとを 

♦タイヤ チェーンを装着しているとを 

♦道路の つなざ目など、段差をこえたとを 

♦凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとを 

■TRC の効果を発揮できないとき 

すべりやすい路面では、 TRC び作動していてち、車両の方向ま定性や駆動力び 
得られないことびあ0ます。車両のち向安定性や駆動力を失ラよラな状況では、 
特に慎重に運転してください。 

■スリ ップ表示なが点滅しているときは 

VSC び作動中であることを知らせています。常に安全運転をむびけて<ださ 
し、。無謀な運転は思わめ事故につなびるおそれびありを険です。表示なび点滅 
したら特に慎重に運転してください。 



顯 


t :仕様により異なる装備やオプション装備 
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4 -已.運転支援装置について 


A 警告 


■ TRC や VSC を OFF にずるとさ 

TRC や VSC は駆動力や車両のち向ま定性を確なしよラとするシステムです。 
そのため、必要なとさしツ外は TRC 、 VSC を作動停止状態にしないでください。 
TRC や VSC を作動停止状態にしたとをは、路面状況に応じた速度で、特に慎 
重な運転をむびけて < ださい。 

■タイヤを 交換ずるとき 

4輪とち指定されたサイズで、同じメーカー•銘柄-トレッドパターン（溝模 
様）のタイヤを使用し、指定された空気圧にしてください。（一 P . 3己 1) 
異なったタイヤを装着すると 、 ABS ' TRC . VSC び正常に作動しません。 
タイヤ、またはホイールを交換するとをは、トヨタ販売店に相談してください。 

■タイヤと サスペンションの取り扱い 

問題びあるタイヤを使用したり、サスペンションを改造したりすると、運転を 
補助するシステムに悪影響をおよぼし、システムの故障につなびるおそれびあ 
ります。 





寒巧時の運拓 


4-日.運転のアドバイス 
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寒を時に備えて、準備や点検など正し<処置していただいた上で適切に 
運転して < ださい。 


1をを迎える準備 


♦次のちのはそれぞれ外気温に適したちのをお使いください。 

-エンジンオイル 
-;令却水 

-ウォッシャー液 

♦バッテ U —の点検を受けてください。 

♦を用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（前部タイヤ用）を使巧してく 
ださい。 

タイヤは4輪とを指定サイズで同一銘柄のをのを、タイヤチェーンは 
タイヤサイズに合ったをのを使用してください。 

(タイヤについて： 一 P . 264) 

1運転ずる前に 

状況に応じて;欠のことを行ってください。 

• ドアやワイパーび凍結したときは無理に開けたり動かしたりせず、め 
るま湯をかけるなどして氷を解かし、ずぐに水分を十分にふを取って 
<ださい。 

• フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雪び積ちっていると 
さは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を取り除いて 
<ださい。 

♦外装ランプ、車両の屋根、タイヤの周辺やブレーキ装置に雪や氷び付 
いているとさは、取り除いて<ださい。 

♦乗車ずる前に靴底に付いた雪をよく落としてください。 



顯 


1運転ずるとさ 

ゆっくりスタートし、車間距離を十分にとって控えめな速度で走行して 
<ださい。 
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4 -日.運転のアドバイス 


a 駐車ずるとき 

パーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でさなく 
なるおそれびありまず。パーキングブレーキはかけずに、シフトレバー 
を P に入れて駐車し、輪止め’ X をしてください。 

* 輪止めは、トヨタ販売店で購入することびでをます。 


□知識 — 

■タイヤチェーンについて 

取り付け-取りはずし-取り扱い方法につしにはなの指示に従ってください。 
♦ま全に作業でをる場所で行5 
♦前2輪に取0付ける 
参タイヤチェーンに付属の取扱説明書に従ラ 
♦取り付け後約0.己〜1 .0 km 走行したら締め直しを行ラ 
■寒を地用ワイパーブレードについて 

♦降雪期に使用する寒;令地用ワイパーブレードは、雪び付着するのを防ぐために 
金属部分を3ムで覆ってあ0ます。トヨタ販売店で各車指定のフレードをおホ 
めください。 

♦高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスびふを取りにくくなること 
びあります。その場合には速度を落としてください。 






4-6 .運転のアドバイス 
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A 警告 

■を 用タイヤ装着時の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコント□ールび不能となり、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあります。 

♦指定 サイズのタイヤを使用する 
• 空気圧を指定値に調整する 

♦装着す るを用タイヤの最高許容速度や制限速度をこえる速度で走行しない 
♦を 用タイヤを装着する際は、必ず4輪とち装着する 

■タイヤ チェーン装着時の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、ま全に車を運転することびでをずに、思わめ事故につ 
なびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦装着した チェーンに定められた制限速度、もしくは 30 km / h のどちらか低い 
ほラをこえる速度で走行しない 

♦路面の 凹凸や巧を避ける 

♦急 加速、急八ンドル、急ブレーキやシフト操作による急激なエンジンブレーキ 
の使用は避ける 

♦カーブの 入り□手前で十分減速して、車のコント□ールを失ラのを防ぐ 

■駐車 時の警告 

パーキングブレーキをかけずに駐車するとをは、必ず輪止めをしてください。 
輪止めをしないと、車び動を思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 



顯 


A ま意 


■タイヤ チェーンの使用について 

トヨタ純正タイヤチェーンのご使巧をおすすめします。 

トヨタ純正品し U がのタイヤチェーンの中には、使用すると車体にあたり、走行 
のさまたげとなるおそれびあるちのちあ0ます。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

■フ □ントウインドウガラスに付いた氷を除去ずるとき 

たたいて割らないで < ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 
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4-6 .運転のアドバイス 
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ま巧装備-機能 



日- 1 .エアコンとデフ オッガーの 


使い方 

マニュアルエアコン . 182 

オートエアコン . 187 

U ヤウインドウデフォッガー 
動取 0). 19巨 

フ□ントワイパー 
デアイサー . 198 

己- 2. オーディオの使い方 

オーディオの種類 . 199 

ラジオの使い方 . 200 

CD プレーヤーの使い方 ........ 202 

MP 3 /WMA ディスクの 
聞きち . 207 

快適に聞くために . 213 

ステア U ングスイッチ 
での操作 . 21已 

アンテナ . 218 

5-3. 室内 I 灯のつけ方 

室内灯一覧 . 219 

•インテ U ア 

ランプ（前側） . 220 

•パーソナルランプ . 220 

■インテ U ア 

ランプ（ラしろ側） . 220 


己- 4. 収納装備 

収納装備一覧 . 222 

•運転席アッパートレイ ...... 224 

•助手席アッパー 

ボックス . 22己 

-カップホルダー . 227 

. ベンチ シート 
カップホルダー付 

クッシヨントレイ . 229 

•ル物入れ . 230 

-シートポケット . 233 

•ボトルホルダー . 23已 

-アンブレラホルダー . 236 

-ドアポケット . 237 

己-己.その他の室内装備の使い方 
サンバイヴー/ 

バニテイミラー . 238 

時計 . 239 

外気温度表示 . 240 

アクセヴ U —ソケット . 241 

ポストカードホルダー . 242 


運転席アームレスト . 243 

運転席快適温熱 

シートヒーター . 244 

買い物フック . 246 

ラ ゲージルーム 内装備 . 247 

アシストグ U ップ . 249 

コートフック . 2已〇 
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5-1. エアコンとデフォッガーの使いち 


マニュアルエアコン ★ 



© 風量調節ダイヤル 

② 吹き出し口切りかえダイヤル 

③ 温度調節ダイヤル 


④外気導入-内気循環切りかえ 
ダイヤル 

⑥エアコン ON • OFF 


I エアコンの設定 

田風量を調節するには、風量調節ダイヤルをち（増）か左（減）へまわず 

ち風を止めるとさはダイヤルを0の位置に合わせてください。 

回温度設定を変更ずるには温度調節ダイヤルをち(暖)か左(を)へまわず 



び巧されていない場合は、送風または暖房で使用でをます。 


团吹き出し口を切りかえるには、巧き出し口切りかえダイヤルをまわし 
て吹さ出し口を還ぶ 

ダイヤルの位置を各吹を出し□のあいだにすると、吹を出し□を細かく還択でをま 
す。 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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1吹さ出し口切りかえダイヤルを 


か:^^^^^ ぶ 

の位置にする 





回外気導入-内気循環切りかえダイヤルをの位置にまわず 
团状況に応じて;欠の操作を行ラ 

• 風量調節ダイヤルで風量を調節ずる 
• 温度調節ダイヤルで温度を調節ずる 

• (^ c ) を巧してエアコンを ON にずる 

風量を強くし、送風温度を上げると、より早く曇りを取ることびでをます。 

1[巧き出し□と送風について 

上半身に送風ずる 


上半身と足元に送風する 
^ :寒;令地仕様車のみ 



權 

み 

^ BTO51CU013 


Iフ□ントウインドウガラスの量りを取るには 
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5-1. エアコンとデフオッガーの使いち 


足元に送風ずる 

寒を地仕様車のみ 


足元に送風-ガラスの量りを取る 
:寒を地仕様車のみ 



U 外気導入-内気循環を切りかえるには 

外気導入-内気循環切りかえダイヤルをの位置にまわずと外気導 
入、の位置にまわずと内気循環に切りかわりまず。 


n 風向きの調整と吹き出し□の開閉 

吹さ出し口の調整 
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吹さ出し□の開閉 
@開ける 
@閉じる 



曰知識 


■ガラスの量りについて 

♦ま室内の湿度び高いときはガラスび曇りやすくなります。その場合は、 f A/C ) を 

ON にすると、吹き出し□から除湿された風び出るため、効果的に雲りを取る 
ことびでをます。 

• (^A/ りを ON から OFF にすると、ガラスび曇りやすくなります。 

♦内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあります。 

■外気導入.内気循環について 

トンネルやお滞などで、巧れた外気を車内に入れた<ないとをや、外気温度び高 
いとをに;令房効果を高めたい場合は、内気循環にすると効果的です。 

■エアコン使用中に f A/C ) の作動表示なが消'なしたときは 

システムの異常び考えられますので、ま全な場所に車を止めて、いったんエアコ 
ンスイッチを OFF にしてから、もう一度 ON にしてください。再度消なする場 
合は、スイッチを OFF にしてからトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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5-1. エアコンとデフオツガーの使いち 


■が気温度び0 °c 近くまで下びったとを 



を押してち除湿効果び働かない場合びあります。 


■エアコンの臭いについて 

♦エアコン 使用中に、車室内外のさまざまな臭いび エアコン 装置内に取り込まれ 
て混ざり合ラことにより、吹を出し□からの風に臭いびすることびあります。 

参エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はが気導入にしておく 
ことをおすすめします。 


■エアコンフイルターについて 

一 P' 294 


A 警告 

■フ □ントウインドウガラスの量りを防止ずるために 

外気の湿度び高いとさにエアコンを低い設定温度で作動させているとをは、吹 
を出し□切りかえダイヤルを而泊)位置に合わせないでください。外気とガラス 
の温度差でガラスの外側び曇り、視界をさまたげる場合びあります。 


A 汪意 

■バッ テリーあげりを防ぐために 

エンジン停止中は、必要しソ上にエアコンを使用しないでください。 







—トエアコン ★ 
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© 温度表示 

② 「ナノイ ー 」 

③ 才ート設定 
0温度調節 
©送風停止 

⑥エアコンの ON • OFF 
@風量調節 


⑧ 吹を出し□切りかえ 
@風量表示 
⑩吹さ出し口表示 
@花粉除去 
返)内外気切りかえ 

⑩フ□ントウインドウガラス曇り 
取0 



* :仕様により異なる装備やオプション装備 
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5-1. エアコンとデフオツガーの使いち 


才ートエアコンを使ラには 


の^対甲ず 

吹き出し□と風量び自動で調整されます。 

A 

回温度設定を変更ずるには(胃)の A 腮）か▽说）を巧ず 


因^を巧ず 

ボタンを巧すたびにを房.除湿機能の ON • OFF び切りかわります。 

1お好みの設定で使ラとき 


田風量を調節ずるには A (増）か▽(減）を巧ず 


送風を止めるとをは 




を巧します。 


回温度設定を変更ずるには卜の A 鳩）か▽(を）を巧ず 


び巧されていない場合は、送風または暖房で使用でをます。 


团がさ出し□を切りかえるには^ 

巧すたびに吹を出し□び切りかわります。 


を押ず 
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■フ□ントウインドウガラスの量りを取るには 



を巧す 


除湿機能が作動し、風量び増えます。内 
気循環にしている場合は、外気導入に 
してください。（自動的に切りかわる場 
合もあります） 

風量を強< し、設定温度を上げると、よ 
り早く曇りを取ることびできます。 



曇0び取れたら再度 



を押すと前 


のモードにちどります。 
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5-1. エアコンとデフオッガーの使いち 


a 吹き出し□と送風について 


上半身に送風ずる 


上半身と足元に送風する 
^ :寒;令地仕様車のみ 


足元に送風する 

^ :寒;令地仕様車のみ 


足元に送風-ガラスの曇りを取る 
^ :寒;令地仕様車のみ 
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外気導入-内気循環を切りかえるには 


反 


を押す 


ボタンを押すたびに外気導入.内気循環に切0かわ0ます。 


内気循環を選択しているとさは、 


反 


の表示灯び点灯します。 


巧粉除去機能を使ラには 


を押す 

内気循環に切りかわり、上半身に送風して花粉を除去します。通常約3分後に 
を押す前のモードにもどります。 


途中で止めるとさは、再度 


を押すと前のモードにちどります。 


r ナノイー」を使うには 


スイッチを巧す 

エアコン送風時に「ナノイー」び作動 
し、の表示灯び点灯します。 
(「ナノイー」 について： ^P . 194) 
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5-1. エアコンとデフオッガーの使いち 


n 風向きの調壁と吹き出し□の開閉 


吹さ出し口の調整 


吹さ出し□の開閉 
の開ける 
②閉じる 




曰知識 

■才ー ト 設定の作動について 


風量は温度設定と外気の状態により自動で調整されるため、 



を押した直 


後、温風や;令風の準備びでをるまでしばらく送風び停止する場合びあります。 






















■ガラスの量りについて 


已 - 1.エアコンとデフオツガーの使いち 
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♦ま室内の湿度び高いときはガラスび曇りやすくなります。その場合は、 


ON にすると、吹き出し□から除湿された風び出るため、効果的に雲りを取る 
ことびでをます。 


1 を ON から OFF にすると、ガラスび曇りやすくなります。 



♦内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあります。 

Iが気導入-内気循環について 

トンネルやお滞などで、巧れた外気を車内に入れた<ないとをや、外気温度び高 
いとをに;令房効果を高めたい場合は、内気循環にすると効果的です。 


■エアコン 使用中に 


の作動表示なが消'なしたとさは 


システムの異常び考えられますので、ま全な場巧に車を止めて、いったんエアコ 
ンスイッチを OFF にしてから、もう一度 ON にしてください。再度消なする場 
合は、スイッチを OFF にしてからトヨタ販売店で点検を受けてください。 

I 夕1•気温度が0 ‘C 近くまで下がったとき 

3を押しても除湿効果び働かない場合びあります。 


I巧粉'除去モードについて 

♦か気温び化いとさは、フロントウインドウガラスの曇りを防止するためになの 
よラな作動をする場合びあ D ます。 

-内気循環に切りかわらない 
-除湿機能び作動する 
•約1分後に作動び停止する 


>雨天時はガラスび曇るため、 


を押して<ださい 


♦湿度び非常に高いときに使うとガラスび曇る場合びあります。 

♦巧粉除去モードび OFF のとをも花粉はフイルターで取り除かれています。 
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5-1. エアコンとデフオツガーの使いち 


■r ナノイー」※1について 

エアコンには「ナノイー」技術び搭載されています。この技術は運転席側の吹を 
出し□を通じて、水に包まれた肌や髪にやさしい弱酸性の「ナノイー」を放出し、 
室内を爽やかな空気で満たしますX’ 2。 

♦ r ナノイー」の作動中、なの条件で効果を発揮します。なの条件し分外では、効果 
び十分に得られない場合びあ D ます。 

-吹を出し□びグ、く/または •yj のとを 
-運転席側の吹を出し□び開いているとを 

♦ r ナノイー」作動時は、微量のオゾンび発生し、かすかに臭ラことびありますび、 
森林など、自然界に存在する程度の量なので、人体に影響はありません。 

♦作動中、かすかに作動音び聞こえることびありますび、異常ではありません。 

fnanoej ,「ナノイ ー 」および fnanoej マークは、パナソニック株式会社 
の商標です。 

^2温湿度環境、風量•風向をによっては「ナノイー」の効果び十分に得られな 
い場合びあります。 

■エアコンの臭いについて 

♦エアコン 使用中に、ま室内外のさまざまな臭いび エアコン 装置内に取り込まれ 
て混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることびあります。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はか気導入にしておく 
ことをおすすめします。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時にはエ 
アコン始動直後、しばらく送風び停止する場合びあります。 

■エアコンフイルターについて 

一 P' 294 


A 警告 


■フ □ントウインドウガラスの量りを防止ずるために 


外気の湿度び高いとさにエアコンを化い設定温度で作動させているとをは、 



を押さないで<ださい。が気とガラスの温度差でガラスの外側び曇り、 


視界をさまたげる場合びあります。 


■r ナノイー」について 


このシステムは、高電圧の部品を含むため、分解•修理はしないでください。 
修理び必要な場合は、トヨタ販売店に問い合せ<ださい。 
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A ミち意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中は、必要しツ上にエアコンを使用しないでください。 

■「ナノイー」 の損傷を防ぐために 

運転席の吹を出し□の近くでスプレーを使用したり、吹を出し□にものをはめ 
込んだり貼ったりしないでください。システムび正常に働かなくなるおそれび 
あります。 
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5-1. エアコンとデフォッガーの使いち 


リヤウインドウデフォッガー（量り取り) 


U ヤウインドウの量りを取るときにお使いください 


► マニュアルエアコン装着車 


オン/オフ 

巧すごとにオン/オフび切りかわり、 
作動中は表示なび点なします。 


► オートエアコン装着車 



オン/オフ 

巧すごとにオン/オフび切りかわり、 
作動中は表示なび点なします。 

U ヤウインドウデフ オッ ガーは自動的 
にオフになります。 

作動時間は外気温度や車まによって 
かわ0ます。 



曰知識 
■作動を件 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが "ON " のとき 
► スマートエント U — &スタートシステム装着車 
エンジンスイッチがイグこッシヨン日 N モードのとを 

■ 5 ラーヒーターについて（ミラーヒーター装着車） 

U ヤウインドウデフォッガーをオンにするとミラーヒーターも同時に作動しま 
す。 
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A 警告 

■ 5 ラーヒーター 作動中の警告 （5 ラーヒーター 装着車） 

ドア5ラー表面び熱くなります。やけどをするおそれびあるのでふれないでく 
ださい。 


A 汪意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

連続して長時間使用すると、バッテ U —あびりの原因となります。 







198 


5-1. エアコンとデフォッガーの使いち 


フロントワイパーデアイサー ★ 


フ□ントウインドウガラスとワイパーブレードの凍結を防ぐためにお使 
い < ださい 


オン/オフ 


分で自動的にオフになります。 



日知識 — 

■作動を件 

► スマートエント U-& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび "ON " のとを 
► スマートエント U-& スタートシステム装着車 
エンジンスイツチびイグニツシヨン ON モードのとを 


A 警告 
■作動 中の警告 

フロントウインドウガラス下部および運転席側フ□ントピラー横の表面び熱く 
なっており、やけどをするおそれがあるのでふれないで<ださい。 


A :仕様により異なる装備やオプション装備 
















オーデイオの種類 


己-2.オーディオの使い方 
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► CD プレーヤー、 AM / FM ラジオ装着車 


た - 



タイトル 

参照ページ 

ラジオの使いち 

P . 200 

CD プレーヤーの使い方 

P . 202 

MP 3 / WMA デイスクの聞さ方 

P . 207 

快適に聞くために 

P . 213 

ステア U ングスイツチでの操作 

P . 21己 


U 知識 

■携帯電話の使用 

オーディオを聞いているとをに、車内または車の近くで携帯電話を使用した場 
合、オーディオのスピーカーから雑音び聞こえることびあります。 


A ミち意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中にオーディオを長時間使用しないでください。 
■才ー ディオの取り扱いについて 
オーディオに飲み物などをこぼさないよ5に注意してください。 
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已 -2 .オーディオの使いち 


ラジオの使い方 



① 周波数の調整 ⑥放送局の自動設定 

② 遇局 ⑥ AM / FM の切りかえ 

③ 電源のオン/オフ、音量の調整⑦交通情報 

④ 周波数の探索 


1放送局を記憶 

■ 手動設定 

をまわして、またはの" A " (高い周波数）または" V " 

(ない周波数）を巧して、お好みの放送局を探す 
因記憶させたいスイッチ巳て]〜を"ピッ"と音び鳴るまで巧ず 

■ 自動設定 

。[品リを"ピッ"と音び鳴るまで巧ず 

受信感度の良い順に己局まで記憶されます。記憶び終了すると"ピッピッ"と 
音び鳴ります。 
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I 交通情報を受信ずる 

I .."11 I を押す 

ちラー度押すと解除されます。 


□知識 


■L I について 

♦新車時は、1日 20 kHz にセットしてあります。 

•AM ラジオモードのとを I 」を"ピッ"と音び鳴るまで押し続けると、その 

周波数を L -.,,,1 I に記憶させることびでをます。ただし、バッテ U —との接続 
び断たれたとさは、1己 20 kHz にちどります。 


_ I © 

• ( I を押して、フジオをち:信しているとをは、 tS 思 K 

I © 

~6 1'[ AUTO . P 」 を操作しても、周波数は切りかわりません。 

■バッテリーとの接続び断たれたとさは 

[^〜に設定されていた放送局び消去されます。 

■受信感度について 

参アンテナの位置びそのとさどをでかわるため、電波の強さびかねつたり、障害 
物や電車、信号機などの影響により良好な受信感度をなつことび難しい場合ち 
あ0ます。 

品乃を使っているとを、自動選局や自動記憶びでさないことびあります。 


lUNtULt 
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已 -2 .オーディオの使いち 


CD プレーヤーの使い方 



① CD の取り出し ©再生 

② 電源のオン/オフ、音量の調整 (6) U ピート再生 

③ 選曲 ⑦ランダム再生 

④ 早ちどし/早送り ® 表示の切0かえ 


を挿入ずる 

CD を1枚、挿入ずる 


ICD を取り出ず 

を巧して CD を取り出ず 


1巧を選ぶ 


^の"/(次曲）または" V "(前曲）を巧して聞きたい曲のま号 
© 


を表示させる 
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1 早ちどし、早送りずる 

早もどし、早送りずるには、(早もどし）または亡^(早送り）を 
巧し続ける 

| u ピート ( RPT ) 再生ずる 

亡^ ( RPT ) を巧ず 


1ランダム （ RAND ) 再生ずる 

亡^ ( RAND ) を巧ず 


1 表示を切りかえる 

ご反 n を巧す 

巧すごとに、巧のよラに表示び切りかわります。 
巧順および経過時間 ^ CD タイトル^曲名 


U 1 知識 
■表示について 

ディスプレイに一度に表示でさるのは12文字までです。 

CD タイトル、または曲名び13文字し:!上の場合は、を長押しすることに 

より、13文字目しツ降を表示でをます。 

表示でさるのは最大で24文字です。 

ご技のをもラー度長押しする、または約日秒!; Lh 操作をしないまま放置すると、 
もとの12文字目までの表示にもどります。 

記録されている内容によっては、正しく表示されなかったり、表示自体されない 
ことびあ0ます。 

■ランダム再生、リピート再生の解除 

もう一度 f ^^( RAND ) または [^( RPT ) を押します。 

■エラー表示 

" ERROR " :ディスクび巧れているとをや、裏表をなどで読み取りびでをないと 
を、ちしくはプレイヤー内部に異常びあるとをに表示されます。 






























204 


已 -2 .オーディオの使い方 


■再生可能な CD 

次のマークの付いたディスクが再生でをます。 

記録状態和ディスクの特性、キズ、ミちれ、劣化により再生でさないことがありま 
す。 


nCOMPflCT _r|COMP 凸 CT ri COMPACT 

抽腹恒团腹恒团帽陌 

DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO 

I TEXT I |_ReWritable I 

コピープ□テクト機能付 CD などは再生でをません。 

■ CD プレーヤーの巧護機能 

プレーヤー内部をな護するため、使用中に異常び生じたとさは自動的に再生を停 
止します。 

■ CD をプレーヤー内部に、またはプレーヤーか5飛び出した状態のままで長時間放 
置ずると 

CD び傷付を使巧でをなくなるおそれびあります。 

■レンズクリーナ ー 

レンズク U —ナーを使用しないでください。使用すると、プレーヤーび故障する 
おそれびあ0ます。 


抽腹陌 

DIGITAL AUDIO 
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A ま意 


■使用で をない CD、 アダプター 

なのよラな CD 、 8 cm CD アダプター 、 Dual Disc を使用しないでください。 
使用すると、プレーヤーび故障したり、 CD の出し入れびでをなくなるおそれ 
び友0ます。 

♦直径 1 2 cm の円お！;(外の CD 


♦化 品質または変おしている CD 


♦記録 部分び透明または半透明の CD 


♦セ □八ンテープ、シール、 CD - R 用ラベル 
などを貼った CD や、はびしたあとのある 
CD 



































206 


已 -2 .オーデイオの使いち 


A ミち意 

■ CD プレーヤーの取り扱いについて 

なのことをお守りいただかないと、 CD び聞けな<なったり、 CD プレーヤーび 
正常に働かな<なるおそれびあります。 

• CD 挿入□に CD 1；(外のものを入れない 
参 CD プレーヤーにオイルを塗ったりしない 

• CD は直射日光を避けて保管する 

• CD プレーヤーを分解しない 

♦一度に 2枚し U 上の CD を挿入しない 


8 TO 52 CP 025 
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MP 3 / WMA ディスクの聞を方 



① CD の取り出し ©再生 

② ファイルの選択 ® U ピート再生 

③ 電源のオン/オフ、音量の調整⑧ランダム再生 

④ ファイルの選択 ® 表示の切りかえ 

® 早ちどし/早送り ⑩フォルダの還択 

| j \/ IP 3 /WMA ディスクを挿入ずる、または取り出ず 

-^P. 202 

I 早もどし、早送りずる 

-^ P . 203 

I フォルダを選ぶ-最初のフォルダにもどる 


© 

FOLDER 


の"八"（次フォルダ）または" V "(前フォルダ）を巧して聞き 


たいフォルダを選ぶ 

最初のフォルグのちどるには" V " を"ピッ"と音び鳴るまで巧します。 
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已 -2 .オーディオの使い方 


■ファイルを選択ずる 



をまわして、または 


SEEK 

TRACK 


© 


の 


A " (次ファイル）または 


ファイル）を巧して聞さたいファイルを探ず 


" V "揃 


I リピート （ RPT ) 再生ずる 

■ ファイルをくり返して再生ずる 

^ n ( RPT ) を巧ず 

■ フォルダをくり返して再生ずる 

^ n ( RPT ) を"ピッ"と音びずるまで巧ず 

1ランダム （ RAND ) 再生ずる 

■ 特定のフォルダの中か5無作為にファイルを再生ずる 

f ^( RAND ) を押ず 

■ ディスクの中か5無作為にずべてのファイルを再生ずる 

f ^( RAND ) を"ピッ"と音びずるまで巧ず 

1表示を切りかえる 

ご反のを巧す 

巧すごとに、巧のよラに表示び切りかわります。 

フォルダ番号-ファイル番号-経過時間^フォルダタイトル^ファイル名^ 
ディスクタイトル （ MP 3 のみ）^曲名^アーティスト名 



























曰知識 
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■表示について 

ディスプレイに一度に表示でさるのは12文字までです。 

CD タイトル、または曲名び13文字し U 上の場合は、を長押しすることに 

より、13文字目しツ降を表示でをます。 

表おでをるのは最大で24文字です。 

丘瓦 n をも5—度長押しする、または約己秒！;(上操作をしないまま放置すると、 
もとの12文字目までの表示にちどります。 

記録されている内容によっては、正しく表示されなかったり、表示自体されない 
ことがあります。 

■ランダム再生、リピート再生の解除 

もう一度 [^( RAND ) または [ r ^( RPT ) を押します。 

■エラー表示 

" ERROR " :ディスクび巧れているとをや、裏表逆などで読み取りびでをないと 
を、ちしくはプレイヤー内部に異常びあるとをに表示されます。 

" N 0 MUS に"：ディスク内に MP 3/ WMA ファイルび収録されていないとをに 
表示されます。 

■再生巧能な CD 

し i (下のマークの付いたディスクび再生でをます。 

記録状態やディスクの特性、キズ、巧れ、劣化により再生でをないことびありま 
す。 

抽日昼區 垃□昼恒 

DIGITAL 凸 UDI0 DIGITAL AUDIO 

■sfJJ.T ム PsIiiTBl LReWritable I 

■ CD プレーヤー保護機首目 

プレーヤー内部をな護するため、使用中に異常び生じたとさは自動的に再生を停 
止します。 

■ CD をプレーヤー内部に、またはプレーヤーか 5 兩び出した状態のままで長時間放 
置ずると 

CD び傷付を使用でさなくなるおそれびあります。 

■レンズクリーナ ー 

レンズク U —ナーを使巧しないでください。使用すると、プレーヤーび故障する 
おそれびあ0ます。 
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已 -2 .オーディオの使いち 


■ MP3 / WMA ファイルについて 


MP 3 ( MPE 白 Audio LAYER 吕）は、音声圧縮技術に関する標準フォーマット 
です。 

MP 3 を使巧すれば、ちとのファイルを約1/1日のサイズに圧縮することがでを 
ます。 

WM A (Windows Media Audio ) は 、 Microsoft Corporation の音声圧縮 フォー 
マットです。 MP 3 よりもルさいサイズに圧縮することがでをます。 

使用できる MP 3/ WMA ファイルの規格やそれを記憶したメディア、フォーマッ 
卜には制限がおります。 

♦再生可能な MP 3 ファイルの規格について 
-対応規格 

MP 3 ( MPEG 1 LAYER 3、 MPE 白2 LSF LAYERS ) 

-対応ヴンプ U ング周波数 
MPE 白1 LAYERS :吕2、44.1、48 ( kHz ) 

MPE 白2 LSF LAYERS ;1目、22.0己、24 ( kHz ) 

• 対応ビットレート 

MPEG 1 LAYER 吕： 64、80、白6、112、128、160、1目2、224、2己6、 
320 ( kbps ) 

MPEG 2 LSF LAYER 吕：目4、80、白6、112、128、144、160 ( kbps ) 
《 VBR に対応しています。 

-対応チヤンネルモード：ステレオ、ジョイントステレオ、デュアルチヤンネ 
ル、モノラル 


♦再生可能な WMA ファイルの規格について 

-対応規格 
WMAVe 「.7、 8、目 
-対応ヴンプ U ング周波数 
吕 2 、44.1、48 ( kHz ) 

• 対応ビットレート 

Ver .7、 8 : CBR 48. 64、80、目目、128、1目0、192 ( kbps ) 

Ver .9 : C 目 R 48、 巨4、80、目目、128、1目0、1目2、2己目、320 ( kbps ) 
《 2 ch 再生のみ对応しています。 


♦使用でさるメディアについて 

MP 3/ WMA ファイルの再生い使用できるメディアは CD - R および CD - RW で 
す。 

CD - R 、 CD - RW の状態によっては再生できないことがあります。また、ディス 
クに傷や指紋を付けた場合、再生でをないこと和、音飛びすることがあります。 



已 -2 .オーデイオの使いち 
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♦使用でをるディスクのフォーマットについて 
使用でをるメディアのフォーマットは下記のとおりです。 

-ディスクフォーマット： CD - ROM Model および Mode 2、 CD - ROM 
XA 、 Mode 2 Form 1 および Form 2 

-ファイルフォーマット ： IS 09660レベル1、レベル2 ( Romeo.」olie 口 
上記フォーマットし U 外で書を込まれた MP 3/ WMA ファイルは正常に再生でを 
なかったり、ファイル名やフォルダ名などび正しく表示されないことびありま 
す。 

規格ならびに制限事項はなの通 D です。 

-最大ディレクト1」階層： 8階層 

-最大フォルダ名/ファイル名文字数：半ち32文字（全角文字で記録された 
情報をこのオーディオで表示することはでをません） 

-最大フォルダ数：192 (ルート含む） 

-ディスク内最大ファイル数： 2已已 
♦ファイル名について 

MP 3/ WMA と認識し再生するファイルは、 MP 3/ WMA の掘;張子 ‘‘. MP 3’’ 
または ". wma " び付いたちのだけです。 

♦7 ルチセッションについて 

マルチセッションに対応しており、 MP 3/ WMA ファイルを追加したディスク 
の再生び巧能です。ただし、ファーストセッションのみ再生します。 

♦ ID 3 タグ/ WMA タグについて 

MP 3 ファイルには、 ID 3 タグと呼ばれる付属文字情報を入力することびでを、 
曲のタイトル、アーティスト名などを記録することびでをます。 

ID 3 Ver .1.0, 1.1、 ID 3 Ver .2.2, 2.3 のタグに対応しています。（文字数は 
ID 3 Ver .1.0、1.1 に準拠します。） 

WMA ファイルには、 WMA タグと呼ばれる付属文字情報を入力することびで 
き、 ID 3 タグと同様に曲のタイトル、アーティスト名を記録することびできま 
す。 

♦ MP 3 /WM A の再生について 

MP 3/ WMA ファイルび収録されているディスクを挿入すると、最初にディス 
ク内のすべてのファイルをチェックします。ファイルのチェックび終わると、 
最初の MP 3/ WMA ファイルを再生します。 

ディスク内のチェックを早く終わらせるために、 MP 3/ WMA ファイルし U 外の 
ファイルや必要のないフォルダなどを書を込まないことをおすすめします。 
音楽データと MP 3、または WMA お式のデータびミ居在しているディスクは再 
生でさません。 

♦掘;張モについて 

MP 3/ WMA け外のファイルに ‘‘. MP 3’’ または ". wma " の掘;張子び付いて 
いると、 MP 3/ WMA ファイルと誤認識して再生してしまい、大をな雑音び出 
てスピーカーを破損することびあります。 
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♦再生について 


-安定した音質で再生するために、 MP 吕の場を、 128 kbps の固定ビットレー 
卜、 44.1 kHz のヴンプ U ング周波数を推奨します。 

- CD - R 、 CD - RW はディスクの特性により再生できないことがあります。 

- MP 3/ WMA は市場にフ U — ウェアなど多くのエンコーダソフトが存在し、 
エンコーダの状態やファイルフォーマットによって、音質が劣化したり再生 
開始時にノイズが発生したりするおそれがあります。また、再生でをないこ 
とがあ0ます。 

-ディスクに MP 3 /WM A し U 外のファイルを記録すると、ディスクの認識に時 
間がかかったり、再生できないことがあります。 Microsoft 、 Windows 、 
Windows Media は米国 Microsoft Corporation の、米国およびその他の 
国における登録商標および商標です。 


A ま意 

■使用で をない CD 、 アダプター 

一 P . 20已 

■ CD プレーヤーの取り扱いについて 

一 P . 20己 





快適に聞くために 


己-2.オーディオの使い方 
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の 


回 


〇 
AU 田 0 CTRL 


を押して、調整したいモー 


ドを表示させる 

をまわして、音質と音量バ 


P 

AUDIO CTRL 


ランスの設定を変更する 
UP. 214) 

最適な音質と音量バランスで聞 < た 
めに設定を変更することびでをま 
す。 

I 設定を変更ずるには 



調整モードの切りかえ 

を巧すごとに次のよラに切りかわります。 


FAD^BAS^TRE^BAL^EQ 


室§備 
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■ 音質•音量バランスの調壁 



をまわして、音質-音量バランスのレベルを調整しまず。 


音質モード 

表示 

レベル 

左にまわす 

ちにまわす 

前後音量 
バランス 

FAD 

F 7 〜 R 7 

ラしろ側大 

前側大 

ほ音※ 

BAS 

- 己〜己 

弱 

強 

高音※ 

TRE 

- 己〜己 

左ち音量 
バランス 

BAL 

L 7 〜 R 7 

左側大 

ち側大 



OFF 

ちへまわす 

曰 

曰 場 

EQ 

1 COMPACT 

OFF こ LOW こ MID * EQ 

2 SEDAN 



3 MINIVAN 

左へまわす 


音質レベルは、ラジオまたは CD プレーヤーそれぞれで調整でをます。 


曰知識 

■音場調舊について 

代表的な3つの室内空間[コンパクト（ル）.セダン（中）. 5ニバン（大） ] に適 
した音場パターンび搭載されています。お客様の好みに応じて、 OFF を含む4 
つの音場パターンから選択することびでをます。 

■ SRS Labs , Inc . の登録商標 


srs@ srs@ 


FOCUS TruBass 


本製品は AM ラジオモードを除さ 、 SRS Labs , Inc . の SRS FOUCS™、SRS 
TruBass ® の技術を使用していまず。 

FOCUS 、 TruBass、SRS と/^ 記号は 、 SRS Labs , Inc . の商標でず。 FOCUS 、 
TruBass 技術は SRS Labs , Vic . からのライセンスに基づき製品化されています。 


SRS FOCUS "™ は、 最適な位置に設定されていない スピーカーからの 音像をち 
の 位置まで持ち上げて、違和感な< 自然に聴<ことびでをます。 

SRS TruBass ® は、どのよラなサイズのスピーカーからでも、深く豊かな化音 
を再生することびでをます。 























己- 2 .オーディオの使いち 


2巧 


ステアリングスイツチでの操作 A 


次の機能は八ンドル左側にあるスイッチで、オーディオを操作ずること 
びでさまず 

モードの切りかえや CD 、 ラジオなどの操作については、装着されたオー 
ディオにより異なる場合や、操作でさない場合びありまず。 

• 販売店オプシヨンのナビゲーシヨンシステムや、オーディオの操作方 
法は、各取扱書をご覧ください。 



G ) 現在のオーディオモードにより機能びかわりまず。 

-周波数の探索（ラジオ使用時） 

-選® (CD 再生時） 

-ファイル/フォルダの選択 
( MP 3 /WMA 再生時） 

感 音量を調整ずる 
③電源-モードの切0かえ 

1電源を入れる 

し MODE ~ J1 を押す 

電源び日 N のときは、スイッチを"ピッ"と音がするまで押し続けると電源び日 FF 
になります。 



A :仕様により異なる装備やオプション装備 
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已 -2 .オーディオの使い方 


a モードを切りかえる 

オーディオの電源び ON のとさ、己^を巧ずごとに、次の順にモードび 
切0かわ0まず。 

AM 一 FM 一 CD 《 一 AM 

X ’ CD はディスクび挿入されていないとをは選択でをません。 

^音量を調壁ずる 

音量を大きくするには^の" +" 側を、ルさくずるときは"一"側を押ず 
スイッチを巧し続けると、音量を連続して調整でをます。 

^放送局を選択ずるには 

の [3^ を巧して、 am または FM を遇択ずる 
回 胃]の"へ"側、 または" V "側を巧ず 

スイッチを巧すごとに、記憶されている周波数を還おします。 

"ピッ"と音びするまで巧し続けると、自動で受信巧能な周波数を還択します。 

Qcd の操作 

のし心をホ甲して、 CD を選択する 

回^の"八"側、または" V "側を押して、希望の曲を選択する 
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■ MP 3/ WMA の操作 

■ ファイルを選択ずるには 

のを巧して 、 CD ( MP 3/ WMA ) を選択ずる 


回^の" A " 側、または" V "側を巧して、希望のファイルを選択ずる 

■ フオルダを選択ずるには 

m 。品了]を巧して 、 CD ( MP 3/ WMA ) を選択ずる 


回^の"八"側、または" V "側を"ピッ"と音びずるまで巧し続 
けて、希望のファイルを遇択ずる 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中にオーディオスイッチを操作するとをは、十分ま意してください。 
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アンテナ 



A ま意 

■自動 洗車機にかけるときは 

アンテナを損傷するおそれびあるため、アンテナを取りはずしてください。 
■アンテナの 損傷を防ぐために 
し i (下のよラなとさはアンテナを格納してください。 

♦車庫の 天井などにアンテナびあたるとを 
♦カー カバ'一をかけるとを 
■洗車 機などアンテナを取りはずしたときは 

アンテナを紛失しないよラにま意してください。また、走行前には化ずちとど 
おりに取り付けてください。 









ま巧好一覽 


已 -3 .室内灯のつけち 
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⑤エンジンスイッチ照明 

(スマートエント U — &スタートシステム装着車) 


ii-i 












220 5-3. 室内なのつけち 

[[インテリアランプ（前側） 

© ランプを消灯ずる 
⑤ ドアポジション（ドア連動) 
③ランプを点打ずる 




J インテリアランプ（ラしろ側） 

①ランプを消打ずる 
③ドアポジション（ドア連動) 
③ランプを点打ずる 



























5-3. 室内な のつ けち 
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曰知識 

■イル S ネーテッドエントリーシステム 

► スマー トエント U -& スター トシステム非装着車 

インテ U アランプのスイッチびドアポジションのとを、ドアの施錠/解錠-ドア 
の開閉-エンジンスイッチの位置により、各部の照明び自動的に点な-消なしま 
す。 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着ま 

インテ1」アランプのスイッチびドアポジションのとを、ドアの施錠/解錠•ドア 
の開閉-エンジンスイッチの状態によ D 、 各部の照明び自動的に点灯-消なしま 
す。 

■バッテリーあがりを防ぐために 

エンジンスイッチび " LOCK " ★または OFF ★の場合、室内打び点なしたままの 
とさは、約20分後に自動消なします。 

■販売店で設定可能な機能 

室内打の消なまでの時間などの設定を変更でをます。 

(カスタマイズー覧； 一 P . 3日 7) 


A を意 

■バッテリー あがりを防止ずるために 

エンジンび停止した状態で、長時間ランプを点なしないでください。 


ii-i 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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5-4. 収納装備 


収納装備一覧 
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①ル物入れ （一 P . 230) 

③運転席アッパートレイ 

(一 P . 224) 

③助手席アッパーボックス 

(一 P . 22已) 

® カップホルダー(一 P . 227) 
⑥ボトルホルダー （一 P . 235) 

(6) アンブレラホルダー* 

/ U ヤシート前ル物入れ A 

(一 P ' 23日， 231) 


A 警告 


■収納 装備に放置し口まいけないもの 

メガネ-ライターやスプレー宙を収納装備内に放置したままにしないでくださ 
い。 

放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれびありを険です。 

♦室温び 高 < なったとさの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネび変形 
やひび割れを起こす 

♦室温び 高くなったとさにライターやスプレー宙び爆発したり、他の収納物との 
接触でライターび着火したりスプレー宙のガスびちれるなどして义巧につな 
びる 

■収納 装備を使わないとさや走行中の留意事項 

フタを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタに体びあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびるおそれびあります。 


⑦センタークラスター 
カップホルダー 
/センタークラスター 
ル物入れ A 

(一 P . 227, 230) 
® シートポケット（一 P . 233) 

( D ベンチシート 
カップホルダー付 
クッシヨントレイ'^ 

(一 P . 229) 
⑩ドアポケット （一 P . 237) 



* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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5-4. 収納装備 


a 運転席アツパ—トレイ 



A 警告 


■運転席 アツパートレイについて 

♦運転 中、視界をさえざるよラなちのは収納しないでくださしん思わめ事故につ 
なびるおそれびあります。 

♦運転 中、八ンドルのすを間から使用しないでください。腕び八ンドルに挟まれ 
てけびをするおそれびあります。 

また、八ンドル操作に支障を及ぼすなど思わめ事故につなびるおそれびありま 
す。 

♦運転席 アツパートレイに転びりやすいちのや倒れて外に出てくるよラな背の 
高いものを置かないでくださし'1。収納していたちのび飛び出したりして、思わ 
め事故につなびるおそれびありを険です。 









5-4 収納装備 
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助手席アッパーボックス 


フタを開ける 



曰知識 


■ 助手席アッ/ ボックスについて 

ティッシュボックスを収納し使用ずることびできまず。 
己]3’ムマット A と仕切り板'^を取り出す 


间ティッシュボックスを設置する 

ティッシュ取り出し口からティッシュ 
ペーノて一が取り出せるよラに設置してく 
さだい。 



团仕切り板★、コムマット'^をもどします 



* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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5-4. 収納装備 


A 警告 


■走行 中の警告 

♦助手席 アッパーボックスを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタび体にあたったり、収納していたのちび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびりけびをするおそれびあります。 

♦助手席 アッバーボックスのフタの上にちのを置かないでください。 

走行中、ちのび飛び出したりして、思わめ事故につなびりけびをするおそれび 
あります。 





5-4 収納装備 
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I カツ プホル ダー 


► センタークラスターカップホルダー'^ 
カップホルダーを引を出ず 


► 助手席カップホルダー 
カップホルダーを引を出ず 






* 仕様によ0異なる装備やオプション装備 
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5-4. 収納装備 


► U ヤ左席クオータート U ムカップホルダー 



A 警告 


■収納して はいけないちの 

カップホルダーにはカップや宙1；(がのちのを置かないでください。 

急ブレーキや事故により落ちてけびをするおそれびあ D ます。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 


么ま意 


■破損を 防ぐために 

カップホルダーに手をついたり、足で踏んだりしないでください。 

カップホルダーび破損するおそれびあります。 

■使わない とさは 

カップホルダーを必ず収納してください。 

急ブレーキ時などに、開いたカップホルダーに体びあたるなどして、思わめけ 
びをするおそれびありを険です。 





















已 -4 収納装備 
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仕切をはずし、大型トレイとして使用でさま 
す。 



A 警告 


■収納して はいけないちの 

ベンチシートカップホルダー付クッシヨントレイのカップホルダーにはカップ 
や宙外のちのを置かないでください。 

急ブレーキや事故により落ちてけびをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 



* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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5-4. 収納装備 


I ル物入れ 

► センタークラスタール物入れ A 


► 運転席□アル物入れ 


► インパネ□アポケット 



* 仕様により異なる装備やオプション装備 













► u ヤ左席クオータート u ムポケット 


已 -4 収納装備 
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A :仕様により異なる装備やオプション装備 
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5-4. 収納装備 


► 運転席アッパール物入れ 



A 警告 


■ 運転席アッパー小物入れについて 

八ンドル操作の支障になるちの、またはフタのない飲み物など、中身びこぼれ 
る恐れのあるちのは置かないでください。 

思わめ事故につなびるおそれびあ0を険です。 

■収納して はいけないちの 

ル物入れに転びりやすいちのや倒れてがに出てくるよラな背の高いちのを置か 
ないでください。収納していたちのび飛び出したりして、思わめ事故につなび 
るおそれびありを険です。 






■シ- トポケット 

► 運転席シートバックテイッシュポケット'^ 


5-4 収納装備 
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運転席クッションサイドポケット A 



ベンチシートセンターポケット* 




* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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5-4. 収納装備 


曰知識 


I 運転席シートバックティッシュポケットについて 

ティッシュボックス入れとして使用でさま 
す。 



* 仕様により異なる装備やオプション装備 






5-4 収納装備 
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[ tK 卜 J レ tKJ レタ’—— 

► 目力手席ドアボトルホルダー 



► 運転席ドアボトルホルダー 



► U ヤち席ドアボトルホルダー 



U 知識 

■ボトルホルダーについて 

♦ペットボトルのフタを必ず閉めてから収納してください。 

♦ぺットボトルの大ささ、おによつては収納でをないことびあります。 
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5-4. 収納装備 


A ま意 


■収納して はいけないちの 

ボトルホルダーには、ジュースなどび入つている紙コップやガラス製のコップ 
などを収納しないでください。ジュースなどびこぼれたり、ガラス製品び割れ 
たりするおそれびあります。 


アンプレラホルダー ( SRS サイド&力ーテンシールドエアバッグ非装 
着氧 


傘や杖を2本収納でさまず。 



ま意 


■ アンブレラホルダーについて 

♦傘な どの長尺物を出し入れするとをは、スライドドア開□部に手をかけないで 
ください。スライドドア開閉時、スライドドアで手や指を挟むなどして思わめ 
けびをするおそれびあります。 

♦傘な どの長尺物を入れるときは、スライドドア開□部からはみ出さないように 
してください。スライドドア開閉時、長尺物び挟まれ、スライドドアの故障の 
原因となります。 





















5-4 収納装備 


237 


1ドアポケット 

► 運転席ドアポケット 



► U ヤち席ドアポケット 
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己-己.その他の室内装備の使いち 


サンバイザー/バニテイミラー 


■サンバィザー 


① 前方をさえざるには、パ'イヴーを 
下ろす 

② 側方をさえざるには、パ'イヴーを 
下ろした状態でフックからはず 
し、横へまわす 



1パ ニテイ = ラー 

カバーをスライドして開ける 












時計 


5-5. その他の室内装備の使いち 
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ボタンを巧して時刻を調整ずることびでさまず。 

①"時"を調整ずる 
③"分"を調整ずる 


③"分"を00にずる※ 

ク□ツクセツトボタンを同時に1秒1；( 
上巧します。 

※（例）1:00〜1:29一 1:00 
1:30〜1:已9一2:00 


U 知識 一 

■時刻が表示されるとき 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ACC ” または " ON " のとき 
► スマートエント U -& スタートシステム装着ま 

エンジンスイッチびアクセヴ U —モード、またはイグニッシヨン ON モードの 
とを 

■バッテリー端子の脱着をしたとさは 

バッテ U —端子の脱着を行ラと、時計のデータは1」セットされます。 
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己-己.その他の室内装備の使いち 


か気ミ宜度表示 


-40 でから已〇でのあいだで表おされまず 



口知識 

■ 夕+気温度が表示されるとさ 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが " ON " のとを 
► スマートエント U — &スタートシステム装着車 
エンジンスイッチがイグこッシヨン日 N モードのとを 

■ が•気温をル I しついて 

なの場合は、正しいか気温度び表示されなかったり、温度表示の更新び遅<なっ 
たりすることびありますび、故障ではありません。 

♦停車しているときや、なま走行（約 20 km / h しツ下）のとき 
♦か気温度び急激に変化したとを佳庫-トンネルの出入り□付近など） 

または 、" E -び表示されたときは 
システム異常の可能性びあります。トヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 




























己-己.その他の室内装備の使いち 
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アクセヴ ij— ソケッ 


1 2 V 1 0 A 未満の電気製品を使ラとさの電源としてお使いください。 
フタを開けて使用ずる 



曰知識 


I 使用を件 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のとき 
► スマートエント U -& スタートシステム装着ま 

エンジンスイッチびアクセヴ U —モード、またはイグニツシヨン ON モードの 
とを 


A を意 


■シヨー トや故障を防ぐために 

アクセヴ U —ソケットに異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないよラ 
に、使用しないとをは、フタを閉めておいてください。 

■ヒューズが 切れるのを防ぐために 

12 V 1 0 A をこえないよラにしてください。 

■バッ テリーあがりを防止ずるために 

エンジンび停止した状態で、アクセヴ U —ソケットを長時間使用しないでくだ 
さい。 
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己-己.その他の室内装備の使いち 


ポストカードホルダー 


領収書、チケット、カード類などを 
挟むことびでさまず。 



A 警告 


■ポスト カードホルダーについて 

♦運転 中、視界をさえざるよラなちのは挟まないで < ださい。思わめ事故につな 
びるおそれびあります。 

♦地図 や写真など挟んであるちのを見なびら運転しないで<ださい。思わめ事故 
につなびるおそれびあります。 

♦運転 中、パンドルのすを間から使用しないでください。腕び八ンドルに挟まれ 
てけびをするおそれびあります。 

また、八ンドル操作に支障をおよぼすなど思わめ事故につなびるおそれびあり 
ます。 


A ミち意 

■損傷を 防ぐために 

分厚い紙などは挟まないで<ださい。無理な力びかかると変形や、損傷などの 
おそれびあ0ます。 











己-己.その他の室内装備の使い方 
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運乾席アームレス 


手前に倒して使巧しまず。 




室内装備-機能 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 









244 5-5. その他の室内装備の使いち 


運面な快適ミ豆熱シートヒーター A 


運転席を暖めることびでさまず。 

① HI 趟） 

インジケーター（黄）び点なします。 

② L 0 願） 

インジケーター（黄）び点なします。 



□知識 
■作動を件 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ON " のとを 
► スマートエント U -& スタートシステム装着車 
エンジンスイツチびイグニツシヨン ON モードのとを 


A 警告 


■やけどに ついて 

♦低温 やけどを負5おそれびあるため、なのちは特にごま意ください。 

-乳幼お.おテさま.お年畜り.病人.体の不自由なち 
-皮膚の弱いち 
-疲労の激しいち 

-深ミ酉やお気をさそラ薬（睡眠薬' 風邪薬など）を服用されたち 
♦シート ヒーターに 毛巧.クッシヨンなどを使用しないでください。 

シートヒーターの使用によ D な温性び高まり、異常加熱の原因になります。 
♦シート ヒーターを 必要しツ上に使用しないでください。 

ほ温やけどを負ったり、シートヒーターの異常加熱の原因になるおそれびあり 
ます。 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 

















5-5. その他の室内装備の使いち 
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A ミち意 

■シー トヒーターの故障を防ぐために 

凹凸のある重量物をシートの上に置いたり、針金や針などの鋭利なちのをまを 
刺したりしないで<ださい。 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジンび停止しているとをはスイッチを中立の位置にもどし、作動表示灯び 
消灯したことを確認してください。 
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5-5. その他の室内装備の使いち 



► 目力手席買い物フック 




A 警告 

■運転席 シートバック買い物フックを使用しないときは 

けびをしないよラに、必ずもとの位置にもどしておいてください。 


A ミち意 

■ 買い物フックの破損を防ぐために 

3 kg し i (上のものをフックに吊り下げないでください。 

フックび折れたり、走行中にはずれたりするおそれびあります。 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 

























ラゲージルーム巧装備 


5-5. その他の室内装備の使いち 
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!デッキボード 

► FF 車（前輪駆動) 



► 4 WD 車 （4 輪駆動) 
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5-5. その他の室内装備の使いち 


1デッキアンダートレイ* 

► FF 車（前輪駆動） 
デッキボードをはずず 


► 4 WD 車 （4 輪駆動) 
デッキボードをはずず 



* 仕様により異なる装備やオプション装備 























































5-5. その他の室内装備の使いち 
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天井に取り付けられているアシス 
トグリップ（回転式）は、走行中に 
シートに座っている状態で体を支 
えるときにお使いください。 

乗降時などでは、ピラーに取0付け 
られているアシストグ U ップ（固定 
式）をお使い< ださい。 

© アシストグ U ップ（回転式）* * 
②アシストグリップ（固定式） 


A 警告 


■アシスト グリップ（回お式）について 

アシストグリップ（回転式）は、乗降時やシートから立ち上びるとをなどに使 
用しないで < ださい。 


A ま意 


■破損を 防ぐために 

アシストグ1」ップに重いものをかけたり、過度の負荷をかけないでください。 




* 仕様により異なる装備やオプション装備 












2 已〇 


5-5. その他の室内装備の使いち 



I 」ヤの運転席側にはコートフック 
び付いていまず。 



BTO55CU022 


A 警告 


I コートフックへかけてはいけないちの 

八ンガーや他の硬いちの、鋭利なちのをかけないでください。 

SRS カーテンシールドエアバッグびふくらんだとをにそれらのものび飛び、 
重大な傷害または死 t につなびるおそれびります。 


A ま意 

■破損を 防ぐために 

過度の負荷をかけないで<ださい。 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 





















2已1 


お手入れのしかた 



6- 1.お手入れのしかた 

外装の手入れ . 2已2 

内装の手入れ . 2已己 

6-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネット . 2已8 

ガレージジャッキ . 260 

ウォッシャー液の補充 . 263 

タイヤについて . 264 

キーの電池交換 . 268 

ヒューズの点検•交換 . 272 

電球（バルブ）の交換 . 279 


エアコンフィルターの交換...294 














2 已 2 


S -1. お手入れのしかた 


か装の手入れ 


お手入れは、次の項目を実施して<ださい。 


♦水を十分かけなびら車体-足まわり-下まわりの順番に上から下へ巧 
れを洗い落とす 

♦車体はスポンジやセーム皮のよラなやわ日かいちので洗ラ 
• 巧れびひどいとさはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流ず 
• 水をふさ取る 

♦水のはじきび悪くなったときは、ワックスびけを行う 

ボデーの表面の巧れを落としても水び玉状にな5ないとさは、車体の温度び;令えて 
いるとをにワックスをかける（およそ体温 UTF を目まとしてください） 

なお、ボデーコート-ホイールコート-ガラスコートなど、トヨタケミ 
カル商品を施工された場合は、お手入れ方法び異なりまず。 

詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせください。 


白知識 

■自動洗車機を使うとき 

♦ドア=ラーを格納し、アンテナを取りはずした状態にして、車両前側から洗車 
してください。また、走行前は必ずアンテナをもとどおり取り付けて、ドア= 
ラーを復帰状態にもどしてください。 

♦ブラシで車体に傷び付を、塗装を損なラことびあります。 

♦洗車機によっては、アンテナび引っかかり洗車でをない場合や傷付いたりする 
おそれびあります。 








6-1 .お手入れのしかた 
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■高圧洗浄機を使うとき 

♦室内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア砕付近に 
近付けすざないで < ださい。 

♦洗車の前に給ミ由□び確実に閉まっていることを確認してください。 

♦駆動系部品（デイファレンシャルギヤなど）のベア U ングやオイルシール部品 
に近付けすざないでください。 

近付けすざると、水圧び高いため、内部への水入りやグ U ス流出により、性能 
び劣化するおそれびあります。 

■洗車などで車に水をかけたとき（スマートエントリ ー& スタートシステム装着車) 

電モキーび作動範囲内にある場合、洗まなどで水圧にてドア八ンドル表面にある 
ロック/アン□ックスイッチび押され、ドアび解錠-施錠することびあります。 
(解綻された場合でち、ドアの開閉操作びなければ約30秒後に自動的に施錠さ 
れます） 

■アル S ホイール'^ 

♦中性洗剤を使用し、早めに巧れを落として<ださい。研磨剤の入った洗剤や硬 
いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使用しないで<ださ 
い。 

♦洗き略使用したあとは早めに十分洗い流してください。 

■バンパーおよびサイドモールデイング 

研磨剤入りの洗剤でこすらないよ5にしてください。 

■ ドアガラスの撥水コーテイング★について 

♦撥水効果を長持ちさせるため、なのことにミち意してください。 

•フロントドアガラス表面のミ尼などの巧れを落とす 
. 巧れは早めにやわらかい湿った巧などで清掃する 

-コンパウンド（磨を粉）び入ったガラスク U - ナーやワックスを使用しない 
-金属製の道具で霜取りをしない 
♦水ミ商のはじさび悪くなったとをは補修することびでをます。 

詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせください。 


ぉ手人れのしかた 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 



2 已 4 


S -1. お手入れのしかた 


A 警告 

■洗車を ずるとを 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると、車両火災につなびるおそれびありを険です。 

■排気管に ついて 

排気管は排気ガスにより高温になります。洗車などでふれる場合は、十分に排 
気管び;令めてからにしてください。やけどをするおそれびあります。 


人 ま意 


■塗装の 努化や車体-部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために 

♦なのよ ラな場合は、ただちに洗車してください。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール.花粉.摘液.鳥のふん-虫の死びいなどび付着したとを 
-ばい煙' 油煙•粉じん' 鉄粉•化学物質などの降下びをい場所を走行したあと 
-ほこり-ミ尼などで激しく巧れたとを 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤び付着したとを 
♦塗装に 傷び付いた場合は、早めに補修して<ださい。 

♦ホイールな 管時は、腐食を防ぐために巧れを落とし、湿気の少ない場所へな管 
してください。 

■ランプの 清掃 

♦を 意して洗ってください。有機溶剤やおいブラシは使用しないでください。 
ランプを損傷させるおそれびあります。 

♦ランプに ワックスびけを行わないでください。 

レンズを損傷するおそれびあります。 

♦高圧 洗車機を使うときは、ノズルの先端を車体から已 0 cm しソ上離した状態で 
使用してください。ノズル先端を車体に近付けて使用すると、ランプ内または 
室内に水び入るおそれびあります。 








巧装の手入れ 


日-1.お手入れのしかた 


2已已 


お手入れは、次の要領で実施して<ださい。 

I 室内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除さ、水またはめるま湯を含ませた巧でふさ 
取る 

1 本軍部分の手入れ 

• 掃除機などでほこりや砂を取り除く 
• ラすめた洗剤をやわらかい巧に含ませ、巧れをふさ取る 

ウール用の中性洗剤を約已日/〇の水溶液までラすめたわのを使用してください。 

• 真水をひたした巧を固くしぼり、表面に残った洗剤をふさ取る 
• 乾いたやわらかい巧で表面の水分をふさ取り、風通しのよい日陰で乾 
燥させる 

I 合成巧車部分の手入れ 

• 掃除機をかけて、大まかな巧れを取る 

• スポンジややわらかい巧を使用して合成皮革部分に刺激の少ない洗剤 
を付ける 

• 数分間洗剤につけておいてから巧れを落とし、固< しぼったされいな 
巧で洗剤をふを取る 


U 知識 

■本軍部分のお手入れの目を 

品質を長<なつため、年に2回程度の定期的なお手入れをおすすめします。 

■力一ぺットの洗ミき 

カーペットは常に乾いた状態をなつことをおすすめします。洗;きには、巿版の泡 
タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡を力一ぺットに広げ、円を ffl くように塗り込 
んでください。直接水をかけた D せず、みを取ってから乾燥させてください。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧やスポンジを使って洗ってください。シート 
ベルトのすり切れ-ほつれ-傷などを定期的に点検してください。 


ぉ手ものしかた 











2 已 6 


S -1. お手入れのしかた 


A 警告 


■車両への 水の浸入 

♦車内に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。 

電気部品などに水びかかると、故障や車両火災につなびるおそれびありを険で 
す。 

♦ SRS エアバッグの構成部品や電気配線をめらさないでください。（一 P . 33) 
電気の不具合により、 SRS エアバッグび作動したり、正常に機能しなくなり、 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■内装の 手入れをずるときは（特にインストルメントパネル） 

諮出しワックスや麗出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トバネルびフロントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 





6-1 .お手入れのしかた 
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A ま意 


■清掃ず るとき使用ずる溶剤について 

♦変色- しみ•塗装はびれの原因になるため、なのを剤は使用しないでください。 

-シートし i (外の部分：ベンジン-ガソ U ンなどの有機溶剤や酸性またはアル 
力1」性の溶剤-染色剤-漂白剤 

-シート部分：シンナー.ベンジン.アルコール、その他のアルカ1」性や酸 
性の溶剤 

♦麗 出しワックスや麗出しク U - ナーを使用しないでください。インストルメン 
トバネルやその他内装の塗装のはびれ • 溶解 • 変形の原因になるおそれびあり 
ます。 

■軍の 傷みを避けるために 

皮革の表面の劣化や損傷を避けるために、なのことをお守りください。 

♦革に 付着したほこりや砂はすぐに取り除く 

♦直射日光に 長時間さらさないよラにする 
特に夏場は曰陰で車をな管する 

♦ビニール 製-プラスチック製•ワックス含有のちのは、車内び高温になると革 
に張り付くおそれびあるため、革張りの上に置かない 

■巧に 水がかかると 

水で洗わないでください。 

オーディオやフロアカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の 
原因となったり、ボデーび鐘びるおそれびあります。 

■リヤ ウインドウガラスの内側を掃除ずるとをは 

♦熱線を 損傷するおそれびあるため、ガラスク1」ーナーなどを使わず、熱線に 
そって水またはめるま湯を含ませた巧で軽くふいてください。 

♦熱線を 引っかいたり、損傷させないよラに気を付けてください。 

■メー ターまわりの清掃をずるときは 
► スマー トエント U -& スター トシステム非装着車 
エンジンスイッチを " LOCK " にしてください。 

" ACC " または、 " ON " のままメーター内のスイッチを押してしまうと時計や 
マルチインフォメーションディスプレイ表示を U セットしてしまラなどのおそ 
れび友0ます。 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着ま 
エンジンスイッチを OFF にしてください。 

アクセヴ U —モードまたは、イグニッション ON モードのままメーター内のス 
イッチを押してしまラと時計やマルチインフォメーションディスプレイ表示を 
U セットしてしまラなどのおそれびあ0ます。 


ぉ手人れのしかた 
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6-2. 簡単な点検-部品交換 


ボンネツ 


室内か日□ックを解除して、ボンネットを開けまず。 


田ボンネット解除レバーを引く 
ボンネットび少し浮を上びります。 


回レバーを引き上げて、ボンネット 
を開ける 


团ボンネットステーをステー巧に 
挿し込む 
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A 警告 


■走行 前の確認 

ボンネットびしっかりロックされていることを確認してください。 

□ックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■けげ を防ぐために 

走行後のエンジンルーム内は高温になっています。熱くなった部品にさわると 
やけどなどの重大な傷害を受けるおそれびあります。 

■エンジン ルーム 点検を の 確認 

エンジンルーム内に工具や巧を置を忘れていないことを確認してください。 
点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置を忘れていると、 
故障の原因になったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両乂巧に 
つなびるおそれびありを険です。 

■ボン ネットを閉めるとさ 

手などを挟まないよラに注意してくださ 
い。 

重大な傷害を受けるおそれびありを険で 
す。 


A ミち意 


■ボン ネットへの損傷を防ぐために 

ボンネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 



ぉ手人れのしかた 














260 日- 2. 簡単な点検' 部品交換 


ガレージジヤツ 


ガレージジャッキを使用して車両を持ち上げるとさは、正しい位置にガ 
レージジャッキをセットして<ださい。 

正しい位置にセットしないと、車両び損傷したり、けびをずるおそれび 
ありまず。 


♦ フ□ント側 


■1 NR - FE エンジン搭載車 































♦ u ヤ側 
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■ FF 車（前輪駆動) 




お手入れのしかた 
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日- 2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 


■車両を 持ち上げるとき 

なのことを必ずお守りください。お守りいただかないと、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦図の よラなガレージジヤツキを使用して 
車両を持ち上げる 


♦ガレージ ジャッキを使用するとをは、必ずガレージジャッキ付属の取扱説明書 
を十分に確認の上、使用する 

♦まに 搭載されているジャッキを使用しない 
車両び落下するおそれびあります。 

♦ガ レージジャッキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れたり、ちぐり込 
んだりしない 

♦ガレージ ジャッキおよび、自動車用ジャッキスタンドをしっかりとした傾をの 
ない平坦な床面で使用する 

♦車両が ジャッキアップされた状態でエンジンを始動しない 

♦平らで 硬い地面に停車させ、しっかりとパーキングブレーキをかけ、シフトレ 
バーを P にする 

♦ガレージ ジャッキは、必ずジャッキポイントに正しくセットする 
ガレージジャッキを正し<セットせずに車両を持ち上げると、車両が損傷しま 
す。また、車両がガレージジャッキから落下するおそれがあります。 

♦車内に 乗員がいるとをは車両を持ち上げない 

♦車両を 持ち上げるとをは、ガレージジャッキの上下にちのを置かない 
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r ッシャー液の捕巧 


1補充のしかた 

ウォッシャーあび不足していると 
きは、ウォッシャー液を補充してく 
ださい。 


A 警告 


■ウ ォッシャー液を補巧ずるとき 

エンジンが熱いとをやエンジンがかかっているとさは、ウォッシャー液を補充 
しないで < ださい。 

ウォッシャー液にはアルコール成分が含まれているため、エンジンなどにかか 
ると出火するおそれがお0危険です。 


A ま意 


■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。塗装にしみび付くおそれびあります。 

■ウ ォッシャー液のうずめち 

必要に応じて水でラすめてください。水とウォッシャー液の割合は、ウォッ 
シャー液の容器に表示してある凍結温度を参考にして<ださい。 



ぉ手人れのしかた 
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6-2. 簡単な点検-部品交換 


タイヤにごいて 


タイヤの点検は、法律で義務付け b れていまず。曰甫点検として必ず夕 
イヤを点検してください。 

タイヤの摩耗を巧等にし寿命をのばずために、タイヤ□ーテーシヨン（夕 
イヤ位置交換）を已 ,000 km ごとに行ってください。 


I タイヤの点検項目 

タイヤは;欠の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」を参照してください。 

• タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤびをえているとさに行ってください。 

• タイヤの亀裂-損傷のち無 
• タイヤの溝の深さ 

♦タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していたり、摩耗 
程度び他のタイヤと著し<異なるなど）の有無 


タイヤ□- テーシヨ ンのしかた 


図でおすよラにタイヤの□ーテー 
ションを行ラ 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿命を 
のばすたがに、トヨタ定期点検ごとの 
タイヤ□ーテーションをおすすがしま 
す。 


1 |[ 

->1 1 

ク^ 

前側 し 

1 |[ 

>1 1 


CTN 41 AE 001 
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曰知識 


■タイヤ空気圧の数値 


タイヤサイズ 

空気圧 ※ kPa ( kg / cm 2 ) 

前輪 後輪 

1目己/ 70 R 1481 S 

240に. 4) 

17己/目己 R 1 己 84 H 

230 (2.3) 


応急用タイヤ*: 420 kPa (4.2 kg / cm 2) 

タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ空 
気圧ラベルで確認することびでをます。 

タイヤび;令えているとさの空気圧 


■タイヤ関連の部品を交換ずるとき 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトを交換するとをは、トヨタ 
販売店にご相談 < ださい。 



お手入れのしかた 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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6-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 


■点検- 交換時の警告 

必ず;欠のことをお守りください。 

お守りいただかないと、駆動系部品の損傷や不ま定な操縦特性により、重大な 
傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦工場 出荷時に設定されているサイズし U 外のタイヤは使用しない 
なのよラなおそれびあ D ます。 

-八ンドルををった際に、タイヤと車体び干渉する 
-最ほ地上高び確保でをない 
-操縦ま定性の悪化による横転事故 
- ABS/VSC び正し<イ乍動しなし、 

♦タイヤは すべて同ーメーカー-同一銘柄•同ートレツドパターンで、摩耗差の 
ないタイヤを使用する 

♦ メーカー指定サイズし U がのタイヤやホイールを使用しない 

♦ラジアルタイヤ •バイアスベルテツドタイヤ'バイアスプライタイヤをミ居在使 
用しない 

♦サマー タイヤ.オールシーズンタイヤ. を用タイヤを混在使用しない 

■異常び あるタイヤの使用禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると、走行時に八ンドルをとられたり、 
異常な振動を感じることびあ0ます。また、なのよラな事態になり、思わめ事 
故につなびるおそれびあ0を険です。 

♦破裂な どの修理でをない損傷を与える 
♦車両び 横すべりする 

♦車両の 本来の性能（燃費-車両のま定性-制動距離など）び発揮されない 
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A 警告 


■タイヤ 交換時の注意 

♦必ず ナツトのテーパー部を内側にして取 
り付けてください。 テー )て一部を外側にし 
て取り付けると、ホイールび破損しはずれ 
てしまい、重大な傷害におよぶか、最悪の 
場合死 t につなびるおそれびあります。 


♦ねじ 部にオイルやグ U —スをめらないでください。 

ナツトを締めるとをにお要しツ上に締め付けられ、ボルトび破損したり、ディス 
クホイールび損傷するおそれびあります。また、ナツトびゆるみホイールび落 
下して、重大な事故につなびるおそれびあります。オイルやグ1」ースびねじ部 
に付いている場合はふを取ってください。 



A ミち意 


■ 走行中に空気もれが起こつた5 

走行を続けないで<ださい。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■悪路 走行に巧ずるミち意 

段差や凹凸のある路上を走行するとをはま意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用び低下します。また、タイヤ- 
ホイール. ま体などの部品ち損傷するおそれびあります。 



お 

手 

入 

れ 
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-の電池交換 


電池び消耗しているとさは、新しい電池に交換して<ださい。 

I 用意ずるちの 

♦マイナスドライバー 
• ルさいマイナスドライバー 
• U チウム電池 

- CR 2016 (スマートエント U -& スタートシステム非装着車) 
- CR 2032 (スマートエント U -& スタートシステム装着車） 

I 電池交換のしかた 

■ スマートエントリ ー& スタートシステム巧装着車 

己] カバーを はずず 

傷び付くのを防ぐため、マイナスド 
ライバーの先端に巧などを巻いて保 
護してください。 

ボタン側を下向をにしてカバーをは 
ずしてください。上向をにするとボ 
タンびはずれるおそれびあ0ます。 


因モジュールを取りはずず 
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団コインなどを使って、モジユー 
ルカバーをはずし消耗した電 
池を取り出ず 

新しい電ミせは、+極を上にして取り 
付けます。 



0取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 





270 日- 2. 簡単な点検' 部品交換 


■ スマー トエントリ ー& スター トシステム装着車 

己] カバーを はずず 

傷び付くのを防ぐため、マイナスド 
ライノ（一の先端に巧などを巻いて保 
護してください。 


因電池のフタをはずず 

取っ手を引っ張り電池のフタを取り 
はずします。 


団消耗した電池を取0出ず 

新しい電ミせは、+極を上にして取り 
付けます。 





0取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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U 知識 

■リチウム電池の入手 

電池はトヨタ販売店-時計店およびカメラ店などで購入でをます。 
♦スマートエント U-& スタートシステム非装着車； CR 201日 
♦スマートエント U-& スタートシステム装着車： CR 2032 

■ 電子キーの電池び消耗していると 

なのよラな状態になります。 

♦スマートエント U-& スタートシステム-ワイヤレス機能び作動しない 
♦作動距離び短<なる 


A 警告 

■取りは ずした電池と部品について 

おモさまにさねらせないでください。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


A ミち意 

■交換を、 正常に機能させるために 

なのことを必ずお守りください。 

参 めれた手で電池を交換しない 
鐘の原因になります。 

♦電池!; (外の部品に、面れたり動かしたりしない 
♦電極を 曲げない 


ぉ手人れのしかた 
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6-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒユーズの 点検•交換 


ランプびつかないとさや電気系統の装置び働かないとさは、ヒューズ切 
れび考え b れまず。ヒューズの点検を行ってください。 


日]エンジンスイッチを " LOCK " * または OFF ★にずる 

回故障の状況から、点検ずベさヒューズを「ヒューズの配置と負荷」 

(一 P . 274)で確認ずる 

团ヒューズボックスを開ける 

► エンジンルーム （1) ► エンジンルームに） 

ツメを巧しなびら、カバーを持ち ツメを押しなびら、カバーを持 

上げる ち上げる 





m 

1 

J 







* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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► 助手席足兀 

足元のカノ（一を取りはずし、 
ヒューズボックスのカバーを取 
りはずず 

足元のカノ（一を取りはずすときは、 
ツメを矢印のち向に確実に巧し、ツ 
メを解除しなびら、カバー全体を下 
に引をます。 


因ヒューズを引を抜く 

ヒューズはずしでヒューズを引 
さ抜くことびでさまず。 


回ヒューズび切れていないか点検 
する 

① 正常 

② ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表示に従い、規 
定容量のヒューズに交換します。 



① ② 



BTO62CP301 


ぉ手人れのしかた 
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6-2. 簡単な点検-部品交換 


1ヒューズの酉日置と負荷 

■ エンジン ルー ム （1) 



BT062CQ259 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 


ETCS 

lOA 

E 円システム 

2 

HAZ 

lOA 

非常点滅な 

3 

AM 2 

7 .已 A 

スマートエント U —&スタートシステ 
ム 

4 

ECU - 目 

7 .己 A 

メーター、パワーウインドウ、オート 
エアコン 、 Stop & Start システム 

己 

ST 2 

30 A 

スターター 、 Stop & Start システム 

6 

SPARE 

— & 

なし 

7 

SPARE 

— & 

なし 

8 

ST 

30 A 

スッーター 

9 

AMP 

—《 

なし 

10 

D/L N 0.2 

—《 

なし 

11 

DOME 

1己 A 

室内な、オーディオ 

12 

STR LOCK 

20 A 

ステア IJ ングロック 

13 

MIR-HTR 

—& 

なし 

14 

SPARE 

—& 

なし 

1己 

EFI MAIN 

20 A 

EFI システム 

16 

EFI N 0.3 

7.己 A 

EFI システム 
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ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 


H-LP LH L0 

1OA 《 1 

左側へッドランプ（口ービーム） 


2 

H-LP RH L0 

1OA 《 1 

ち側へッドランプ（口ービーム） 


3 

H-LP LH HI 

lOA 

左側ヘッドランプ（八イビーム） 

4 

H-LP RH HI 

lOA 

ち側ヘッドランプ（八イビーム） 

己 

H-LP MAIN 

—《 3 

なし 

6 

S-HORN 

—《 3 

なし 

7 

EU-DRL 

—《 3 

なし 


X ’設定なしのため、ヒューズは入っておりません。 

■ エンジン ルー ム（吕） 


※1八□ゲンへッドランプ装着車 

※2デイスチャージへッドランプ装着車 

*3 設定なしのため、ヒューズは入っておりません。 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

17 

HORN 

10A 

ホーン 

18 

EFI N0.2 

10A 

EFI システム、 Stop & Start システム 

19 

IG2 

10A 

E 円システム 

20 

IGN 

1 己 A 

E 円システム 

21 

MET 

7 .已 A 

メーター 

22 

ID/UP 

7 .已 A 

EFI システム 


〔 


〔 



ぉ手人れのしかた 
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n 

1 

U 



BTO62CP260 


n 

4 



n n 

3 2 

U 

\ 


u u 

「 

n n n n 

\ 

15141312 

[J 

u u u u 

n 

23 



n 

22 

R 

II 

\ 

\ 

II 

\ 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 


WIPER RR 

1 己 A 

U ヤヮィ バー 

2 

WIPER 

20 A 

フロントワイパー 

3 

WASHER 

1 己 A 

ウォツシヤー 

4 

GAUGE 

lOA 

後退口、 EFI システム、 4 WD システ 
ム、シフト□ックシステム 

己 

A/C 

7 .己 A 

マニュアルエアコン、才ートエアコン、 

フ□ントワイパーデアイサー 

6 

ECU-IG N 0.2 

己 A 

VSC、Stop & Start システム、オー 
トレべ U ングシステム 

7 

ECU - I 白 N 0.1 

己 A 

メインボデー ECU 、 を却ファン、電動 
パワーステアリング 

8 

DOOR P 

20 A 

パヮーウィンドウ 

9 

DOOR R/R 

20 A 

パヮーウィンドウ 

10 

PANEL 

己 A 

メーター照明、スイッチ照明、ステア 

U ングスイッチ 

11 

TAIL N 0.2 

lOA 

車幅丹、尾丹、番号な、手動光軸調整 
ダイヤル、 EFI システム 

12 

FOG FR 

7 .己 A 

未使巧 

13 

AMI 

7 .己 A 

エンジンスイッチ 

14 

STOP 

7 .己 A 

EFI システム、スマートエント U —& 
スタートシステム、 VSC 、 制動灯、八 
イマウントストップランプ、シフト 
□ックシステム 

1 已 

FOG RR 

7 .已 A 

未使用 

16 

〇臣 D 

7 .己 A 

ダイアグノーシスコネクタ 


■ 助手席足刀: 


nsun^u 

neun^u 

n7un^u 

n8un 巧 u 

n9un^u 

n^un^u 

n^u 
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ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

17 

D/L 

2己 A 

ドア□ック 

18 

ACC 

己 A 

メインボデー ECU 、 電動ドア5ラー、 
シフト □ ツクシステム 

19 

CIG 

1己 A 

アクセヴ U —ソケット 

20 

DOOR 

20 A 

パワーウインドウ 

21 

DOOR R/L 

20 A 

パワーウインドウ 

22 

S-HTR 

lOA 

シートヒーター 

23 

4 WD 

7.己 A 

4 WD システム 


U 知識 

■ヒューズを交換したあとは 

♦交換してちランプ類び点なしないとをは、電球を交換してください。 

レ P . 27日） 

♦交換してち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けて<ださ 
い。 

■バッテリ -け 5の回路に過剰な負荷がかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるように設計されています。 

■電球（バルブ）を交換するとを 

この車両に指定されているトヨタ純正品のご使用をおすすめします。一部の電球 
は過電流を防止する専用回路に接続されているため、この車両指定のトヨタ純正 
品しツ外は使用でをない場合びあ0ます。 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと、車の故障や火が、けびをするおそれびあります。 

♦規定 容量！;(がのヒューズ、またはヒューズ1；(がのちのを使用しないで<ださ 
い。 

♦必ず トヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

♦ヒ ューズやヒューズボックスを改造しないでください。 


ぉ手人れのしかた 
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日- 2. 簡単な点検-部品交換 


A ミち意 

■ヒューズを 交換ずる前に 

ヒューズび切れた原因び電気の過剰負荷だと判明したとをは、トヨタ販売店で 
点検を受けて < ださい。 





電球（バルブ）の交換 


6-2. 簡単な点検-部品交換 
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次に記載ずる電球は、ご自身で交換でさまず。電球交換の難易度は電球 
によって異なりまず。部品び破損ずるおそれびあるので、トヨタ販売店 
で交換ずることをおずずめしまず。 

1 電球の用意 

切れた電球の W (ワット）数を確認してください。（一 P . 3己 2) 

|パルブ位置 

■ フ□ント 

► 八□ゲンへッドランプ装着車 



の車幅打 

② へッ ドランプ八イ ビーム 

③ フ□ント方向指示巧/非常点滅打 
@へッド ランプ□- ビーム 


ぉ手人れのしかた 
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日- 2. 簡単な点検-部品交換 


► デイスチャージへッドランプ装着車 



の車幅打 

③へッ ドランプ八イ ビーム 
③フ□ント方向指示な/非常点滅打 

■ U ヤ 



①尾灯 
@番号打 

③ 後退灯 

④ U ヤ方向指をな/非常点滅打 
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1へッドランプ-車幅归を交換ずる前に 


ボンネットを開けて、ク U ップの a 部を押し込みク U ップをはずし、力 
ノ（一を取りはずず 



BTO62CV034 
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日- 2. 簡単な点検-部品交換 


1電球交換のしかた 


■ へッドランプ□-ビーム（ハ□ゲンへッドランプ装着車) 

日]ボンネットを開けて、カバーをはずず（一 P . 281) 



团電球を交換し、コネクタを取り付 
ける 
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ソケットをまわして固定する 

取り付け部と電球のツメ （3 ヶ所）をあ 
わせて挿し込みます。 

ソケットを取り付けたあとは、いった 
んヘッドランプを点灯させ、バルブの 
取り付け部からランプの光びわれてい 
ないことを目視確認してください。 



■ へッドランプ八イビーム 

田ボンネットを開けて、カバーをはずす （^ P . 281 
回ボンネットを開けて、ソケットを 


まねして取りはずす 
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6-2. 簡単な点検-部品交換 


3 1コネクタのツ六を押し、電球を取 
りはずす 


囚電球を交換し、コネクタを取り付 
ける 


回ソケットをまわして固定する 

取り付け部と電球のツメ （3 ヶ所）をあ 
わせて挿し込みます。 

ソケットを取り付けたあとは、いった 
んへッドランプ八イビームを点灯さ 
せ、バルブの取り付け部からランプの 
光びをれていないことを目視確認して 
<ださい。 



1 

1 

7™ BT062CU010 

% 

補 

f 

BT062CV009 
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■ 車幅灯 

日]ボンネットを開けて、カバー対まずず（一 P . 281 
回ボンネットを開けて、ソケットを 


まわして取0はずず 


团電球を取りはずず 




因取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 


ぉ手人れのしかた 
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日- 2. 簡単な点検-部品交換 


■ フ□ント方向指示归/非常点滅归 

田ボンネットを開けて、ソケットを 
まわして取りはずず 


回電球を取りはずず 




团取り付けるとをは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 
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尾'灯、リヤ方向指示 I 灯/非常点滅 I 灯、後退灯 



团電球を取りはずず 

① 尾口 

② U ヤ方向指示な/非常点滅灯 

③ 後退打 



因取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 


ぉ手人れのしかた 
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日- 2. 簡単な点検-部品交換 


■番号巧 

ルさいマイナスドライバーなどの先端に、巧などを巻く 
傷び付くのを防ぐために保護してください。 

回カパーを取りはずず 

マイナスドライバー等を図の①のよう 
に挿し込み、②のち向に移動させ□ッ 
クを解除させなび6、（!)のように下に 
引< 


团ソケットを取りはずし、電球を取 
0はずず 


因取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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■ 巧の電球を父換ずるには 

次のランプび切れたとさは、トヨタ販売店で交換して < ださい。 
♦へッドランプ□-ビーム（ディスチヤージへッドランプ装着車) 
• サイド方向指示巧/非常点滅打 
• 制動打 

♦八イマウントストップランプ 


U 知識 

■デイスチャージへッドランプの作動（デイスチャージへッドランプ装着車） 

作動電圧範囲をはずれると、ランプび消なしたり、点なしなくなります。 

電圧び正常にちどると再点なします。 

■ LED ランプについて 

制動灯、八イマウントストップランプは、数個の LED で構成されています。ち 
し LED びひとつでも点なしないとをは、トヨタ販売店で交換してください。 

■レンズ内の水滴と量り 

レンズ内の一時的な曇りは、機能上問題ありません。ただし、なのようなときは、 
トヨタ販売店にご相談ください。 

♦レンズ内側に大粒の水ミ商び付いている 
♦ランプ内に水びたまっている 

■サイドち向指示な/非常点滅なについて 

電球とレンズは一巧のため、電球を取りはずすことびでをません。交換び必要な 
とさはトヨタ販売店で交換してください。 

■電球（バルブ）を交換ずるとさ 

一 P. 277 

■エンジン ルー ム内 カバーの クリップについて 

ク U ップお状は、仕様などの違いによりちの 
A タイプと目タイプ^びあります。 

※目タイプのク U ップはグ□メットび1本 
だけ長くなっております。 



ぉ手人れのしかた 
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日- 2. 簡単な点検-部品交換 


■へッドランプ-車幅なを交換したとさは 

田カバーをはめ込む 


回ク U ップお状を確認し（一 P . 28日）ク U ップのピンをもどす 
► A タイプのク U ップ装着車 
ピンを巧し込みます。 


► 巨タイプのク U ップ装着車 

グ□メットの a 部を広げて□ックを解除 
し、ピンを巧し込みます。 

































区]ク u ップを取り付ける 


6-2. 簡単な点検-部品交換 
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6-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 


■電球を 交換ずるとき 

♦ランプは 消なしてください。消な直後は高温になっているため、交換しないで 
<ださい。やけどをすることびあります。 

♦電球の ガラス部を素手でみれないで<ださい。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷付けた 
り、落下させたりすると球切れや破裂することびあります。 

♦電球 や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。取り付けび 
不十分な場合、発熱や発火、またはへッドランプ内部への浸水による故障や、 
レンズ内に曇りび発生することびあります。 


♦デ ィスチャージへッドランプ装着車： 

へッドランプの点な中および消な直後は 
へッドランプ裏の金属部び高温となって 
いるため、さわらないで < ださい。 
やけどをすることびあ D ます。 


■デ イスチヤージへッドランプ★について 



♦交換 するとを（電球交換含む）は、必ずトヨタ販売店にご相談ください。 

♦点 打中は、高電圧ソケットにふれないでください。 

瞬間的に3万ボルトの電圧び発生するため、感電により重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦電球- ソケット-電気回路、および構成部品を、修理または分解しないでくだ 
さい。 

感電により重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。 


■ お車の故障や义災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認してください。 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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A ミち意 


■エンジン ルー ム内 カバーの クリップについて 

ク U ップをエンジンルームの中に落とさないよ5ミ主意してください。 
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6-2. 簡単な点検-部品交換 


エアコンフイルターの交換 


エアコンを快適にお使いいただくために、エアコンフィルターを定期的 
に交換してください。 

I 交換のしかた 

のエンジンスイッチを " LOCK " ★または " OFF " * にずる 
团カバーをはずず 

(3) 矢印のようにカバーを手前に引っ 
張り、ク I 」ップ3ケ所をはずす 


③買し順フックを手前に引っ張り、ク 
U ップ已ケ所をはずす 


@矢印のようにカバーを手前に引つ 
張り、ク I 」ップ吕ケ所をはずす 



* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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フィルターカノ（一を取りはずず 


フィルターを取りはずし、新しい 
フィルターと交換する 

「t UPJ マークの 矢印び上を向くよう 
に取り付けます。 




回取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 

カバーをちどすとさは、クリップ （10 ヶ所）をちとの状態になるようにあてびい、 
すべてのク1」ップに均等に力びかかるよラにカバー全体を巧さえて取り付けます。 

U 知識 

■エアコンフィルターの交換について 

エアコンフィルターはなの時期を目まに交換してください。 

20.000 km[l 0.000 km ] ごと 

※大都巿や寒;令地など、交通量や粉じんのをい地区 

■エアコンの風量び減少' したときは 

フイルターの目詰まりび考えられますので、フイルターを交換してください。 


A ま意 


■エアコンを 使用ずるときのま意 

♦フイ ルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因になることびあり 
ます。化ずフイルターを装着してください。 

♦フイ ルターは交換するタイプです。 

水洗いやエアブ□一による清掃はしないでください。 

■カバーの 破損を防ぐために 

カノ（一をはずす際、勢いよくカバーや買い物フックを弓 I つ張らないでください。 
カノ（一を破損するおそれびあります。 


ぉ手入れのしかた 
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6-2. 簡単な点検-部品交換 
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万一の場合には 



7-1 .まず初めに 

故障したときは . 298 

非常点滅灯 

(ハヴードランプ） . 299 

発炎筒 . 300 

車両を緊急停止するには ....... 302 

7-2. 緊急時の対処法 

けん引について . 304 

警告灯がついたと去は . 309 

パンクしたとさは 
(応急用タイヤ装着車） ........ 31己 

パンクしたとさは 
(タイヤパンク応急 

修理キット装着車） . 32已 

エンジンが 

かか6ないとをは . 339 

シフトレバーが 

シフトでさないとさは ........ 341 

電モキーが正常に働かない 
とさは（スマート 
エントリ ー St スタート 

システム装着車） . 342 

バッテリーが 

おがったとさは . 344 

オーバーヒートしたとをは.. .349 
スタックしたとをは . 3已2 
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7-1 .まず初めに 


巧障したとまは 


故障のとさはずみやかに次の指示に従ってくださし、。 


非常点滅打（一 P . 299)を点滅さ 
せなびら、車を路肩に寄せ停車ず 
る。 

非常点滅なは、故障などでやむを得ず 
路上駐車する場合、他車に巧6せるた 
め使用します。 


高速道路や自動車専用道路では、次 
のことに従ラ 

• 同柔ちを避難させる 

♦車両の已 Om じ(上後方に発炎 
筒（一 P . 300) と停止表示板 
を置 < か、停止表示巧を使用 
する 

-見通しび悪い場合はさらに後ちに 
置いて < ださい。 

-発炎筒は、燃料ちれの際やトンネ 
ル内では使用しないでください。 

• その後、ガードレールのが側など 
に避難ずる 




曰知識 

停止表ル板 ■ 停止表ルなについて 

高速道路や自動車専用道路でやむを得ず駐停車する場合は、停止表示板または停 
止表示好の表示び、法律で義務付けられています。 















7-1 .まず巧めに 299 


巧常点滅好（八ザードランプ) 


き故などでやむを得ず路上駐車ずる場合、他車に知日せるために使用し 
て < ださい。 


スイッチを巧ず 

すべての方向指示なび点滅します。 
ちラー度巧すと消なします。 



口知識 

■非常点滅なについて 

エンジン停止中に非常点滅灯を長時間使用すると、バッテ U —びあびるおそれび 
あります。 
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7-1 .まず初めに 


巧炎箇 


高速道路や踏切などでの故障-事故時に非常信号用として使用しまず。 
(トンネル内や可燃物の近くでは使用しないでください） 

発炎時間は約已分でず。非常点滅好と併用してください。 


田助手席足元の発炎筒を取り出ず 


回本体をまわしなびら抜さ、本体を 
逆さにして挿し込む 


団先端のフタを取り、ずり薬で発炎 
筒の先端をこず0、着火させる 

必ず車かで使用してください。 

着乂させる際は、筒先を顔や体に向け 
ないで < ださい。 
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曰知識 

■発炎筒の有効期限 

本体に表示してある有効期限び切れる前に、トヨタ販売店でおホめください。有 
効期限び切れると、着火しなかったり、炎びルさくなる場合びあ0ます。 


A 警告 

■発 炎筒を使用してはいけない場所 

なの場所では、発炎筒を使用しないでください。 

煙で視界び悪<なった0、引火するおそれびあるためを険です。 

• トンネル内 

• ガソ1」ンなど可燃物の近く 

■ 発炎筒の取り扱いについて 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 
♦使用 中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近付けたりしない 
♦発 炎筒は、おテさまにさわらせない 














302 


7-1 .まず初めに 


車両を緊急停止するには 


万一、車び止ま5な<なったとさの非常時のみ、次の手順で車両を停止 
させて < ださい。 


のブレーキペダルを両足でしっかりと踏み続ける 

ブレーキペダルをくりおし踏まないでください。通常より強い力び化要となり、制 
動距離ち長くなります。 


回シフトレバーを N に入れる 
►シフトレバーび N に入った場合 
団減速後、車を安全な道路協に停める 
团エンジンを停止ずる 
►シフトレバーび N に入らない場合 
団ブレーキペダルを両足で踏み続け、 

团スマートエント U — &スタート 
システム非装着車：エンジンス 
イッチを " ACC " にして、エン 
ジンを停止ずる 


スマートエント U — &スタート 
システム装着車：エンジンス 
イッチを3秒じ(上巧し続けるか、 
素早く 3回じ(上連続で巧してェ 
ンジンを停止ずる 


可能な限り減速させる 



回車を安全な道路脇に停める 
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A 警告 


■走行 中にやむを得ずエンジンを停止ずるとき 

♦ブレーキの 効をび悪くなると共に八ンドル操作び重くなるため、車のコント 
ロールびしにくくなりを険です。エンジンを停止する前に、十分に減速するよ 
ラにしてください。 

♦スマート エント U -& スタートシステム非装着車；キーを抜くと八ンドルび 
□ックされるため、キーは絶巧に抜かないでください。 
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7-2. 緊急時の対処法 


けん引について 


けん引は、でさるだけトヨタ販売店または専門業ちにご依頼<ださい。 

I けん引される前に 

次の場合は、駆動系の故障び考えられるため、トヨタ販売店へご連絡< 
ださい。 

• エンジンびまわっているのに車び動かない 
• 異常な音びずる 


■けん 引されるとさ 
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jj エンジンを始動ずる 

エンジンび始動しないとさは、エンジンスイッチを " ACC " ★または " ON " ★、 
またはアクセヴ1」ーモード>またはイグニッション ON モード>にして<ださい。 

团けん引される車両のシフトレバーを N にしてから、パーキングブレー 
キを解除ずる 

けん引中は、□ープびたるまないよラ、減速時などち前の車の速度に合わせてくだ 
さい。 


緊急時のけん引 

U ヤの固縛用フックを緊急用フッ 
クとしてち使用でさます。 

雪の吹さだまりなどでスタックし 
て走行でをなくなったとをに緊急 
的に他車に引っ張りだしてちらラ 
とさに使用ずるをのでず。他車をけ 
ん引ずることはでさません。 



I けん引フックの取り付け方 

のけん引フックを取り出ず（一 P . 31日， 326) 

间マイナスドライバーを使ってフ 
夕をはずず 

傷び付くのを防ぐため、マイナスドラ 
イバーの先端に巧などを巻いて保護し 
て < ださい。 



* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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7-2. 緊急時の対処法 


J ] けん引フックを巧に挿し込んで 
まわし、軽く締める 


团ホイールナツトレンチを使い確 
実に取0付ける 


口知識 

■けん引フックの使巧目の 

けん引フックはけん引されるとをに使5ものであり、他車をけん弓 I するためのも 
のではありません。 




■けん引されるとさに 

エンジンび停止しているとブレーキの効をび悪くなったり、八ンドル操作び通常 
より重くなったりします。 
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A 警告 


なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあ0ます。 

■けん 引ずるとさ 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと駆動装置び損傷したり、車び台車から飛び出すおそれび 
あります。 

FF 車（前輪駆動ま）：前輪び地面に付いた 
状態でラしろからけん引しない 


4 WD 車 （4 輪駆動車）：前輪または後輪の 
いずれかの車輪び地面に付いた状態でけん 
引しない 

けん引するとをは、必ず4輪接地または、 
4輪とち持ち上げた状態で運搬して<ださ 
い。 


■けん 引中の運転について 

♦けん 引を行5とさは、細むのま意を仏ってください。 

けん引フックや□ープに過剰な負荷をかける急発進は避けてください。 

けん引フックやロープび破損し、その破片び周囲の人などにあたるおそれびあ 
0ます。 

♦エンジン スイッチを " LOCK " A または OFF A にしないでください。 

八ンドルびロックされ八ンドル操作びでをなくなるおそれびあ D ます。 

■けん 引フックを車両に取り付けるとを 

指定の位置にしっかりと取り付けてください。 

指定の位置にしっかり取り付けていないとけん弓 I 時にフックびはずれるおそれ 
びあ0ます。 





* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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7-2. 緊急時の対処法 


A ミち意 


■車両の 損傷を防ぐために 

♦けん 引するとをはなのことを必ずお守りください。 

-ワイヤーロープは使用しない 

-速度は 30 km/h し U 下、距離 80 km しツ内でけん引する 
-前進ち向でけん引する 
-サスペンション部などにロープをかけない 
♦この 車両で他車やボート（トレーラー）などをけん引しないでください。 

駆動系部品などに重大な損傷を与えるおそれびあります。 

■ Stop & Start システム装着車をけん引ずるときは (Stop & Start システム装 
着車） 

4輪すべてを接地した状態でけん引しないで<ださい。4輪とち持ち上げた状 
態で運搬するか、前輪を持ち上げた状態でけん引して<ださい。 
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警告巧がついたとまは 


警告灯び点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて次のよラに対処 
して<ださい。なお、点灯-点滅してち、その後消なずれば異常ではあ 
0ません。ただし、同じ現象び再度発生した場合は、卜3夕販売店で点 
検を受けてください。 


I ただちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 

次の警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただちに 
安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して<ださい。 


警告灯 

警告灯名-警告内容 

(©) 

ブレーキ警告な（警告ブザー）* 

-ブレーキ液の不足 
-ブレーキ系統の異常 

パーキングブレーキび解除されていないとをち点なしま 
す。 

解除後、消なすれば正常です。 


パーキングブレーキ未解除走行時警告ブヴー： 

パーキングブレーキをかけたまま、車速び已 km / h しん h になると警告ブヴーび 
鳴ります。 


I ただちに停車してください。 

次の警告は、お車へのダメージや思わめを険をおくおそれびあることを 
意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して< 
ださい。 


警告灯 

警告灯名-警告内容 


口 


充電警告な 

充電系統の異常 




油圧警告な 

エンジンオイルの圧力異常 


へ • 


高水温警告な 

エンジン;令却水温の異常 
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1 ただちに点検を受けてください。 

次の警告は、放置ずるとシステムび正しく働かず、思わめ危険や故障を 
招くおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受 
けて < ださい。 


警告打 

警告灯名-警告内容 


0 


エンジン警告巧 

-エンジンの異常 

-エンジン電子制御システムの異常 

-電子制御ス□ットルの異常 

-トランス 5 ッシヨン電子制御システムの異常 


が 


SRS エアバッグ/プリテンシヨナー警告巧 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プ U テンシヨナー付さシートベルトシステムの異常 


(©) 


ABS & ブレーキアシスト警告な 

- ABS の異常 
-ブレーキアシストの異常 


0! 


パワーステアリング警告な（警告ブザー） 

EPS (エレクト U ックパワーステアリング）の異常 


スリップ表示な 

- VSC システムの異常 
- TRC システムの異常 
上記のシステムの作動時には、点滅します。 
レ P' 1 73) 

4 WD 警告 ：!：：[★ 

4WD システムの異常 
(点滅したとき 一 P. 31 1) 


デイスチヤージへッドランプオートレべリング警告な* * 

自動光軸調整システムの異常 


St 叩& Start キャンセル表示な ★ 

Stop & Start システムの異常 

(Stop & Start システム非作動時は点なします。一 P . 1 66) 

スマー トエントリ ー& スター トシステム表示な ★ 


4WD 

(点灯) 

互 

百 

OFF 

(点滅) 




(警告ブザー） 

-スマートエント U-& スタートシステムの異常（黄色点滅) 
-ステア U ングロックシステムの異常（緑色に速点滅） 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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I ただちに処置してください。 

次の警告はそれぞれの巧処方法に従って処置し、警告灯び消なずるのを 
確認してください。 


警告打 

警告灯名-警告内容 

対処方法 


お、 


半ドア警告な（警告ブザー**^ 1) 

いずれかのドアび確実に閉まって 
いない 

全ドアを閉める 


釋 

eL 爆 


砸になった 

燃料を補給する 


ぶ 


シートベルト非着用警告な 
(警告ブザー※ 2) 

運転席•助手席シートベルトの非着 
用 

シートベルトを着用す 
る 



スピードを落としてほ 
速走行する、またはエ 
ンジンをかけたまま停 
車する。 


4 WD 

(点滅） 


4 WD 警告1打 ★ 

駆動系の発熱 

(点打のみのとさ 一 P . 310) 


1半ドア走行時警告フヴー： 

いずれかのドアび確実に開まっていない状態のまま、車速び約已 km/h をこえ 
たとをにフヴーび鳴ります。 

2運転席-助手席シートベルト非着用警告ブヴー： H 

運転席-助手席シートベルト非着用のまま車速び約 20 km/h し U 上になると警 m 

告フヴーび]回鳴ります。その後ち運転席 • 助手席シートベルトを非着用のま ■ 

ま30砂を経過すると、30砂間断続的に鳴り、さらにブヴーの音びかわり ち 

日0砂間鳴ります。 ® 

曼 

Is 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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7-2. 緊急時の対処法 


U ただちに化置してください。（スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 

それぞれの巧処方法に従って処置し、警告巧び消なずるのを確認して< 
ださい。 


警告フヴー 

警告打 

警告灯名-警告内容 

対処ち法 

車内 

車外 

連続音 

連続音 

( 

ろ 

黄色点滅 

) 

スマートエントリー& 

スタートシステム表示な 

シフトレバーび P 1;(外の 
状態で、エンジンスイッ 
チを OFF にせずに電子 
キーを持ち出したまま運 
転席ドアび開閉された 

-シフトレバー 
を 口にする 
• 電モキーを車 
内にちどす 

1回 

吕回 

( 

ろ 


スマートエントリー& 

スタートシステム表示な 

シフトレバーび P の状態 
で、エンジンスイッチを 
OFF にせずに運転席ドア 
び開閉され電子キーを持 
ち出した 

エンジンスイツ 
チを日 FF にした 
あと、電子キーを 
車内から持ち出 
す 

黄色点滅 J 

スマートエントリー& 

スタートシステム表示な 

エンジンスイッチび OFF 
し U がの状態で運転席が 
のドアび開閉され同乗者 
び電子キーを持ち出した 

電テキーを車内 
にちどす 

1回 

連続音 
(已秒 
間） 

( 

る 

黄色点滅 

) 

スマートエントリー& 

スタートシステム表示巧 

エンジンスイッチを日 FF 
にせずに、電子キーを持 
ち出してスマートエント 

U —&スタートシステム 
でドアを施錠しよラとし 
た 

エンジンスイツ 
チを OFF にした 
あと、再度施錠す 
る 
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警告ブヴー 

警告な 

警告な名-警告内容 

対処方法 

車内 

車外 

1 回 

— 

二 

る 

已秒臣 E 
章色屏、滅 


スマートエントリー & 

スタートシステム表示巧 

電テキーを携帯していな 
い状態でエンジンを始動 
しよラとした 

電子キーを携帯 
してエンジンを 
始動する 

目回 

— 

( 

る 

黄色点滅 

) 

スマートエントリー & 

スタートシステム表示巧 

電モキーわ'、車室内にない 
状態で走行をはじめた 

車室内に電子 
キーがあるか確 
認する 

1 回 

— 

二 

;1 已秒臣 E 
奪色屏、滅 


スマートエントリー & 

スタートシステム表示巧 

電テキーの電池残量が少 
ない 

新しい電池と交 
換する 
(一口. 268) 

1 回 

— 

1る 

(1 已秒間 S 
色に速点汲 

录 

り 

スマートエントリー & 

スタートシステム表示巧 

ステア U ング□ックが解 
除でさなかった 

ステア IJ ング 
ロックを解除す 
る （一 P . 144) 

1 回 

— 

二 

ろ 

:3 日砂臣 E 
曼色な滅 


スマートエントリー & 

スタートシステム表示な 

-メカニカルキーで解錠 
してエンジンスイッチ 
を押したとを、車室内で 
電子キーを検巧でをな 
かった 

-エンジンスイッチを押 
したとを、車室内で電モ 
キーを検巧でをないこ 
とび 2 回連続で続いた 

ブレーキペダル 
を踏みながら、電 
子キーでエンジ 
ンスイッチにふ 
れる 

(^ P . 343) 
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7-2. 緊急時の対処法 


曰知識 

■シートベルト非着用警告なの柔員検知センサーの作動について 

♦助手席に乗員びいな<てち、シートに荷物などを置くと、センサーび重量を検 
巧して警告灯び点滅することびあります。 

♦助手席に座布団などを敷<と、センサーび乗員を検巧せず警告なび作動しない 
ことびあ0ます。 

■パワーステアリング警告な/警告ブザーについて 

バッテ U —の充電び不十分な場合、または一時的に電圧び下びった場合に警告灯 
び点灯し、警告ブヴーびなることがあります。 


A 警告 


■パ ワーステアリング警告なが点なしたとき 

八ンドル操作び非常に重くなることびあります。 

八ンドル操作び通常より重いとさは、八ンドルをしっかりと持ち、通常より強 
く操作してください。 
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パンクしたとをは（応急用タイヤ装着車) 


パンクしたタイヤを、備え付けの応急巧タイヤと交換してください。 
(タイヤについての詳しい説明は P . 264を参照してください） 


A 警告 


■タイヤが パンクしたとさは 

パンクしたまま走行しないでください。 

短い距離でち、タイヤとホイールび修理でをないほど損傷したり、思わめ事故 
につなびるおそれびあ〇を険です。 


1 ジヤツキで車体を持ち上げる前に 

• 地面び固<平らな場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 
♦シフトレバーを P に入れる 
• エンジンを停止ずる 
• 非常点滅打を点滅させる 
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7-2. 緊急時の対処法 


1 工具とジャッキの位置 

► F F 車（前輪駆動） 



①ジャッキ ④けん引フック 

@ジャッキ八ンドル 运）ホイールナットレンチ 

③応急用タイヤ 
► 4 WD 車 （4 輪駆動） 



①応急用タイヤ ④ホイールナットレンチ 

③ジャッキ ⑥ジャッキ八ンドル 

③けん引フック 
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A 警告 

■ジャッキの 使用について 

なのことをお守り <ださい。 

ジャッキの取り扱いを誤ると、車び落下して重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

♦ジャッキは タイヤ交換-タイヤチェーン取り付け.取りはずしし U 外の目的で使 
用しない 

♦備え付けの ジャッキは、お客様の車にしか使ラことびでをないため、他の車に 
使ったり他の車のジャッキをお客様の車に使用したりしない 

♦ジ ャッキはジャッキセット位置に正しくかける 
♦ジャッキで 支えられている車の下に体を入れない 

♦まび ジャッキで支えられている状態で、エンジンを始動したり車を走らせない 
♦車内に 人を乗せたまま車を持ち上げない 

♦車を 持ち上げるとをは、ジャッキの上または下にものを置かない 
♦まを 持ち上げるとをは、タイヤ交換でをる高さし:!上に上げない 
♦車の 下にちぐり込んで作業する場合は、ジャッキスタンドを使用する 

♦車を 下げるとさは、周囲に人びいないことを確認し、人びいるとをは声をかけ 
てから下げる 
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7-2. 緊急時の対処法 


U ジャッキの取り出し方 

► FF 車（前輪駆動） 

のデッキボードを取りはずず（一 P . 247) 


回袋をはずず 



团ジャッキをゆるめて取りはずず 
①ゆるむ 
感 締まる 



► 4 WD 車 （4 輪駆動） 

のデッキボードを取りはずず（一 P . 247) 
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1 応急用タイヤの取り出し方 


のデッキボードを取りはずず（一 P . 247) 



A 警告 

■応急 用タイヤを収納ずるとき 

ボデーと応急巧タイヤとのあいだに、指などを挟まないよラに注意してくださ 
い。 


■パンクした タイヤの交換 


田輪止め&をずる 

輪止めは、トヨタ販売店で購入する 
ことびでをます。 



前輪 


パンクしたタイヤ 

輪止めの位置 


左側 

ち側後輪ラしろ 

ち側 

左側後輪ラしろ 


左側 

ち側前輪前 

ち側 

左側前輪前 



後輪 
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7-2. 緊急時の対処法 


フルホイールキャップをはずす* 
* スチールホイール のみ 

傷び付くのを防ぐため、ホイールナツ 
トレンチの先端に巧などを巻いて保護 
して < ださい。 


める 


团ジャッキの A 部を手でまわして、 
ジャッキ溝をジャッキセット位 
置にしっかりかける 


回タイヤび地面から少し離れるま 
で、車体を上げる 



BTO72CU015 
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ナツトすべてを取りはずし、タイ 
ヤを取りはずず 

タイヤを直接地面に置くとさは、ホ 
イールの表面に傷び付かないよラ表面 
を上にします。 



A 警告 


■タイヤ 交換について 

♦走行 直後、ディスクホイールやフレーキまわりなどにはふれない 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているためタイ 
ヤ交換などで手や足などびふれると、やけどをするおそれびあります。 

♦なの ことをお守りいただかないとナットびゆるみ、ホイールびはずれ落ち、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

-ねじ部にオイルやグ U —スを塗らない 
ナットを締めるとをにぶ、要し:に締め付けられ、ボルトび破損したり、ディ 
スクホイールび損傷するおそれびあります。またナットびゆるみホイール 
び落下するおそれびあります。オイルやグ1」ースびねじ部に付いている場 
合はふを取ってください。 

-ホイールの交換後は、すぐに 103N ■ m (10 已 Okgf. cm) の力でナット 
を締める 

-タイヤの取り付けには、使用しているホイール専用のナットを使用する 
-ボルトやナットのねじ部や、ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの異 
常びある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける 


■タイヤの 取り付け 


田ホイール接触面の巧れをふさ取 
る。 

ホイール接舰面びミちれていると、走行 
中にナットびゆるみ、タイヤびはずれ 
るおそれびあります。 
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回応急用タイヤを取り付け、タイヤびびたつかない程度まで手でナット 
を仮締めずる 

フルホイールキャップ装着車の 
スチールホイールからスチール 
ホイールにかえるとき（応急用夕 
イヤを含む）： 

ナットのテーパー部びホイール 
のシート部に軽くあたるまでま 
ねす 


フルホイールキャップ非装着車 
のスチールホイールからスチー 
ルホイールにかえるとさ（応急巧 
タイヤを含む）： 

ナットのテーパー部びホイール 
のシート部に軽くあたるまでま 
ねす 


アルミホイールから応急巧タイ 
ヤにかえるとさ： 

ナツトのテーパー部びホイール 
のシート部に軽くあたるまでま 
ねす 


アルミホイールからアルミホ 
イールにかえるとき： 

ナツトの座金びホイールにあた 
るまでまわす 
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3] 車体を下げる 


互図の番号順でナツトを2、3度 
しっかり締め付ける 

締め付けトルク： 

103 N • m (10 已 Okgf • cm) 



回フルホイールキャップを取り付 
ける* 

タイヤのバルブ（空気口）に切り欠を 
を合わせてフルホイールキャップを確 
実に取り付ける。 

* スチールホイールのみ(応急用タイヤ 
に取り付けることはでをません） 



田すべての工具-ジャッキ-パンクしたタイヤを収納ずる 


曰知識 

■応急用タイヤについて 

♦タイヤの側面に TEMPORARY USE ONLY と書かれています。応急用にのみ 
使用してください。 

♦空気圧をおず点検してください。（一 P. 361) 

■雪道-凍結路で前輪びパンクしたとを 

[T] 後輪を応急用タイヤに交換する 
回ノてンクした前輪をはずした後輪に交換する 
団タイヤチェーンを前輪に装着する 
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■応急用タイヤ装着中は段差にま意 

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤ装着時にくらべ車高び低くなっています。段差 
を柔りこえるとをはごま意ください。 


A 警告 


■応急 用タイヤを使用ずるとを 

♦必ず 指定サイズを使用してください UP . 361) 

♦お客様の ま専巧になっているため、他の車には使用しないでください。 
♦同時に 2つ!;(上の麻急用タイヤを使用しないでください。 

♦でさる だけ早く通常のタイヤと交換してください。 

♦急 加速、急八ンドル、急ブレーキやシフト操作による急激なエンジンブレーキ 
の使用は避けてください。 

■応急 用タイヤを装着しているとき 

正確な車両连度び検出でをない場合びあり、なのシステムび正常に作動しな< 
なるおそれびあります。 


- ABS 

-ブレーキアシスト 
- EPS 


- TRC 
- VSC 


また、なのシステムは、性能び十分に発揮でをないばかりでな<、駆動系部品 
に悪影響を与えるおそれびあります。 


- 4 WD システム A 


■応急 用タイヤ使用時の速度制限 

応急用タイヤを装着しているとをは、 lOOkm / h し U 上の速度で走行しないでく 
ださい。 

応急用タイヤは、高速走行に適していないため、思わめ事故につなびるおそれ 
び友0ます。 



A ま意 


■ タイヤチェーンの装着について 

庇急用タイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。 

タイヤチェーンびま体にあたり、車を損傷したり走行に悪影響をおよぼしたり 
するおそれびあります。 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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パンクしたとをは（タイヤパンク応急修理キット装着ま) 


タイヤパンク応急修理キット装着車には、スペアタイヤび搭載されてい 
ません。 

タイヤびパンクしたとさは、タイヤパンク応急修理キットで応急修理ず 
ることびでさまず。釘やネジなどび刺さった程度の軽度なノ（ンクを応急 
修理でさまず。（パンク補修液1本につさ、応急修理できるタイヤは1 
本でず） 

タイヤパンク応急修理キットで応急修理したタイヤの修理-交換につい 
ては、トヨタ販売店にご相談ください。 


A 警告 


■タイヤが パンクしたときは 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離でち、タイヤとホイールび修理でをないほど損傷したり、思わめ事故 
につなびるおそれびあ〇を険です。 


1 応急修理ずる前に 

• 地面び固<平らな場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 
♦シフトレバーを P に入れる 
• エンジンを停止ずる 
• 非常点滅打を点滅させる 
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U タイヤパンク応急修理キット-工具の搭載位置 

► FF 車（前輪駆動） 



①ジャッキ※ ® ジャッキ八ンドル 

③けん引フック ©タイヤパンク応急修理キット 

③ホイールナットレンチ 
※ジャッキの使い方 （^P. 320) 
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► 4 WD 車 （4 輪駆動) 



②ジャッキ※ 度)ジャッキ八ンドル 

⑤けん引フック 
※ジャッキの使い方（一 P . 320) 
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。タイヤ パンク応急修理キットの内容/各部の名称 



①ホース (5) 電源プラグ 

③空気逃びしキャップ ⑥速度制限ラベル 

③空気圧計 ⑦ノ（ンク補修あま入済ラベル 

( J ) スイッチ 

U 応急修理キットの取り出し方 

のデッキボードを取りはずず（一 P . 247) 

回応急修理キットを取り出ず 

► FF 車（前輪駆動） ► 4 WD 車 （4 輪駆動） 
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I ジャッキの取り出し方 

のデッキボードを取りはずず（一 P . 247) 
回ジャッキを取り出ず（一 P . 318) 

1 応急修理ずる前に 

タイヤの損傷程度を確認してください。 

釘やネジなどび刺さっている場合 
のみ、タイヤを応急修理してくださ 
い。 

-タイヤに刺さっている釘やネジ 
などは抜かないで<ださい。抜い 
てしまラと巧び大を< な0ずぎ、 
応急修理びでさな < なることび 
ありまず。 

-パンク補修巧びちれないよラに 
するため、パンク箇所び分かって 
いる場合は、パンク箇所び上にな 
るよラに車両を移動してくださ 
し、。 
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急修理ずるとき 

田応急修理キットを取り出ず 

回パンクしたタイヤのバルブから、 
ノりしブキヤツプを取りはずず 


团ボトルの保護フィルムをはびし 
ホースを のばず 

ボトルのホースから空気逃びし 
キャップを取りはずず 

ボトルに同封されているバンク補修液 
を入;きみラベルは指定の位置へ貼0付 
けます。（田へ）空気逃びしキャップは 
再度使用するため、なくさないよラに 
な管してください。 

因ボトルのホースをパンクした夕 
イヤのバルブに接続ずる 

ホース先端を時計まわりにまわして、 
しっかりと最後までねじ込みます。 


回コンプレッサーのスイッチび 
" OFF " であることを確認ずる 
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6 J コンプレッサーの電源プラグを 
はずず 


u コンプレッサーの電源プラグを 
アクセサ U — ソケットに挿し込 
むレ P ' 241) 


团速度制限ラベルをはびず 





万 

の 

場 

ム 

Is 
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团付属のラベル2枚を図のよラに 
それぞれ貼0付ける 

ホイールのミちれや水分を十分にふを 
取ってか6ラベルを貼り付けて<ださ 
し^。ラベルを貼り付けることびでさな 
い場合は、トヨタ販売店にてタイヤを 
修理-交換するとをにパンク補修液を 
入済みであることを必ずお伝え < ださ 
い。 


画ボトルをコンプレッサーに接続 
する 

ちの図のように、ボトルをまっすぐコ 
ンプレッサーに挿入•接続し、ボトル 
の突起びケースの溝にしっかり含って 
いるか確認してください。 
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回タイヤの指定空気圧を確認ずる 

運転席側の空気圧ラベルで確認するこ 
とびでをます。 （^ P . 2己已） 


回エンジンを始動ずる 

回コンプレッサーのスイッチを ON 
にし、パンク補修あと空気を充慎 
する 


回空気圧び指定空気圧になるまで 
充慎ずる 

のスイッチ " ON " 直後は、パン 
ク補修液を注入するため、一時 
的に空気圧計び上昇ずる 

② 1分程度りを温の場合は已分 
程度）で実際の空気圧表おにな 
る 

③ 指定空気圧になるまで充慎ず 
る 

空気圧は、コンプレッサーのスイッ 
チを " OFF " にして確認してくださ 
しん空気の入れすざにを意して、指 
定空気圧になるまで充慎' 確認を< 
り返してください。 

3已分！;!上充慎してわ指定空気圧に 
ならない場合は、応急修理でをませ 
ん。トヨタ販売店にご連絡ください。 

空気を入れすぞたとをは、指定空気 
圧になるまで空気を巧いてくださ 
し、 (^ P . 361) 





































334 


7-2. 緊急時の対処法 


巧コンプレッサーのスイッチび " OFF " であることを確認した上で、ア 
クセサ U — ソケットから電源プラグを抜さ、バルブからボトルのホー 
スを取りはずず 

ホースを取りはずすときにノ（ンク補修液びもれる可能性びあります。 

画ノ（ルブキャップを応急修理したタイヤのノ（ルブに取り付ける 

回ボトルのホース先端に空気逃び 
しキャップを取0付ける 

空気逃びしキャップを取り付けないと 
バンク補修液びわれ、お車び巧れる巧 
能性びあります。 



画いったん、ボトルとコンプレッサーを接続したままラゲージルーム内 
に収納ずる 

回タイヤ内のパンク補修液を均等に広げるために、ただちに約已 km 、 安 
全に走行ずる（速度 80 km/h LU 下） 


画走行後、ボトルのホースから空気 
逃びしキャップを取りはずし、再 
度応急修理キットを接続ずる 


回コンプレッサーのスイッチを約已 
秒間 " ON " にし、 " OFF " にして 
空気圧を確認ずる 

® 空気圧び 130 kPa 未満の場 
合：応急修理でさません。トヨ 
夕販売店にご連絡ください。 

② 空気圧び1 30 kPa LU 上、指定 
空気圧未満の場合：回へ 

③ 空気圧び指定空気圧（一 P . 
361) の場合：励へ 
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m コンプレッサーのスイッチを " ON " にして指定空気圧まで空気を充慎 
し、再度、約已 km 走行あとにあらためて画から実施ずる 

画ボトルのホース先端に空気逃び 
しキャップを取0付ける 

空気逃びしキャップを取り付けないと 
ノ v ° ンク補修液び漏れ、お車び巧れる巧 
能性びあります。 


回ボトルとコンプレッサーを接続したままラゲージルーム内に収納ずる 

固急ブレーキ、急加速。急八ンドルを避け、慎重に 80 km/h LU 下で運転 
してトヨタ販売店へ行をまず。 

タイヤの修理' 交換についてはトヨタ販売店にご相談ください。 



曰知識 

■応急修理キットで修理でをないパンク 

なの場合は、応急修理キットでは応急修理でをません。卜3夕販売店にご連絡< 
ださい。 

♦タイヤ空気圧び不十分な状態で走行してタイヤび損傷しているとを 
♦タイヤ側面など、接地面し U がに巧や損傷びあるとを 
♦タイヤびホイールから明らかにはずれているとを 
* タイヤに 4 mm じ(上の切り傷や刺し傷びあるとを 
♦ホイールび破損しているとを 
• 2 本し U 上のタイヤびパンクしているとを 
•1 本のタイヤに2ヶ巧し:!上の切り傷や刺し傷びあるとを 
■応急修理をのタイヤのバルブについて 
応急修理キットを使用したとさは、タイヤのバルブを新品に交換してください。 
■応急修理キットの点検について 

パンク補修液の有効期限の確認は定期的に行って<ださい。 

有効期限はボトルに表示されています。 

有効期限び切れたパンク修理液は使用しないで<ださい。応急修理キットによる 
修理び正常にでさない場合びあ D ます。 
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■応急修理キットについて 

♦広急修理キットは自動車タイヤの空気充慎用です。 

参パンク補修液には有効期限びあります。有効期限は容器に表示されています。有 
効期限び切れる前に交換してください。交換については、トヨタ販売店にご巧 
談ください。 

♦パンク補修液ボトル1本でタイヤ1本を1回応急修理でをます。使用したパンク 
補修液の交換は、トヨタ販売店にご相談<ださい。コンプレッサーは、くり返 
し使用でをます。 

♦か気温度び一30で〜日0でのとをに使用でをます。 

♦応急修理キット搭載車両の装着タイヤ専用です。指定タイヤサイズし U がのタイ 
ヤや、他の用途には使用しないでください。 

♦パンク補修液び巧服に付着すると、シ5になる場合びあります。 

♦パンク補修液びホイールやボデーに付着した場合、放置すると取れなくなるお 
それびあります。めれた巧などですみやかにふを取ってください。 

♦コンプレッヴー作動中は、大をな音びしますび故障ではありません。 

♦タイヤ空気圧の点検や調整には使用しないで<ださい。 

■空気を入れずざてしまったとき 

己]タイヤからホースを取りはずす 

[T] ホース先端に空気逃びしキャップをかぶ 
せ、キャップのま起部をタイヤのバルブに 
押しあてて空気を抜< 



団ホースから空気逃びしキャップを取りはずし、ホースを再接続する 

团コンプレッサーのスイッチを "ON" にして数秒間経過後、スイッチを "OFF" 
にして空気圧計を確認する 

指定空気圧よりほいときは、再度、コンプレッサーのスイッチを "ON " にし、 
指定空気圧になるまで空気を充慎してください。 
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A 警告 


■応急修理 キットについて 

♦応急修理 キットは指定の位置に収納して < ださい。 

急ブレーキ時などに応急修理キットび飛び出したりして破損したり、思わめ事 
故につなびるおそれびありを険です。 

♦応急修理 キットはお客様の車専用です。他の車には使わないで < ださい。他の 
車に使ラと思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦指定 タイヤサイズし U 外のタイヤや他の巧途には使用しないでください。パンク 
修理び完全に行われず、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

■パンク 補修液について 

♦誤って 飲み込むと健康に害びあります。その場合はでさるだけたくさんの水を 
飲み、ただちに医師の診察を受けて< ださい。 

♦もし 目に入ったり、皮膚に付着したりした場合には、水でよく洗い流してくだ 
さい。それでも異常を感じたとさは、医師の診察を受けてください。 

■パンクした タイヤを応急修理ずるとき 

♦車両を ま全で平坦な場所に停止させて<ださい。 

♦走行 直後、ホイールやフレーキまわりなどにはふれないでください 
走行直後のホイールやフレーキまわりは高温になっている可能性びあるため手 
や足などびふれると、やけどをするおそれびあります。 

♦タイヤを 車両に取り付けた巧態で、ノりレブとホースをしっかりと接続してくだ 
さい。 

♦接続び 不十分な場合、空気びちれたり、パンク補修液び飛散したりするおそれ 
び友 D ます。 

♦充厦 中にホースびはずれると、圧力でホースび急に動くおそれびありを険で 
す。 

♦充厦 後、ホースを取りはずすとをや空気を抜くとさにパンク補修液び飛散する 
場合びあ0ます。 

♦作業 手順に従って応急修理を行って<ださい。 

手順どおりに行わないとパンク補修液び噴出する場合びあります。 

♦破裂のを 険びあるので、応急修理キットの作動中は補修中のタイヤから離れて 
ください。タイヤに亀裂やを形び発生している場合、ただちにキットのスイッ 
チを "OFF" にし、修理を中止してください。 

♦応急修理 キットは、長時間作動させると過熱する可能性びあります。40分し 
上連続で作動させないでください。 



場 


は 
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A 警告 


♦応急修理 キットの作動中は、部分的に熱<な0ます。使用中、または使用後の 
取り扱いにはま意してください。 

♦速度制限 シールは指定位置しツ外に貼らないで < ださい。八ンドルのパッド部分 
などの SRS エア バッグ展開部に貼ると 、 SRS エア バッグび正常に作動しな 
<なるおそれびあります。 

■補修 液を均等に広げるための運転について 

♦なをで 慎重に運転してください。特にカーブや旋回時にはま意してください。 

♦車び まっすぐ走行しなかったり、八ンドルをとられたりする場合は、停車し、 
なのことを確認してください。 

-タイヤを確認してください。タイヤびホイールからはずれている可能性び 
あります。 

•空気圧を確認してください。 130 kPa 未満の場合は、タイヤび大をなダ 
メージを受けている可能性びあります。 


A ま意 


■応急修理を ずるとさ 

♦タイヤに 刺さった釘やネジを取り除かずに応急修理を行ってください。 
取り除いてしまラと、応急修理キットでは応急修理びでをな < なる場合びあり 
ます。 

♦応急修理 キットに防水機能はありません。降雨時などは、水びかからないよラ 
にして使用してください。 

♦砂地な どの砂ぼこりのをい場所に直接置いて使用しないでください。砂ぼこり 
などを吸い込むと、故障の原因になります。 

■応急修理 キットについて 

♦応急修理 キットは DC 1 2 V 専用です。他の電源での使用はでをません。 

♦応急修理 キットにガソ U ンびかかると、劣化するおそれびあります。ガソリン 
びかからないようにしてください。 

♦応急修理 キットは砂埃や水を避けて収納してください。 

♦広 急修理キットは指定の位置に収納し、おテさまび誤って手をふれないよ5ご 
ま意ください。 

♦分解 •改造などは絶対にしないでくださし、また、圧力計などに衝撃を与えな 
いでください。故障の原因になります。 
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エンジンびかか6ないとまは 


正しいエンジンのかけ方（一 P . 138,141)に従ってち、エンジンびか 
か日ないときは、次のことを確認してください。 


I スターターは正常にまわっているのにエンジンびかか5ない場合 

次の原因び考え日れまず。 

• 燃料び入っていない可能性びありまず。 

給油して < ださい。 

• 燃料を吸い込みずぎている可能性びありまず。 

再度、正しい手順（一 P .138,141) に従って、エンジンをかけてく 
ださい。 

♦エンジンイモビライヴーシステム★に異常びある可能性びありまず。 
(一 P ' 60) 


I スターターびゆっくりまわる/室内归- へッ ドランプび暗い/ホーンの 
音びルさい、または鳴らない場合 


次の原因び考え日れまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 344) 
♦バッテ U —のターミナルびゆるんでいる可能性びありまず。 


I スターターびまわ5ない場合（スマートエントリー&スタートシステム 
装着車） 

• 電装品の断線やヒューズ切れなど、電気系統異常の可能性びありまず。 
異常の種類によっては、エンジンを一時的な処置でかけることびでを 
ます。（一 P . 340) 

♦ステア U ング□ツクシステムに異常びある可能性びありまず。 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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スターターびまわ5ない/室内'灯- へッ ドランプが点归しない/ホーン 
び鳴5ない場合 


次の原因び考え日れまず。 

♦バッテ U —のターミナルびはずれている可能性びありまず。 

♦バッテ U —あびりの可能性びありまず。（一 P . 344) 

対処の方法びわからないとを、あるいは対処をしてちエンジンびかからないとを 
は、トヨタ販売店にご連絡ください。 

a 緊急始動機能（スマ-トエントリ ー& スタートシステム装着車） 

通常のエンジン始動操作でエンジンび始動しないとさは、次の手順でエ 
ンジンび始動ずる場合びありまず。 

緊急時 LU 外は、この方法で始動させないでください。 

田パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
回シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる 
团エンジンスイッチをアクセサ U —モードにずる 

团ブレーキペダルをしっかり踏んでエンジンスイッチを約1已秒じ(上巧 
し続ける 

上記の方法でエンジンび始動してち、システムの故障び考えられまず。た 
だちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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シフトレ八一びシフトでまないとまは 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレバーびシフトでさない場合、シ 
フト□ツクシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故障び 
考えられまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 

ただし一時的な処置として、次の方法でシフトレバーをシフトずること 
びでさまず。 


田パーキングブレーキをかける 

回エンジンスイッチを " ACC " * またはアクセサ U - モード*にずる 
团ブレーキペダルを踏む 


圧! カバーを はずず 

マイナスドライバーなどを使って力 
バ'一をはずします。 


回シフト□ック解除ボタンを巧ず 

ボタンを巧しているあいだは、レバー 
をシフトでさます。 



* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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電子キーが正常に働かないとまは 

(スマートエントリ ー& スタートシステム装着車) 


電モキーと車両間の通信びさまたげられた0 (一 P . 7日）、電モキーの電 
池び切れたとさは、スマートエント U — &スタートシステムとワイヤレ 
ス U モコンび使用でさなくなりまず。このよラな場合、巧の手順でドア 
を開けたり、エンジンを始動したりずることびでさまず。 


■ドアの 解錠•施綻 


メカニカルキー（一 P . 73) を使つ 
て;欠の操作びでさまず。 

の全ドア解錠 
②全ドア施錠 
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1 エンジン始動の方法 

田シフトレノ（一び P の状態でブレーキぺダ J レをしっかり踏む 

回電モ キーの トヨタエンブレム面 
で、エンジンスイッチにふれる 

電モキーを認識するとブヴーび鳴り、 

イグニッシ ョン ON モードへ切りかね 
ります。 

カスタマイズ機能でスマートエント 
U -& スタートシステムを非作動にし 
たとをは、アクセヴ U —モードへ切り 
かわ0ます。 

互ブレーキペダルをしっかり踏み込んで、スマートエント U -& スター 
トシステム表示なび緑色に点な していることを確認ずる 

H エンジンスイッチを巧ず 

処置をしてち作動しないとさは、トヨタ販売店にご連絡<ださい。 


口知識 

■エンジンの停止ち法 

通常のエンジンの停止ち法と同様に、シフトレバーを P にしてエンジンスイッ 
チを押します。 


響 

'個 

、 ソ 


BTO72CU043 


■電池交換について 

ここで説明しているエンジンの始動方法は一時的な処置です。電池び切れたとを 
は、ただちに電池の交換をおすすめします。（一 P . 2己 8) 

■モードの切りかえ 

エンジン始動の手順团で、ブレーキペダルから足を離してエンジンスイッチ 
を押すと、エンジンび始動せず、スイッチを押すごとにモードび切りかわります。 
(一 P ' 142) 
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八ッテリーがあがつたとをは 


バッテ U —びあびった場合、次の手順でエンジンを始動ずることびでさ 
ます。 

ブースターケーブルと] 2 V のバッテ U —付さ救援車びあれば、なの手順 
に従って、エンジンを始動させることびでさまず。 

田ボンネットを開ける 
一 P . 2已8 

回バッテ U —の+端テのカバーをはずし、ブースターケーブルを次の順 
につなぐ 

► 1 NR - FE エンジン搭載車 



のホ色のブースターケーブルを自車のノ（ッ了 U —の+端モにつなぐ 

感 赤色のブースターケーブルのちラー方の端を救援車のバッテ U —の 
+端テにつなぐ 


③ 黒色のブースターケーブ j レを救援車のノ（ッテ U —の一端子につなぐ 

④ 黒色のブースターケーブルのちラー方の端を、未塗装の金属部（図 
におずよラな固定された部分）につなぐ 








































7-2. 緊急時の対処法 34已 

► 1 NZ - FE エンジン搭載車 （F F 車（前輪駆動)） 


D- 货 感 





Pm 

④② 

^ へ \ 



座金 


ノ 

BTO 72 CV 034 


のホ色のブースターケーブルを自車のノ（ッ了 U —の+端モにつなぐ 

③赤色のブースターケーブルのちラー方の端を救援車のバッテ U —の 
+端テにつなぐ 


③ 黒色のブースターケーブ j しを救援車のノ（ッテ U —の一端テにつなぐ 

④ 黒色のブースターケーブルのちラー方の端を、未塗装の金属部（図 
におずよラな固定された部分）につなぐ 

ボルトの座金部に確実につないでください。 
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► 1 NZ - FE エンジン搭載車 （4 WD 車 （4 輪駆動)） 



のホ色のブースターケーブルを自車のノ（ッ了 U —の+端モにつなぐ 

③赤色のブースターケーブルのちラー方の端を救援車のバッテ U —の 
+端テにつなぐ 


③ 黒色のブースターケーブ j しを救援車のノ（ッテ U —の一端テにつなぐ 

④ 黒色のブースターケーブルのちラー方の端を、未塗装の金属部（図 
におずよラな固定された部分）につなぐ 

团救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約已分間自車の 
バッテ I 」一を充電ずる 

のスマートエント U -& スタートシステム装着車は、エンジンスイッチ 
び OFF の状態でいずれかのドアを開閉ずる 

回救援車のエンジン回転を維持したまま、エンジンスイッチをいったん 
" ON " ★、またはイグニッシヨン ON モード★にしてからエンジンを始 
動する 

团エンジンび始動したら、ブースターケーブルをつないだとさと逆の順 
ではずず 

エンジンび始動してち、早めにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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□知識 


■バッテリーあびり時の始動について 

この車両は、押しびけによる始動はでをません。 

■バッテリーあがりを防ぐために 

♦エンジンび停止しているとをは、ランプやエアコンの電源を切ってください。 

♦お蒲などで長時間止まっているとをは、不必要な電装品の電源を切ってくださ 
い。 

■バッテリーの巧電について 

バッテ U —の電力は、車両を使用していないあいだち、一部の電装品による消費 
や自然放電のために、少しずつ消費されています。そのため、車両を長期間放置 
すると、バッテ U —びあびってエンジンを始動でをなくなるおそれびあります。 
(バッテ U —は走行中に自動で充電されます） 

■バッテリーがあがったとさの留意事項（スマートエントリ ー& スタートシステム 
装着車） 

♦バッテ U - びあびった直後はスマートエント U -& スタートシステムによるド 
アの解錯びでをない場合びあります。解錠でをなかった場合は、ワイヤレス1」 
モコン、またはメカニカルキーで解錠-施錠をしてください。 

♦バッテ1」一びあびったあとの、最初のエンジン始動は失敗することびあります。 
2回目し U 降のエンジン始動は正常に動作しますので、問題ではありません。 

♦車両は常にエンジンスイッチの状態を記憶しています。バッテ U —あびり時、 
バッテ U - 脱着後は、車剛まバッテ U - びあびる前の状態に復帰します。バッ 
テ U - を脱着する際は、エンジンスイッチを OFF にしてから行ってください。 
バッテ U —あびり前のエンジンスイッチの状態び不明の場合、バッテ U —接続 
時は特にミ主意してください。 

■バッテリーびあびってしまった場合は 

コンピューターに記憶されている情報び消去されます。バッテ U - びあびったと 
をはトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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A 警告 


■バッ テリーの引义または爆発を防ぐために 

バッテ U —から発生する可燃性ガスに弓 I 火して爆発するおそれびありを険です 
ので、乂や乂巧び発生しないよラ、なのことをお守りください。 

♦ブー スターケースレは正しい端子し i (外に接続しない 

♦+ 端子に接続したフースターケーフルの先を付近のフラケットやモ塗装の金 
属部に接触させない 

♦ブースター ケーブルは+側と一側の端子を絶巧に接触させない 

♦バッ テ1」一付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 

■バッ テリーの取り扱いについて 

バッテ1」一内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関連部 
品には鉛または鉛の混合物を含んでいるので、取り扱いに関し、なのことを必 
ずお守り < ださい。 

♦バッ テ1」一を取り扱ラとをは保護メガネを着用し、液（酸）び皮膚•巧服•車 
体に付着しないようにする 

♦必要し U 上、 顔や頭などをバッテ1」一に近付けない 

♦誤って バッテ1」一液び体に付着したり目に入ったりした場合、ただちに大量の 
水で洗い、すぐに医師の診察を受ける 

また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや巧を患部にあててお 

< 

♦誤って バッテ1」一液を飲み込んだ場合、多量の水を飲んで、すぐに医師の診察 
を受ける 

♦バッ テ1」一の支柱-ター5ナル-その他の関連部品の取0扱い後は手を洗5 
• お子さまをノ（ッテ U —に近付けない 

■車の 損傷を防ぐために 

車両を押したり、引いたりして始動させないでください。 

触媒コンバーターび加熱し、乂巧の原因になるおそれびあります。 


A を意 

■ブー スターケーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすとさは、を却フアンやベルトに 
巻を込まれないよラに十分を意してください。 
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才一/ V —ヒートしたとをは 


高水温警告な（一 P . 309) び点滅または点なした、エンジン出力びな 
下した（スピードび出ないなど)、またはエンジンルームから蒸気び出て 
いるとさは、オーバーヒートの可能性びありまず。 

このよラな場合、巧の手順に従ってが処してください。 


田安全な場所に停車し、エアコンを OFF にしてから、エンジンを停止ずる 
回蒸気び出ている場合： 

蒸気び出なくなったことを確認してから、注意してボンネットを開け 
る 

蒸気び出ていない場合： 

注意してボンネットを開ける 


团エンジンび十分に;ちえてから、ラ 
ジエーターコア部（放熱部）や 
ホースなどからの;ち却水ちれを 
点検ずる 
①ラジエーター 
@フアン 

多量の;令ま P 水ちれびある場合は、ただ 
ちにトヨタ販売店に連絡してください 

团;令却水の量び U ヴーノ（ータンクの 
の間にあるかを点検ずる 
の U ヴーバー タンク 
感 TULL " 让限） 

③ " LOW " (下胁 



► 1 NR - FE ェンジン搭載車 


1 NZ - FE エンジン搭載車 




の 

場 

ム 

Is 
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互;令却水び不足している場合は、；令却水を補給ずる（一 P . 3已 9) 
をま P 水びない場合は、応急処置として水を補給して<ださい。 

► 1 NR - FE ェンジン搭載車 ► 1 NZ - FE エンジン搭載車 



因エンジンを始動し、エアコンを作動させてラジエーター;令却用のファ 
ンび作動しているか、およびラジエーターコアやホースなどから;ち却 
水ちれびないことを再度確認ずる 

エンジンびちえた状態での始動直後は、エアコンを ON にすることでファンび作動 
します。ファンの音や風で確認してください。わかりにくいとをは、エアコンの 
ON • OFF をくりおしてください。 

(ただし、氷点下となる寒を時はファンび作動しないことびあります） 

囚ファンび作動していない場合： 

すぐにエンジンを停止し、トヨタ販売店に連絡ずる 

ファンび作動している場合： 

最寄りのトヨタ販売店で点検を受ける 
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A 警告 


■エンジン ルーム点検中の事故やけがを防ぐために 

♦エンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。ボンネットやエンジンルーム内び高温になつているた 
め、やけどなどの重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦手 や着を（特にネクタイ-スカーフ-マフラーなど）をフアンやベルトから離 
してください。手や着巧び巻を込まれ、重大な傷害を受けるおそれびありを険 
です。 


♦エンジン およびラジエーターび熱い場合 
は、を却水 U ヴーバータンクのキャップを 
開けないで < ださい。 

高温の蒸気や;令却水び圧力によって噴を 
出し、やけどなどの重大な傷害を受けるお 
それびあ〇を険です。 


► 1 NR - FE エンジン搭載車 




A を意 

■を 却水を入れるときのを意 

エンジンび十分に;令えてから入れてください。 

を却水はゆっくり入れてください。 

エンジンび熱いとさに急に;令たい;令却水を入れると、エンジンび損傷するおそ 
れびあります。 

■を 却系統の故障を防ぐために 

なのことをお守り <ださい 

♦異物 （砂やほこりなど）をを却水に混入させない 
♦巿販 の;令却水添加剤を使用しない 
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スタックしたとをは 


めかるみや砂地-雪道などでタイヤび空転したり巧まり込んで動けなく 
なったとさは次の方法で脱出してください。 


己]パーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にしてエンジンを停止す 
る 

回タイヤ前後の±や雪などを取0除< 

团タイヤの下に木や石などをあてびラ 
团エンジンを再始動ずる 

回シフトレバーを D または R に確実に入れ、パーキングブレーキを解除 
して注意しなびらアクセ J レぺダ J しを踏む 


□知識 

■脱出しにくいとき 


TRC び作動していると、アクセルペダルを 
踏み込んでちエンジンの出力び上びらず、脱 
出び困難な場合びあります。このよラなとを 
に TRC を停止することにより、脱出しやす 
くなる場合びあります。 


TRC を停止するにはをを押す 



A 警告 


■脱出ず るとさ 

前進と後退をくり返してスタックから脱出する場合、他の車-ちのまたは人と 
の衝突を避けるため周囲に何ちないことを確認してください。 

スタックから脱出するとを、車び前ちまたは後方に飛び出すおそれびあります 
ので、特にま意してください。 

■シフ トレバーを操作ずるとき 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 
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A ミち意 

■ トランスミッションやその他の部品への損傷を避けるために 

♦タイヤび 空転するのを避け、必要し iU : にアクセルペダルを踏まないでくださ 
い。 

♦上記の 方法で脱出でをなかった場合、けん引による救援び必要です。 
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7-2. 緊急時の対処法 



ま両情幸民 


8-1. 仕様一覧 

メンテナンスデータ 
(指定燃料-オイル量 


など） . 3已6 

8-2. カスタマイズ機能 

ユーヴーカスタマイズ 
機能一覧 . 364 

8-3. 初期設定 

初期設定び必要な項目 . 368 
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8-1. 仕様一覧 


メンテナンスデータ（指定燃料•オイル量など) 


使用するオイルやミ夜類の品質により、自動車の寿命は著しく左ちされま 
す。 

トヨタ車には、最も適したトヨタ純正オイル•あ類似下、「指定銘柄」 
といいまず）のご使用をおずずめしまず。 

指定銘柄じ(外を使用される場合は、指定銘柄にホ目当ずる品質のをのをご 
使用 < ださい。 


燃料 


指定燃料 

容量 [ L ] (参考値） 

無鉛レギ ユラー ガソ 1」ン 

42 
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1エンジンオイル 


指定銘柄 

容量 [ L ] (参考値^ 1) 

エンジン 

オイル 
のみ交換 

オイルと 
オイル 
フイルター 
交換 

トヨタキヤッスルモーターオイル 

SN 0 W -20 & ビ 

—API SN ， RC/ILSAC GF - 己 ， SAE 0 W - 
20 

トヨタキャッスルモーターオイル 

SN 己 W -20 

—API SN ， RC/ILSAC GF - 己 ， SAE 己 W - 
20 

トヨタキャッスルモーターオイル 

SN 己 W -30 

——API SN , RC/ILSAC 白 F - 己 ， SAE 己 W - 
30 

トヨタキヤッスルモーターオイル 

SN 1 0 W -30 

—API SN , RC/ILSAC GF - 己 ， SAE 

1 日 W -30 

1 NR-FE 

3.2 

3.4 

1 NZ-FE 

3.4 

3.7 


1エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、エンジ 
ンを暖機あとに停止し、已分政上経過してからレベルゲージで行って<ださ 
い。 


^2日挪-2日は、新車時に充慎されており、上記表の銘柄の中では最ち省燃費性 
に優れるオイルです。 


車両情報 











3 己 8 8- 1.仕様一覧 

■ 指定エンジンオイル 

A 円規格 SN / RC 、 SM / EC か、 ILSAC 規格合格油をおすすめします。 
なお、 ILSAC 規格合格油の吿には ILSAC CERTIFICATION (イル 
サックサーティフィケーシヨン）マークが付いています。 

① API マーク 

の ILSAC CERTIF に ATION マー 
ク 



■ エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づさ、外気温に適した粘度のちのをご使用<ださい。 


SAE 0W-20( 推奨 r 








SAE 已 W-20 


r 


SAE 5W-30 


SAE 1 OW-30 


■30-20 -10 0 10 SO 30 40 

外気温 rc) 


BTO 6104007 


& 日 W -2 日は、新車時に充填されており、上図の中では最も省燃費性に優れる 
オイルです。 


オイル粘度について（例として 0 W -2 日で説明します）： 

- 0 W -20 の 0 W は、低温時のエンジン始動特性をおしています 。 W 
の前の数値がルさいほどを場や寒冷時のエンジン始動が容易になり 
ます。 

- 0 W -20 の20は、高温時の粘度特性をおしています。 

粘度の高い（数値が大さい）オイルは高速または重負荷走行に適し 
ています。 
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ラジェーター 


トランス三ッシヨン 


指定銘柄 

エンジン 

駆動方式 

容量 [ L ] 
(参考値’^) 

トヨタ純正 CVT フルード FE 

1 NR-FE 

FF 車 

6.42 

1 NZ-FE 

FF 車 

7.47 

4 WD 車 

7.88 


交換が必要な際はトヨタ販売店にご相談<ださい。 


1トランスファー (4 WD 車) 


オイルタイプ•推奨粘度 

容量 [ L ] (参考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL - 己 SAE 8 己 VV - 目 0) 

日.4己 


指定銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] 
慘考値） 

トヨタ純正スーパー□ングライフクーラント 
凍結保証温度 
濃度30% - 12で 

濃度已び施 - 3己 。 C 

1 NR-FE 

4.7 

1 NZ-FE 

己.0 


A ま意 

■ CVT フルードについて 

上記で指定の卜3夕純正フルードしツがをご使用の場合、変速不良、振動などの 
不具合発生や破損に至るおそれびあります。 


車 i 報 
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8-1. 仕様一覧 


■リヤデイファレンシャル （4 WD 車) 


オイルタイプ•推奨粘度 

容量 [ L ] 

慘考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL - 己 SAE 8 已 VV -90) 

日.己 


I ブ レー キ 

■ ブレーキフルード 

指定銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード 2500 H 


■ ブ レー キペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

1〜6 

踏み込んだとをの床板とのすを間* 

78し i (上 


&エンジン回転時に30 ON (30 kgf ) の踏力をかけたとさの床板とのすを間の 
最小値 

■ パーキングブレーキ 


項目 

基準値（回数） 

踏みしろ 

操作力20日 N に日. 4 k 旨りのときのノッチ※数 

7〜1日 


ノッチとは、パーキングブレーキをかけるとさの節度（"カチッ"）といラ音の 
ことです 


I ウォッシャータンク 


容量 [ L ] (参考値） 

寒;令地仕様車を除< 

1.8 

寒;令地仕様車 

2.3 
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V リブドベルト 


エンジン 

基準値 
[ mm ] 

1 NR-FE 

自動調整式 

1 NZ-FE (F F 
車（前輪駆動)） 

1 NZ-FE (4 WD 
車 （4 輪駆動)） 

12.己〜13.己 


項目 


たねみ量 



押力目 8 N ( lOkgf ) G 令間瞄 


タイヤ • ホイール 


タイヤサイズ 

ホイール 

サイズ 

タイヤが冷えている 
とさの空気圧 
kPa ( k 旨/ cm 3) 

前輪 後輪 

標準タイヤ 

165/70 R 14 81 S 

14 X 己」 

240 (2.4) 

175/65 R 15 84 H 

1 己 X 已 J 

230に. 3) 

応急用タイヤ A 

T 12 己/ 70 D 16 96 M 

16 X 4 T 

420 (4.2) 


車 i 報 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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8-1. 仕様一覧 


n 電球（バルで 


電球 

W (ワット）数 


へツドランプ 

60 


八イビーム（バルブタイプ： H 目 3) 

八□ゲンへツドランプ装着車 
□-ビーム（バルブタイプ：川 1) 

デイスチャージへツドランプ装着車 
□ — L —ム 

(デイスチャージへツドランプ： D 4 S ) 

已已 


3 己 


車幅灯 

己 

車外 

フ□ントち向指示好/非常点滅な 
(アンバーバルブ）※1 

21 

サイドち向指示な/非常点滅打 

己※2 


U ャち向指示好/非常点滅な 
(アンバーバルブ）※ 1 

21 


尾な 

己 


制動な 

L E D •》3 


後退灯 

16 


番号灯 

己 


八イマウントストツプランプ 

L E D •》3 

車内 

パーソナルランプ/インテ1」アランプ（前側） 

己 

インテ U アランプ （5 しろ側） 

8 


‘ XI アンバーバルブはオレンジ色の電球です。 

^ 2ヴイド方向指示な/非常点滅なの電球とレンズは一巧のため、電球を取りは 
ずすことびでをません。交換び必要なとさはトヨタ販売店で交換してくださ 
い。 

*3 led は 、 Light Emitting Diodes (発光ダイオード）の略で、半導体発行 
素テです。 
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1 車両仕様 


型式 

エンジン 

駆動方式 

NSP 140 

1 NR-FE 
(1.3 L ガソリン） 

FF (前輪駆動） 

NCP 141 

1 NZ-FE 
(1.5 L ガソリン） 

NCP 14 己 

4 WD (4 輪駆動） 
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8-2 .カスタマイズ機能 


—カスタマイズ機能一覧 


お車には、設定を変更ずることび可能な数多くの装備び付いていまず。 
トヨタ販売店で作動などをご希望の設定に変更ずることびでさまず。 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 


スマートエント U — Si 
スタートシステムの作 
動 

あ0 

なし 


作動の合図（ブヴー） 

あ D 

なし 

スマートエント U — Si 
スタートシステム A 
UP . 7己） 

作動の合図 
(非常点滅な） 

あ0 

なし 

解錠後、ドアを開けな 
かったとをの自動施錠 
までの時間 

3日秒 

6日秒 


半ドア警告ブヴー 

あ D 

なし 


バックドアの解錠 

長押し 

2回押し 


なし 


* 仕様により異なる装備やオプション装備 
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項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 


ワイヤレス機能 

あ0 

なし 


作動の合図（ブヴー） 

あ D 

なし 


作動の合図 
(ブヴー音量） 

レベル7 

レベル日〜7 


作動の合図 
(非常点滅な） 

あ0 

なし 

ワイヤレスドア□ック 

解綻後、ドアを開けな 
かったとをの自動施錠 
までの時間 

吕日秒 

6日秒 

UP . 84) 

(スマートエント U — 

&スタートシステム 
装着車） 

半ドア警告ブヴー 

あ0 

なし 



ドア施錠時に 
長押し 

パワースライドドアの 
操作 

ドア解錠時 
に長押し 

ドア解錠時に 
2回連続 
押し 


ドア施錠時に 
2回連続 
押し 




ドア解錠時に 
単押し 




なし 
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8-2 .カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 


ワイヤレス機能 

あ 0 

なし 


作動の合図（非常点滅 
打） 

あ 0 

なし 


解綻後、ドアを開けな 
かったとをの自動施錠 
までの時間 

吕〇秒 

6日秒 

ワイヤレスドア□ック 
UP . 84) 



ドア施錠時に 
長押し 

(スマートエント U - 
&スタートシステム 
非装着車） 

パワースライドドアの 
操作 

ドア解錠時 
に長押し 

ドア解錠時に 
2回連続 
押し 


ドア施錠時に 
2回連続 
押し 




ドア解錠時に 
単押し 




なし 

ランプ自動点な-消な 
システム A 
(一 P ' 152) 

ライトセンサーの感度 

レベル吕 

レベル！〜己 

暗さを検巧してからラ 
ンプを点なするまでの 
時間 

標準 

長め 

エコ ドライブインジ 
ケーターランプ（一 P . 
70) 

エコ ドライブインジ 
ケーターランプの作動 

ON 

OFF 


A :仕様により異なる装備やオプション装備 
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項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

イル5ネーシヨン 

UP . 219) 

消灯までの時間 

1已秒 

7. 已秒 

3日秒 

解錠後の作動 

あ0 

なし 

エンジンスイッチ 
" LOCK " 後の作動 
(スマートエント U - 
&スタートシステム非 
装着車） 

あ D 

なし 

エンジンスイッチ OFF 
後の作動 

(スマートエント U - 
&スタートシステム装 
着車） 

あ D 

なし 

パワースライドドア 
UP . 91) 

パワースライドドアス 
イッチによる操作 

0.己秒 
長押し 

単押し 

閉作動中のブヴー吹鳴 

あ D 

なし 


曰知識 


■車両カスタマイズについて 


解綻後、ドアを開けなかったとさの自動施錠び作動したとさの合図は、「作動の 
合図（非常点滅な)」. r 作動の合図音量（ブヴー音量調整)」の設定に依存します。 
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8-3 .初期設定 


初期設定び必要な頃目 


次の項目はバッテ U —を再接続したり、メンテナンスを行ったあとなど 
に、システムを正し<働かせるためにネ刃期設定び必要でず 


項目 

機能の内容 

参照 

パワースライドドア 
UP . 91) 

-バッテ1」一の充電' 交換後の再接続 
時 

-ヒューズ交換時 

P . 目吕 










さ < いん 


こんなとをは 

(症状別さくいん) . 370 

車から音び鳴ったと去は 
(音さくいん） . 374 

アルファべット順さくいん . 37己 

五十音順さくいん . 376 
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こんなときは施状別さくいん) 



お困りの際は、トヨタ販売店にご連絡いただ<前にまず次のことを確認 
して < ださい。 

1施錠/解錠/ドアの開閉びできない 



• キーまたはカニカルキーをな< した場合、トヨタ販売店でトヨタ純正の 
新しいキーまたはカニカルキーを作ることびできます。 （^ P . 73) 

• キーまたは電モキーをな<すと盗難の危険性び極めて高<なるため、ただ 
ちにトヨタ販売店にご相談ください。 （^ P . 74) 


解綻-施錠でさない 

•キーの電池び消耗、または電池び切れていませんか？ （^ P . 2目 8) 

• スマートエント U — Si スタートシステム装着車 

エンジンスイッチびイグニッシヨン日 N モードになっていませんか？ 
施錠するときはエンジンスイッチを日 FF にしてください （^ P . 142) 
• スマートエント U — &スタートシステム装着車 
電子キーを車内に置を忘れていませんか？ 

施錠するとをは、電モキーを携帯していることを確認してください。 

• 電波状況により、機能び正常に働いていない可能性があります。 

(^ P . 79,8已） 


運転席側リヤドアが開かない 

• チャイルドプ□テクターびかかっていませんか？ 


チャイルドプ□テクターびかかっていると車内からは開さません。いった 
ん車外から開けて、チャイルドプ□テクターを解除してください （^ P . 
89) 
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@ スライドドアが全開にな5ない 

参中間ストツバーびかかっていませんか？ 


スライドドアのドアガラスび大をく開いていたり、給油□び開いている 
と、スライドドアは途中までしか開をません（中間ストツバー位置で停止 
します）。ドアガラスおよび給油□を閉じ、いったんスライドドアを全開 
にしてか6、再度スライドドア開けてください。レ P . 92) 


1故障かな？と思った5 



エンジンびかか5ない 

(スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車) 


参シフトレバーは P になっていますか？ （^ P . 138) 

参ステア U ング□ックされていませんか？ （^ P . 139) 
参バツテ U - びあびっていませんか？ （^ P . 344) 



エンジンがかか5ない 

(スマートエントリ ー& スタートシステム装着車) 


• ブレーキペダルをしっかりと踏みなび6エンジンスイッチ巧しています 
か？ UP . 141) 


参シフトレバーは P になっていますか？ （^ P . 144) 


参キーび車内の検巧される場所にありますか？ （一 P . 77) 
参ステア U ング□ツクされていませんか？ （^ P . 144) 


参キーの電池び消耗、または電池び切れていませんか？ 

このとをは、一時的な方法でエンジンをかけることびでさます。 （^ P . 
343) 


• バッテ U —びあびっていませんか？ （^ P . 344) 
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こんなときは施状別さくいん) 




ブレーキペダルを踏んでいてらシフトレバーび P か5動かない 


• スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチの位置び"日 N " になっていますか？ 


エンジンスイッチの位置が"日 N " でブレーキを踏んでち解除でさないと 
き (^ P . 341) 


• スマートエント U — &スタートシステム装着車 

エンジンスイッチはイグニツシヨン日 N モードになっていますか？ 


エンジンスイッチびイグニッション日 N モードでブレーキを踏んでち解 
除でをないとを （^ P . 341) 


エンジンを停止したあとに八ンドルがまわせなくなった 

• スマートエント LI 一这スタ ~トシステム非装着車 

盗難防止のため、キーをエンジンスイッチから抜くと□ックされます 
(^ P . 138) 

• スマートエント U — Si スタートシステム装着車 

盗難防止のため、自動的に□ックされます。 （^ P . 144) 



パワーウインドウスイッチを操作してもドアガラスび開閉しな 
い 


• ウインドウ□ックスイッチが押されていませんか？ 


ウインドウ□ックスイッチが押されていると、運転席政がのパワーウイン 
ドウは操作できなくなります。 UP . 124) 



エンジンスイッチが自動的に OFF になった 
(スマートエントリ ー &スタートシステム装着車) 


• 一定時間アクセヴ U —モードまたはイグニッシヨン日 N モード（エンジン 
がかかっていない状態）にしておくと、自動電源日 FF 機能が作動します。 
(^ P . 143) 








こんなとさは（症状別さくいん) 
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警ち音が鳴りだした 


•警告音が鳴りだしたとさは、「車か6音が鳴ったとさは（音さくいん）」 
(^ P . 374) をご確認ください。 


警告好が表示されたとき 

• 警告なび表示されたとをは、 P . 309をご確認ください。 


■トラブルが発生した 


タイヤびパンクした 

• 応急用タイヤ装着車 

車を安全な場所に停め、パンクしたタイヤを応急用タイヤに交換して<だ 
さい。 (^ P . 315) 

• タイヤパンク応急修理キット装着車 

車を安全な場所に停が、タイヤパンク応急修理キットでパンクしたタイヤ 
を応急修理してください。 UP . 325) 



立ち往生した 


• 破かるみ-砂地-雪道などで動けな<なったと去の脱出方法を試して<だ 
さい。（- > P . 3已 2) 
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車から音び鳴ったとさは（音さくいん) 


まか6音び鳴つたとをは（音さ<いん) 


次の状況のとさ、車の状況や誤操作などをお知 b せずるために各種の警 
告音び鳴0まず。 


1車に乗るとき/降りるとき 


状況 

原因 

詳細 

ドアを開閉したとを 

電モキー★を車内に置を忘れている 

P . 78 

エンジンスイッチにキー★び挿してある 

P . 139 

シフトポジションび P しツ外になっている 
(スマートエント U -& スタートシステム 
装着車） 

P . 312 

車幅巧•ヘッドランプび点なしている（ス 
マートエント U -& スタートシステム装 
着車） 

P . 1己4 

エンジンを停止したと 
さ 

電モキー★の電池残量び少な < なっている 

P . 313 

施錠しよラとしたとを 
(施錠でをないとを） 

いずれかのドアび確実に閉まっていない 
(スマートエント U -& スタートシステム 
装着車） 

P . 78 

電モキー★を車内に置を忘れている 

P . 78 


1走巧しているとき 


状況 

原因 

詳細 

走り出したとを 

いずれかのドアび確実に閉まっていない 

P . 311 

パーキングブレーキが解除されていない 

P . 309 

運転席-助手席のシートベルトを着用して 
いない※ 

P . 311 

ブレーキペダルを踏ん 
だとき (さしみやひつ 
かを音） 

ブレーキパッドが摩耗しているおそれが 
ある 

P . 133 


* 助手席に荷物を置いている場合にちブヴーび鳴ることびあります。 


* 仕様によ0異なる装備やオプション装備 























アルフアベット順さくいん 


37 已 


アルファベット順さ<いん 


4WD 

(4 ホイールドライス . 171,310, 311 

A/C 

(エアコン) . 182. 187 

ABS 

(アンチ□ックブレーキシステム） . 172. 310 

ACC 

(アクセサリー) . 138 

DISP 

(ディスプレイ） . 67 

ECO 

(エコノミー/エコ□ジ ー). 130 

EDR 

(イベント データレコーダー） . 8 

EPS 

(エレクト U ックパワーステアリング） . 172. 310 

FF 

(フ□ントエンジンフ□ントドライブ） . 363 

ILSAC CERTIFICATION 

(イルサックサーティフィケーシヨン） . 3已8 

旧 0 FIX 

(アイソフィックス/イソフィックス） . 42.已〇 

SRS 

(ヴプ U メンタルレストレイントシステム） .33. 310 

TRC 

(トラクシヨンコント□-ル） . 172. 173 

VSC 

(ビークルスタビ U ティコント□ール） . 172,173 
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五十音順さ < いん 


五十音順さ<いん 



アース ポイント （バッテリー 

あがりの処置） . 344 

アーム レスト 


アースポイント（バッテリー 

あがりの 処置） . 344 

アームレスト 

(運転席アームレスト） . 243 

アイドリングストップ . 164 

アイド U ングストップ時間 ....... 68 

Stop Si Sta けキャンセル 

表示灯 . 166 

Stop Si Start システム . 164 

Stop & Start 表示灯 .164 

SMART STOP .164 

了ウターミラー (ドアミラー)…122 

操作 . 122 

アクセヴリーソケット . 241 

アクセヴリーモード . 142 

アシストグリップ . 249 

アンチ□ックブレーキシステム 

(A 巳 S ). 172 

アンテナ（オーディオ） . 218 

アンテナ（スマートエント U —& 

スタートシステム） . 77 

アンブレラホルター . 236 


い 


イグニッシヨンスイッチ 

(エンジンスイツチ） ...... 138,141 


位置交換 

(タイヤ□ーテーション） . 264 

イベント データレコーダー 

(EDR). 8 

イモビライヴーシステム . 60 

イルミ ネー テツ ドエントリー 

システム . 221 

インジケーター（表示打） . 曰吕 


インテリアランプ（室内灯）。……219 


操作... . 220 

ワット数. .. 362 

インナー S ラー . 121 



ウインカー（方向指示灯) . 149 


ウインカー（ち向指示打) . 149 

電球（バルブ） 

の交換 .286. 287 

方向指示レバー . 149 

つット数. . 362 

ウィンドウ . 124 

ウオッシャー ...] 已己，1已8 

パワーウィンドウ . 124 

U ャウインドウ 

デフオッガー . 1日日 

ウインドウ□ックスイッチ . 124 

ウオーニングランプ 

(警告灯） . 62, 309 

クオッシャー . 1已己，1已召 

液の補充 . 263 

スイッチ . 1已已，1已8 

タンク容量 . 360 

冬の前の準備-点検….. . 177 

動けな<なったとさは 

(スタック） . 3曰2 

運転 . 128 

運転を補助する装置….. . 172 

寒;令時の運転 ... 177 

正しい運転姿勢 . 24 

手順 . 128 

運転席アッパートレイ . 224 

運転席快適温熱 

シートヒーター . 244 




























































五十音順さ < いん 
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エアコン . 182,187 


エアコン .182. 187 

オートエアコン . 187 

フィルターの交換 . 294 

マニュアルエアコン…….. ....... 182 

エァバッグ . 33 

SRS エアバッグ警吉丹 . 310 

作動条件 . 38 

配置 . 33 

エコドライブインジケーター ..... 130 
エレクトリックパワー 

ステアリング ( EPS ). 172 

磯能 . 172 

ノてワーステア U ング警告灯.…3 ] 日 
エンジン 

エンジンイモビライヴー 

システム ... 60 

エンジンがかからない 
(エンジンび始動 

でさない） . 339 

エンジン警告打 . 310 

エンジンスイッチ ....... 138,141 

エンジンの始動方法.…138,141 

オーバーヒート . 349 

ボンネット . 2已8 

エンジンオイル . 3已7 

をの前の準備-点検…….. ....... 177 

メンテナンスデータ..…… ....... 3已7 

油圧警告な………… ................... 3日曰 

エンジンスイッチ . 138,141 

イグニッション . 138,141 

エンジンスイッチ ....... 138,141 

エンジンフード（ボンネット） ...2 已8 

開け方 . 2已8 

エンジンルーム 

エンジンルームから 
蒸気が出ている ......349 



オイル（エンジンオイル） . 357 


オイル（エンジンオイル） . 3曰7 

応急用タイヤ . 31已 

空気圧 . 361 

交換方法 .3] 已 

オーディオ . 199 

アンテナ . 218 

MP 3 /WMA . 207 

CD プレーヤー . 202 

オーディオ .] 目曰 

ステア U ングスイッチ .2] 已 

調整 ... 213 

ラジオ . 200 

オートエアコン . 187 

才ート7チック 

トランスミッション . 147 

操作 . 147 

オートレべリングシステム 

(へッドランプ） . 1曰4 

オーバーヒート . 349 

才ープナー 

給油 □. 160 

ボンネット . 2已8 

お子さまを乗せるとを . 41 

ウインドウ□ックスイッチ….124 
お子さまの安全のために... ........ 41 

子供専用シート . 42 

シートベルトの着用 . 29 

チャイルドシートの取0付け ... 已日 

チャイルドプ□テクター . 89 

オドメーター . 68 

機能 . 68 

表示切りかえボタン . 67 



























































378 


五十音順さ < いん 




カーテンシールドエアバ ツグ ........ 33 


カーテンシールドエアバッグ ........ 33 

カードホルダー . 242 

力ーペット . 2已曰 

就浄 . 2已已 

フ□アマットの取り付け方 ....... 22 

外気温度表示 . 240 

が装の電球（バルブ） . 279 

交換要領 . 279 

ワット数 . 362 

カスタマイズ機能 . 364 

型式 . 363 

カップホルダー . 227 

ガラスの曇り止め 
(リャゥインドゥ 

デフォッガー） . 196 

ガレージジャッキ . 260 

冠水路走行 . 136 

寒冷時の運転 . 177 


給油 . 160 

給油のしかた . 160 

緊急時 シート ベル ト 固定機構 . 29 

緊急時の対処 

エンジンび始動でさない ........ 33日 

オーバーヒートした . 349 

キーの電池び切れた .....268. 342 

警告灯びついた . 309 

けん弓1 . 304 

故障したとさは . 298 

シフトレバーび 

シフトでをない .......341 

車両を緊急停止する . 302 

スタックした. .. 3已2 

電子キーび正常に働かない....342 

発 炎筒 ....300 

バッテ U —があびった . 344 

ノくンクした .3] 己，32已 



キー . 72 


キー . 72 

エンジンび始動でをない ........ 33白 

キーナンバープレート . 72 

キーの構成 . 72 

キーレスエント U — . 75, 84 

キーをなくした ......... ………73, 74 

正常に働かない . …342 

解錠-施錠びでさない ....... …..342 

電子キー . 72 

電池び切れた. . 268, 342 

メカニカルキー . 73 

ワイヤレス U モコン . 84 

キーレスエントリー . 75, 84 

スマートエントリ ー& 

スタートシステム . 7己 

ワイヤレスドア□ツク . 84 



空気圧（タイヤ） . 361 


空気圧（タイヤ） . 361 

メンテナンスデータ . 361 

区間距離計 

(トリップメーター） . 68 

機能 . 68 

表示切りかえボタン….. . 67 

量り取り 

フ□ントウインドウ 

ガラス . 183,189 

S ラーヒーター ... 196 

U ヤウインドウ 

デフォッガー . 196 

クラクシヨン（ホーン） . 1曰1 
































































五十音順さ < いん 
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クリアランスランプ（車幅灯） ... 1已2 

スイッチ.… ..... 152 

電球（バルブ）の交換 . 28己 

ヮット数……. ............................ 362 

クリップ 

フ□アマット . 22 

警音器（ホーン） . 1已1 

計器類（メーター） . 6已 

警告灯 . 63 

表示灯.……… ... 色4 

照度調整………………….. . 69 

マルチインフオメーシヨン 

ディスプレイ..…………… . 67 

木一9—.... . 目已 

警告な . 63 

ABS &ブレーキアシスト ...... 3 ] 日 

SRS エアバッグ . 310 

エンジン . 310 

エンジンオイル圧力 . 3日白 

局水;皿 . 309 

充電 . 309 

シートベルト非着用 . 311 

Stop Si Start 

キャンセル表示灯 . 310 

スマートエントリー& 

スタートシステム表示灯.… . 3 ] 日 

ス U ップ表示灯…………. . 310 

ディスチャージへッドランプ 

才ートレべリング . 310 

燃料残量 . 311 

パワーステアリング . 310 

半が . 311 

プ I 」テンシヨナー . 310 

ブレーキ . 309 

4 WD .. . . 310, 311 


警告ブザー 

シートベルト非着用 . 311 

パーキングブレーキ 

未解除走行時 . 3日日 

パワーステアリング . 310 

半ド'ア . 78, 8已 

半ドア走行時 . 311 

ブレーキ . 30白 

ランプ消し忘れ . 1已4 

U バース . 148 

化粧ミラー(バニティミラー)….238 

けん引 . 304 

けん弓Iのしむ、た . 304 

フック..… ..... 3日已 

□—トフック . 吕已〇 

交換 

エアコンフィルター . 294 

キーの電池 . 268 

タイヤ . 31已 

電球（バルブ) . 279 

ヒューズ . 272 

工具（ツール） . 316, 326 

光軸調整ダイヤル .] 曰3 

航続可能距離 . 69 

後退灯（バックアップランプ） 

電球（バルブ）の交換 . 287 

ヮット数. ... 362 

子供専用シート . 42 

選お方法 . 42 

取0付けち . 已日 

ル物入れ . 230 

コンビニフック 

(買い物フック） . 24日 

つンライト 

(自動点灯•消灯装置) .] 曰2 

































































380 


五十音順さ < いん 



ヴイドエアバッグ . 


...33 

操作 ..... 


220 

サイド方向指を灯 . 


149 

ワット数 ... 


362 

電球（バルブ） 



始動のしかた . 

138, 

141 

の交換.…… . 


289 

シフトポジション . 


147 

方向指示レバー . 


149 

シフトレバー . 


147 

ワット数 . 


362 

シフトレンジの切りかえ ....... 

147 

サイド云ラー（ドア云ラー） ....... 

122 

シフト□ツクシステム 



操作 . 


122 

(解除ボタン） . 


341 

坂道発進補助機能 . 


16巨 

操作 . 


147 

サンバイザー . 


23召 

U バース警告ブザー.… 


148 




シフトレバーがシフト 






でさないとさは . 


341 

シート . 

. 103.10己 

締め付けトルク（ホイール） ....... 

323 

テイ共専巧シート… ....... 


...42 

ジャッキ 



シートアレンジ . 


112 

ガレージジャッキ ........ 


260 

シートヒーター . 


244 

車載ジャッキ . 

3] 色，326 

正しい運転姿勢 


P4 

ジ ャッ 丰八ンドル 

q 1 R .^PR 

調整 . 

. 103,105 

車幅灯 . 


1已2 

手入れ . 


2已已 

スイッチ . 


1已2 

フ□ントシート . 


103 

電球（バルブ）の交換 


28已 

へッドレスト . 


110 

ヮット数 . 


吕白2 

1」ヤシート . 


10已 

車両型式 . 


363 

シートベルト . 


...26 

車両仕様（スペック） ....... 


3曰邑 

お子さまの着用 . 


...29 

車両データの記録 . 


7 

緊急時シートベルト固定機構 

...29 

車両を緊急停止ずるには.. 


302 

シートベルト非着用警告な... 

311 

手動光軸調整ダイヤル ...... 


1曰3 

正しく着用するには.. 


...26 

ジユーアシート . 


...43 

着け方-はずし方...... 


… 2色 

瞬間燃費 . 


...69 

手入れ.……… . 


2已已 

財]手席アッ/ くーボックス.. 


PP5 

妊娠中の方の着用 ...... 


...30 

仕様（車両仕様） . 


356 

シートヒーター . 


244 




シートベルトプリテンシヨナ ー. 

...29 




機能 . 


...29 





プリテンシヨナー警告灯 ........ 310 

シートポケット . 233 


































































五十音順さ < いん 
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スイッチ 

イグニッション .. 138.141 

ウインドウ□ック ................... 124 

ウォッシヤー . 1已已， ] 已8 

エンジンスイッチ ....... 138,141 

シートヒーター . 244 

ドァ S ラー . 122 

ドア□ック . 87 

パワーウィンドウ . 124 

パワースライドドア . 91 

非常点滅好 

(八ヴードランプ) . 299 

VSC OFF ... 173 

フ□ントワイパー 

デアイサー ... 198 

ランプ .] 已2 

U ャウィンドウ 

デフォッガー . 196 

ワイパー . 1已已， ] 已8 

スタック . 3已2 

ステア U ングホイール 

(八ンドル） . 120 

位置調整 . 120 

ステア U ング□ック . 139,144 

解除でをないとさ ........ 13日，144 

警告灯 . 310 

ストップランプ（制動灯） 

電球（バルブ）の交換 . 289 

スノータイヤ（を用タイヤ） ....... 177 

スピードメーター . 曰已 

スペアタイヤ（応急巧タイヤ） 

空気圧 . 361 

交換方法 . 31己 

スペック（車両仕様） . 356 


スマートエントリー& 

スタートシステム . 7已 

アンテナの位置 . 77 

エンジンの始動 . 141 

カスタマイズ設定 . 364 

警告灯 . 310 

警告ブヴー . 78 

作動範囲 . 77 

正常に働かないとさ . 342 

節電機能 . 79 

電波びおよぼす影響について ...83 

ドアの解錠-施錠 . 76 

SMART STOP. 164 

アイド U ングストップ時間 ....... 68 

SMART STOP. 164 

Stop & Start 

キャンセル表示灯 . 166 

Stop Si Start システム . 164 

Stop Si Start 表示口 . 164 

スモールランプ（車幅打） . 152 

スイッチ . 1已2 

電球（バルブ） 

の交換 . 28 已 

つット数 . . .................362 

スライドドア . 90 

スライドドア 

イージーク□ーザー . 92 

スマートエント U— & 

スタートシステム . 7 已 

ドアガラス . 124 

半ドア警告灯 . 311 

半ドア走行時警告ブザー ........ 311 

パワースライドドア . 91 

□ックレバー . 90 

ワイヤレスリモコン . 84 
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五十音順さ < いん 




ミ青掃 . 2己2, 2已己 


ミ 青掃 . 2 曰 2, 2 已已 

アル S ホイール . 2已3 

外装 . 252 

シーートべ J レト . 2已已 

内装 . 2已已 

制動灯 

電球（バルブ）の交換 . 28白 

積算距離計（オドメーター） . 68 

臟 . 68 

表示切0かえボタン . 67 

セキュリティインジケーター ........ 60 

センサー 

ライトセンサー .] 已4 

洗車 . 2已2 

前照灯（へッドランプ） . 1已2 

手動光軸調整ダイヤル . ] 已3 

電球（バルブ） 

の交換 . 2扫2, 283 

ライトセンサー .] 已4 

ランプ消し忘れ警吉ブヴ ー.... ] 已4 
ランプ消し忘れ防止機能 ........] 已4 

スイッチ .] 已2 

ワッ h 数 . 362 



速度計（スピードメーター） . 65 


タィャ . 

. 264 

応急用タイヤ . 

. 31已 

空気圧..... ... 

. 3白] 

交換 . 

. 吕1已 

締め付けトルク . 

. 323 

点検 . 

. 264 

パンクしたとをは ...... 

,...3]己，吕2已 

ホイールサイズ . 

. 3色] 

□—テーシヨン 


(位置交換) . 

. 264 

タイヤが空まわりずる 


(スタックした） . 

. 352 

タイヤチェーン . 

. 177 



チェーン（タイヤチェーン） ........ 177 


チャイ^レド’シー . 42 

に日 FIX パーでの取り付け ........ 已3 

シートベルトでの固定 . 已2 

選お方法 . 42 

チャイルドプ□テクター . 89 

駐車 ブレーキ 

(パーキングブレーキ） . 1百0 

操作... .] 已日 

ブレーキ警告丹 ... 309 

未解除走行時警告ブザー ....... .309 

メンテナンスデータ..… . 360 



ターンシグナルランプ 


(方向指示灯) . 149 

電球（バルブ） 

の交換 . 28色，287, 28白 

方向指示レバー . 149 

ワット数 . 362 



通算平均燃費 . 68 


ツール（工具） . 316, 326 





























































五十音順さ < いん 
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デイスチャージへッドランプ 


オートレべ U ングシステム... . 1已4 


警告口 ........310 

スイッチ ...] 已2 

電球（バルブ）の交換 . 289 

ヮッ h 数 . 362 

ディファレンシャル . 360 

手人れ . 吕已2, 2已已 

アル S ホイール . 2已3 

外装 . 2已2 

シートベ J レ . 2已已 

内装 . 2巳已 

デッキアンタートレイ . 248 

デッキボード . 247 

テールランプ（尾灯） .] 已2 

スイッチ . 152 

電球（バルブ）の交換 . 287 

ヮッ h 数 . 362 

デフォッガー 

(リャゥィンドゥ 

デフォッガー） . 196 

電球（バルブ） 

交換要領（外装バルブ) . 27白 

ヮッ h 数 . 362 

点検基準値 

(メンテナンスデータ） . 3已6 

電子キー . 72 

作動範囲 . 77 

正常に働かないとを.…. . 342 

節電機能 . 79 

電池び切れた . 268, 342 

電池交換 . 268 

電池交換（キー) . 268 


ドア . 87, 90.99 

スマートエント U -& 

スタートシステム . 7已 

チャイルドプ□テクター . 89 

ドアガラス . 124 

ドア□ックスイッチ . 87 

半ドア警告灯 . 311 

半ドア走行時警告ブザー ........ 311 

□ックレバー . 88 

ワイヤレスリモコン . 84 

ドア巧一 . 122 

操作 . 122 

盗難防止装置 

エンジンイモビライヴー 

システム . 60 

時計 . 239 

トップテヴーアンカー . 已1 

Toyota Stop S 

Start System . 1 曰 4 

アイド U ングストップ時間 ....... 68 

SMART STOP . 164 

Stop & Start 

キャンセル表示好..…. . 166 

Stop & Start システム . 164 

Stop Si Start 表示灯.… .164 

トラクシヨンコント□ール 

( TRC ) . 172 

トランス云ッシヨン . 147 

操作 . 147 

メンテナンスデータ . 3已曰 

トリップインフォメーシヨン . 68 

卜 U ップ メーター . 68 

機能 . 68 

表示切りかえボタン . 67 
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五十音順さ < いん 




内装 


収納装備 . 222 

手人れ... .. 2已已 

r ナノイー」 . 191 



荷物 


積むとさのを意 . 137 



めかるみにはまった 


(スタックした） . 3已2 


I 八イマウントストップランプ 

電球（バルブ）の交換 . 28日 

八ザードランプ（非常点滅灯）.…2日9 

スィッチ . 2曰白 

電球（バルブ） 

の交換 . 28白, 287, 28曰 

ヮット数 . 362 

挟み込み防止機能 

スライドドア . 白3 

パワーウインドウ . 12已 

発炎筒 . 300 

バックアップランプ（後退灯） 

電球（バルブ）の交換 . 287 


パーキングブレーキ . 1已〇 

操作 .] 已日 

ブレーキ警告灯 . 309 

未解除走行時警告ブヴー ........ 309 

メンテナンスデータ..…… ....... 360 

パーソナルランプ . 219 

操作 . 220 

ヮット数……… . 3色2 

排気ガス . 已9 

八イビーム（ヘッドランプ） ....... 1已吕 

スイッチ .] 已2 

電球（バルブ）の交換 . 283 

ワット数 . 362 


料 . 

356 

スマートエント U -& 

油 . 

. 160 

スタートシステム ....... 

種類 . 

. 3已色 

ワイヤレスリモコン ...... 

燃料残量警告好 

311 

バッテリーがあがった . 

容量 . 

. 3已6 

バニティ（化粧用） S ラー 

料計 . 

. 67 

パルプ谭球） 


つット数 . 362 

バックドア . 99 


.84 


交撰要領（外装バルブ） . 27 曰 

つット数 . 3 白 2 

パヮーゥィンドゥ . 124 

ウインドウ□ックスイッチ….124 
閉めることびでをない 

とさは. . 12已 

操作 . .... 124 

挟み込み防止機能. . 12已 

パワーステアリング . 172 

機能 . 172 

ノ くワーステア U ング警告灯....310 

パワースライドドア . 91 

操作 . 91 

挟み込み防止機能 . 白 3 

































































五十音順さ < いん 


38 已 


パンクした 

応急用タイヤ装着車….. .3] 已 

タイヤパンク応急修理キット 

装着車 . 32己 

番号灯 

(ライセンスプレートランプ）…1已吕 

スイッチ .] 日2 

電球（バルブ）の交換 . 288 

ワット数 . 362 

八ンドル 

(ステアリングホイール） . 120 

位置調整 ... 120 



ビークルスタビリテイ 


コント□-ル ( VSC ). 172 

ヒーター 

オートエアコン... . 187 

シートヒーター . 244 

7ニユアルエアコン . 182 

非常点滅灯 

(八ヴードランプ） . 299 

スイッチ . 2白9 

電球（バルブ） 

な)交換 . 28色，2扫7, 28白 

ワット数 . 362 

尾な（テールランプ） .] 已2 

電球（バルブ）の交換 . 287 

ランプスイッチ.………… .] 已2 

ワット数.…….………… . 362 

ヒユーズ . 27吕 

表示灯 . 64 

曰よけ（ヴンバイザー） . 238 



ブースターケーブル 


ブースターケーブル 

のつなぞち . 344 

ブザー 

シートベルト非着用 . 311 

パーキングブレーキ 

未解除走行時 . 309 

パワーステアリング . 310 

半ド'ア . 78, 8已 

半ドア走行時 . 311 

ブレーキ ... 30白 

ランプ消し忘れ . 1已4 

U バース. ... 148 

フック 

買い物フック .. 24目 

けん弓 I フック.… ... 3日已 

コートフック . 2已〇 

フ□アマット固定フック . 22 

フューエルメーター（燃料計） ....... 67 

冬の前の準備（書冷時の運輯）… . 177 

冬用タイヤ . 177 

ブレーキ 

警告ブザー . 309 

パーキングブレーキ . 1已日 

ブレーキ警告丹 ....309 

方ンテナンスデータ .. 360 

ブレーキアシスト . 172 

ABS &ブレーキアシスト 

警告灯 . 310 

機能 . 172 

ブレーキ付近か5キーキー音が 

聞こえる . 133 

ブレーキフルード . 360 

フ□アマット . 22 
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五十音順さ < いん 



フ□ントシート . 103 

正しい運転姿勢 . 24 

調整… . 103 

手人れ... .. 2已己 

へッドレスト… . 110 

フ□ントパーソナルランプ . 219 

操作 . 220 

ヮッ h 数 . 362 

フ□ントち向指示灯 . 149 

電球（バルブ）の交換 . 28 色 

方向指示レバー . 149 

ワット数.…… . 362 


フ□ントワイパーデアイサー..…198 



平均燃費 . 曰9 

へッドランプ . 1已2 


平均燃費 . 曰9 

へッドランプ . 1已2 

手動光軸調整ダイヤル .] 已3 

電球（バルブ） 

の交換 . 282, 283 

ライトセンサー .] 已4 

ランプ消し忘れ警吉ブヴ ー.... ] 已4 
ランプ消し忘れ防止機能 ........] 已4 

スイッチ .] 日2 

ヮッ h 数 . 362 

へッドランプオートレべリング 

システム . "ISA 

警告口 . 310 

へッドレスト . 110 

ベビーシート . 43 

ベンチシートカップホルター付 
クッシ3ントレイ . 229 



ホイール 


ホイール 

交換（タイヤ）……… .............. …31已 

メンテナンスデータ . 3色] 

方向指示灯 . 149 

電球（バルブ） 

の交換 . 28白, 287. 28曰 

方向指示レバー ... 149 

ワット数 . 362 

ホーン（警音器） . 1已1 

保証 . 曰 

ポストカードホルター . 242 

ボトルホルダー . 23已 

ボンネット . 2已8 

開け方 . 2已8 



マニュアルエアコン . 182 

マルチインフオメーシヨン 


マニュアルエアコン . 182 

マルチインフオメーシヨン 

ディスプレイ . 67 


トリツプインフ オメーシヨ ン ...68 



ミラー 


ミラー 

インナー S ラー . 121 

ドア S ラー . 122 

バニテイ S ラー . 238 



メーター （計器類） . 日已 


メーター （計器類） . 6已 

警告好 . 63 

表示好….. . 64 

照度調整 . 69 

マルチインフォメーシヨン 

ディスプレイ..……… . 67 

メーター . 目已 

メカニカルキー . 73 

メンテナンスデータ . 356 
































































五十音順さ < いん 


387 




ユーザーカスタマイズ機能 . 364 

雪道ですベって動けない 


(スタックした） . 3已2 



リヤウインドウデフオツガー 


スイッチ . 196 

リヤシート . 1□已 


油脂類 . 3曰6 



ライセンスプレートランプ 


リヤち向指示灯 . 149 

電球（バルブ）の交換 . 287 

方向指示レバー . 14曰 

ワット数 . 362 

リヤワイ パー . 1 已 8 



(番号灯） .] 已2 

スイッチ.… . 152 

電球（バルブ）の交換 . 288 

ヮット数 . 362 

ラゲージルーム内装備 . 247 

デッキボード……….. . 247 

デッキアンダートレイ… . 248 

ラジェーター 

才—バーヒート . 349 

メンテナンスデータ . 3已白 

ランプ 

室内好 . 219 

電球（バルブ）の交換 . 279 

パーソナルランプ… ... 219 

非常点滅灯 

(八ヴードランプ) . 299 

へッドランプ（前照灯) . 1已2 

方向指示好（ターンシグナル 

ランプ/ウインカー） . 149 

ライトセンサー . ] 已4 

ランプ消し忘れ警吉ブヴ ー.... ] 已4 
ランプ消し忘れ防止機能 ........] 已4 

インテ U アランプ . 219 

ヮット数 . 362 

ランプ消し忘れ警告ブザー ......... 1已4 

ランプ消し忘れ防止機能 . 1已4 


ルーム S ラー 

(インナーミラー) . 121 

ルームランプ（室内灯) . 219 

操作 . 220 

ワット数 ... 362 

:令却水 . 3曰9 

水温警告灯 . 3日日 

水温表术な . 自4 

冬の前の準備 . 177 

メンテナンスデータ . 359 

冷却装置（ラジエーター） 

才ーバーヒート .. 34日 

方ンテナンスデータ.……… ......359 

レ パー 

給油 .. 162 

シフト.…. . 147 

八ンドル位置調整レバー ........ 120 

方向指示 . 149 

ボンネット解除 . 2已8 

□ツク（レバー） . 88, 90 































































五十音順さ < いん 



□ック 


ウインドウ□ック ................... 124 

シフト□ック ... 341 

スマートエントリー& 

スタートシステム . 7己 

チャイルドプ□テクター . 89 

ド'ア . 88, 90,白白 

ワイヤレス U モコン . 84 



ワイ パー& 


ヮィ パー& 

ウォッシャー . 1已已，1已 S 

ワイパーブレード（寒冷地用）…178 

ワイヤレスリモコン . 84 

作動の合図 . 8已 

操作 . 84 

電池の交換….. . 268 

半ドア警吉ブヴー . 8已 

ワックス . 2已吕 

ワット数 . 3曰2 





















五十音順さ < いん 
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五十音順さ < いん 


五十音順さ < いん 



392 


ガソリンスタンドでの情報 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 

ボンネットフック 給油口 


P . 258 P . 160 



燃料の容量（参考値） 

42 L 

燃料の種類 

無鉛レギュラーガソリン P . 3已日 

タイヤが冷えている 
とさの空気圧 

P . 361 

エンジンオイル容量 
暖考値） 

オイルのみ交換時 

1 NR-FE エンジン車： 3.2 L 

1 NZ-FE エンジン車； 3.4 L 

オイルとフィルター交換時 

1 NR-FE エンジン車： 3.4 L 

1 NZ-FE エンジン車； 吕 .7 L 

エンジンオイルの種類 

卜3タキヤツスルモーターオイル 

• SN 0 W -20 ( A 円 SN , RC/ILSAC GF - 日 , SAE 日 W -2 日） 

• SN 5 W -20 ( A 円 SN , RC/ILSAC GF - 日 ， SAE 日 W -2 日） 

• SN 5 W -30 ( A 円 SN , RC/ILSAC GF - 日 ， SAE 5 W -30) 

■ SN ] 0 W -30 (API SN , RC/ILSAC GF - 日 , SAE 1 OW -30) 












































お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたします。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

全国共通 • フリーコール 

固 0800-700-7700 

オープン時間 3 阳曰 日:日日〜18; 日 0 

所在地〒4加- 8711 名古屋市中が区名駅 4 T 目7蚕1号 

r 個人情報保護方針」については、 
http :// 麗 w . toyota . co . jp にて掲載しております。 


1-3 巧白動軍巧巧会せ 

http://toyota.Jp 
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